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    【あらすじ】


    



    



    　エデン、グレイスランド、ジュデッカ。高さ三千メートル、東西無限につづく「エデンの壁」「ジュデッカの壁」によって三つに分かたれた世界。


    「ヴィヴィ・レインを見つけて」。ある日、空から墜おちてきた不思議な少女シルフィはそんな願いを貧民窟くつの少年に託し、冬の路上で息を引き取った。大切な義妹の願いを叶えるため、十二歳の少年はひとり、旅に出る。それはのちに史上最大の戦争「グレイスランド大戦」を引き起こす「災厄の魔王」ルカ・バルカの旅立ちだった。


    　ガルメンディア王国王女ファニアを窮地から救い、第七次テラノーラ戦役を勝利へ導き、城じよう塞さい都市の暴動を収束させ、神聖リヴァノヴァ帝国へ渡ってからはドル・ドラム戦役で奇跡的な戦勝を重ね……ルカの名前は徐々に民衆にとって「救国の英雄」となっていった。その傍かたわらには常に「戦場の天使」と呼ばれる人造人間アステル・エアハートが控え、傑出した戦闘能力を発揮してルカを支えていた。


    　飢えた民衆はルカを旗印として王侯貴族へ反旗を翻ひるがえし、ルカは帝国が派遣した十倍もの敵を打ち破り、ガルメンディア王国首都ラランディアを制圧する。王族が逃げ出すなか、王女ファニアはひとり王宮に残り、単身乗り込んできたルカへ告げる。「わたしの死を以もつて革命を成就させなさい」。言葉による説得を放棄したルカは力尽くでファニアを組み伏し契りを結ぶが、直後、飛行戦艦バルバロッサが宮廷上空に現れ、「褐色の皇帝」ジェミニによってファニアは拉ら致ちされる。


    　王政の廃止が宣言され、新たな国家「ルナ・シエラ共和国」の第一執政となったルカはファニアを取り戻すために他国への侵攻を開始。東西の敵を次々に撃破し、ついに五十五万の大軍を率いてリヴァノヴァ帝国領へと侵攻する。だが第二執政カミーユが恋人エロイサへ作戦計画を話してしまい、第三軍を率いるメルヴィルは待ち受けていたジェミニによって討ち取られ、ルカは撤退を余儀なくされる。


    　共和国における実権を握った内国軍長官マクシミリアノはルカを国家反逆罪で糾きゆう弾だんし、処刑しようとする。アステルはマクシミリアノ率いる中隊を風と光で吹き飛ばし、自みずからは七年間の命を終えて消滅する。「また、会える!!」「わたしは、ヴィヴィ・レイン!!」「ヴィヴィ・レインを見つけて……っ!!」……。執しつ拗ような追跡を受けるルカはジュデッカの壁の際に追い詰められ、ミズキと共に崖下へ身を投げる。


    　一方、撤退する共和国軍の直上では飛行戦艦バルバロッサに乗り合わせていたファニアがヴィヴィ・レインの目覚めに立ち会っていた。「ルカ、わたしが先に見つけました。あなたの生涯の尋ねびと」……。ジュデッカに落ちたルカとミズキ。飛行戦艦で出会ったファニアとヴィヴィ。四人を待ち受ける運命は──。
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    一章　ジュデッカ


    



    



    「これから城に行って皇帝に会う。その前に全部話す。いままでお前に隠してたこと、全部」


    　翼竜バスシバの背中に乗り、曇り空を飛翔しながら、ミズキはルカを振り返り、真剣な表情でそう言った。


    　翼のした、黒く濡れた石造りの街が夜の地上に浮き立っている。道々に焚たかれた篝かがり火びはあたかも、地表面に巨大な魔方陣を描くかのよう。いまだグレイスランド人が誰も見たことのないジュデッカの街並みがいま、高度三十メートルを飛ぶルカの眼下に広がっていた。


    　湿った風が耳元で鳴る。ルカは目線を都市からミズキの小さな背へ戻し、問いかける。


    「お前、ジュデッカ人か」


    「……全部話すから。あの塔にいったん降りるぞ」


    　ミズキはそう言って、バスシバの首根を叩き、都市の外縁にそびえる円塔を指し示した。


    



    　ステファノ歴一七九六年四月二日、ジュデッカ、帝都ヴロスヴェロー──。


    



    　鉛板の張られたドーム型の屋根にバスシバは降り立ち、広げた翼を背に畳んだ。ミズキにつづいてルカは緩い勾こう配ばいのある屋根に靴底をつける。バスシバが長い首を曲げて、久しぶりのルカとの再会を喜び、きゅうきゅうと鳴きながら鼻を擦こすりつけてくる。ルカは硬いうろこに覆われた鼻面づらを撫なでながら、


    「ありがとよ、バスシバ。おかげで助かったぜ」


    　ほんの一、二時間前、ルカはミズキと共にジュデッカの壁の縁に追い詰められ、内国軍長官マクシミリアノ率いる兵士たちに銃口をむけられていた。射殺される直前、ミズキに突き飛ばされて崖から落ち、三千メートル下方のジュデッカを目がけてまっさかさまに落下、死を覚悟したそのとき、バスシバが飛来してふたりを拾い上げてくれた。


    　右足首の折れたミズキは、右手をバスシバの首にあてて身体を支え、胸ポケットから紙し燭しよくを出して火をつけた。決まり悪そうな表情が暗闇に浮き立つ。ルカは笑いかける。


    「ずいぶんな賭かけだったな。バスシバがいなかったら死んでたぜ」


    「……今け朝さ方がたからバスシバはおれらの頭上を飛んでた。気づかなかったのか？　お前を心配して来てたんだよ」


    　ルカは記憶を探る。言われてみれば確かに、バレナスの町でマクシミリアノの兵士に囲まれたときくらいからずっと、翼竜の群れが直上で鳴き交わしていた。どうやらあのなかにバスシバもいたらしい。


    「そうか。いろいろありすぎて、気づかなかった……」


    　敗軍の将となり、ラランディアへ更こう迭てつされるはずが、いまはなぜか三界の最下層に辿たどり着いてしまった。


    　ルカは円塔の屋根から改めて、ジュデッカの街を見渡してみる。


    　規模だけならグレイスランドの大都市と遜そん色しよくのない、立派な石造りの都市だ。夜でも大勢の人間たちが通りを行き交っているということは、治安も保たれているのだろう。夜の底で大通りを橙だいだい色に浮き立たせているのは、ガス灯ではなく篝かがり火びらしい。揺らめく光の列のさなか、トカゲに似た四足歩行の生物が荷車を引くのが見えた。


    　吹き抜けていく風に、木炭の煤ばい煙えん、腐った野菜、人間の体臭、獣臭、甘ったるい果物、下水道、香辛料の香りが乱雑に入り交じっていた。罵ば声せいや怒声や笑い声、獣のいななきに呼び売りのかけ声。賑にぎ々にぎしい生活の音が、ルカのいる高みにまで薄く届く。


    「帝都ヴロスヴェロー。いまのジュデッカ皇帝が、あの城にいる」


    　ミズキが郊外の丘きゆう陵りよう地帯を指し示す。巨大都市を見下ろせる丘の縁あたりに、曲がりくねった外郭を持ついかめしい城が浮き立っていた。城の裾に焚たかれた幾百本の篝火が高い外壁を橙に染めあげ、城全体が宙に浮遊しているかのよう。


    「グレイスランドに戻るには、皇帝に助力を頼むのが一番だ。でもその前に審問される。お前のことは全部調べられるし、おれに関することも連中から知らされる。だからその前に、おれの口から全部話す」


    　ミズキは辛つらそうに、けれど懸命に言葉を紡つむいでいた。


    　ジュデッカの壁から飛び降りる直前、ミズキはこれまでの隠しごとをルカに詫わび、「本当のことを知ったら、お前はおれを嫌いになる」と予言した。


    『嫌われても仕方ないと思ってる。でも、おれは……お前のこと、相棒だと思ってるから。お前がおれを嫌いになっても、おれはずっとそう思ってるから……』


    　ルカは笑ってミズキの話を受け流し、命を託した。そのおかげでいまこうして生きている。


    「おう。話せ。待ちくたびれたぜ」


    　ミズキの気持ちを軽くしようと、ルカはことさら軽い感じでそう言った。


    　ミズキは潤んだ瞳をルカへ持ち上げ、そして深くため息をつき、覚悟を決めて、言葉を振り絞る。


    「実は……おれ……その……」


    　けれど言葉尻じりは自信なさそうに消える。握りしめた拳こぶしが腿の横で震えている。そしてまなじりには、うっすら光るものさえある。


    「なんだよ。大丈夫だって、言えよ」


    「……わかってる。……あの。……あのな！」


    　ミズキはうつむいたまま、目をぎゅっと閉じて、震えながら怒鳴った。


    「……実はおれ!!　……女なんだ!!」


    　それを聞き、ルカは微ほほ笑えむ。


    「おぉ。だと思ったよ」


    　なにげない調子でそう言って、うなずく。


    　沈黙。


    　ミズキは怪け訝げんそうな顔を持ち上げる。


    「……え？」


    「お前の性別はどっちでもいい。相棒だからさ」


    　ぬるい風がふたりの間を爆はぜた。


    　遠くで鐘しよう楼ろうの鐘が鳴った。


    　ミズキは四度ほど目を瞬き、


    「……なんだよそれ。……なんだその反応。……もっと驚けよ、お前」


    　言いながら、見ひらいた目がじわりじわりと潤んでいく。


    　ルカは片手で頭のうしろを掻かきながら、


    「まあ、これだけ付き合い長けりゃわかるよ。あと……これはかなり言いにくいんだが……言っていいか？」


    　困惑するミズキからルカは目線を外し、霧に覆われた夜空を見上げて、


    「なんつーか……男装するには無理がある。その……お前、なんていうか、器量が良すぎる？　とかそんな感じで……」


    　ミズキの気持ちを傷つけないよう、言葉を選びながら慎重に伝えた。男装するにはミズキはかわいらしすぎて、どう見ても女の子なのだ。ぱっちりした瞳に長いまつげ、まるみをおびた顎あごと頬ほお。けらけらと屈くつ託たくなく笑っている表情が愛くるしすぎて、どんなに泥で顔を汚しても男には見えない。


    　機械兵大隊の部下たちがミズキの性別をどう思っていたのかいまは知るよしもないが、恐らく気づいていたのではないか。けれど女性は軍隊に入れないから、みんな黙っていたのだと思う。ミズキの操縦技術がたかが性別のために失われることになったら、機械兵大隊にとって大きな損失だから。


    　ルカをはじめ、仲間たちはみんな気づいていたけれど、黙っていた。みんなを騙だまそうと必死だったミズキのために、騙されたふりをしてくれていたのだ。


    　そのことに気がつき、ミズキの唇がわななきはじめ、情けなくて恥ずかしくて悔しくて、こらえきれない涙がぽろぽろ、頬を伝いはじめた。


    「……うぅ……。ぐずっ。……うゔう……」


    　腰の横で握りしめた拳こぶしを震わせ、ミズキは子どもみたいに唸うなりながら泣いた。怒ればいいのか、感謝すればいいのか、殴りかかればよいのか、どうしたらいいかわからなくて、ミズキは泣くしかなかった。


    　なんだかかわいそうになって、ルカは言葉を連ねる。


    「泣くなよ。黙ってて悪かったと思うけど。でも男でも女でも、関係ねーし。お前はいいやつで、大事な友達だし、相棒だし……」


    　ミズキはうつむいて、震えながら袖そで口でごしごし、何度も目元をぬぐった。


    「だから、別に、そんなウソ気にしねーし。お前が何度も助けてくれたのは事実だし。ここまで一緒に来てくれたし。これからも相棒ってことで頼む」


    　ルカはそう告げながら、いつものように右の拳を突き出した。


    　しばらくの間、ミズキはぐずぐずと鼻を鳴らしてから、おどおどと左の拳を持ち上げる。


    　ふたりの拳がぶつかった。


    「……おう。……ぐずっ。……頼むぜ相棒」


    　泣き顔を見せたくないのか、うつむいたまま、嗚お咽えつの混じった言葉を落とす。ルカはにっこり笑って、ミズキの頭を片手で撫なでた。


    　それからしばらく屋根に腰を下ろして、ミズキが落ち着くのを待ってから、残りの秘密について尋ねた。


    「……それで……結局、お前、ジュデッカ人なんだよな？　なんでグレイスランドで機械兵に乗ってた？　バスシバとはずっと前から知り合いなのか？」


    　気になっている点を並べると、ミズキは苦しそうに嗚咽を飲み干し、少し言いづらそうに答える。


    「おれは……八歳のとき、アナスタシアって魔女にスカウトされて……変な神殿に連れていかれた。そこで……ヴィヴィ・レインとシルフィに会った」


    　ぎょっとして、ルカは目を見ひらく。


    「……なんだと？」


    　ヴィヴィとシルフィに、ミズキはすでに会っていた？


    「……隠してて悪かった。でも、言い出すタイミングがなくて。だって、おれ、ずっとお前に男だって言い張ってたし……」


    　曰いわく、ヴィヴィのことを教えたら、ミズキの出自がジュデッカだとバレてしまう。そうしたら貴族に取り調べられるし、性別も女だってバレて、軍隊から追い出されて見み世せ物もの小屋に入れられちまう……と。


    　一理なくはない。ジュデッカはグレイスランドでは「煉れん獄ごく」と呼ばれ、不浄の地、罪人の住まう世界として蔑べつ視しされている。ミズキがジュデッカ人だとわかれば迫害を受けただろうし、王侯貴族に囚とらわれて尋問を受け、下へ手たをすると晒さらし者にされたかもしれない。


    「知り合ってからもうず──っと男だって言い張ってたから、いまさら撤回できなくて。こうなったらもうおれが死ぬまで隠し通すしかないや、って覚悟決めてたけど……」


    　ミズキはしょげた顔をうつむかせる。ルカはため息で答えるしかない。


    「……うん。まあいいや。そんで、ヴィヴィ・レインはどんなやつだ」


    「……一緒に暮らしてたのは一年ちょいくらい。ミカエルとルシフェル、熾天使セラフイム級機械兵に乗るための訓練をしてた。ヴィヴィとシルフィは双子の姉妹で、シルフィはいいやつだったけどヴィヴィはすっげー冷たくて……。一年間、ひとことも口利いたことがない。バスシバは、シルフィがその神殿で飼ってた。特別に賢くて、人間の言葉が理解できる、レイン家だけに伝わる希少種って聞いた」


    　ミズキ曰く、熾天使級機械兵というのはかなり特殊な操作系を持っていて、操縦するには技術は不問、ただミカエルとルシフェルに気に入られればいいらしい。その神殿では二機の起動実験が数百年間もつづいており、「継承候補」と呼ばれる操縦士たちが起動実験に挑み、命を失ったり心を狂わせたりしていた。


    「ヴィヴィはミカエルのメイン操縦士、シルフィはその操縦士だった。『神経接続』っていう特別な操縦をするために、ヴィヴィは何度も生命の危険にさらされたけど、それを助けていたのがシルフィだった。おれはルシフェルのメイン操縦士試験には失格して、操縦士として訓練を受けてた。でも、ある日、兵士たちが神殿を取り囲んで実験を中止するよう、アナスタシアに迫った……」


    　なんでもジュデッカでは、グレイスランドと交易して社会全体を進歩させようという急進派と、進歩を拒絶し現状維持を望む保守派が長年対立していて、神殿を囲んだ兵士は保守派の手先だったそうだ。


    　しかしアナスタシアは急襲されることを事前に見抜いており、エデンと結託してミカエルとルシフェルを飛行艦艇に載せ、ジュデッカを脱出してエデンに行こうとした。だが飛び立った二隻せきの飛行艦艇はグレイスランドの上空で翼竜の群れに襲われ、ルシフェルを載せた艦はジュデッカへ引き返し、ミカエルを載せた艦は傷つきながら北上し、ダス・フロレス平原に墜落することとなる。


    「お前が子どものとき見たのは、その光景だよ。あのとき引き返してた船にはおれとルシフェルが乗ってて、そのまま北へ飛んだ船にはミカエルとヴィヴィたちが乗ってて、お前は船から落ちてきたシルフィを助けた。そんで、いまにつづく、と」


    　ミズキはかなり大雑把に自分の半生をそう説明した。


    　ルカは腕組みをして、難しい表情を星のない夜空へ持ち上げる。


    「シルフィとヴィヴィはミカエルの操縦士で、お前がルシフェルのサブ操縦士、と。じゃあルシフェルのメインは？」


    「まだ見つかってない。アナスタシアが候補者を連れてきてルシフェルに乗せるんだけど、ほとんど全員、廃人になるか死んじまって」


    「……ひでえな。どんな機体だよ」


    「ミカエルの場合は、ヴィヴィの生まれたレイン家が血を継承してるからそこまで被害は出ないんだけど、ルシフェルは継承候補の血が失われてて、乗れる人間を発見するしかないらしくて。でも数百年で何万人も候補者が心を壊されてるから、誰も乗れないんじゃないか、って話になってて……」


    「そりゃそうだろ。そのアナスタシアって魔女もたいがいだな……」


    「うん。おれもルシフェルのメイン操縦士試験受けたけど、やっぱりダメで。おれの場合は半年寝込んだだけで元に戻れたから、運が良かったみたいだけど」


    「半年寝込んで運がいいのかよ。つーかお前、よく乗ったなそんな機体。なにがどうなってそうなるのかさっぱりわからん」


    「ルシフェルと神経接続すると、ルシフェルの意識のなかに入っていく。そこでなんかとんでもないもの見せられるんだけど……覚えてないんだよなあ。なんかとにかくひどかった気がするけど。なんせあのとき八歳くらいだったしなあ……」


    　なにを見せられたのかを思い出そうとミズキが夜空を見上げたとき。


    「うわ……早っ。お迎えが来やがった」


    　ミズキは夜空の一角を指さした。蛍ほたる籠かごのように闇のなかへ浮かび上がったヴロスヴェロー城の方角に、光が密集して揺らめいている。


    　星座でも街明かりでもない。その輝点たちは左右に揺れながら、光量を徐々に強めている。すぐにルカは、光が接近していることに気づいた。あれは松たい明まつの明かりだ。


    　どうやら新しい事実をゆっくり検証する時間も与えられないらしい。


    「翼竜に兵隊が乗ってんのか」


    「竜騎兵。空を飛ぶのはエデン人だけじゃない。竜騎兵がいるから、エデンはジュデッカに手を出せないんだ」


    　なるほどな、とルカは心中で納得する。街を上空から見渡した感じ、百年ほど前のグレイスランド、といった印象を受けたが、翼竜を使ってエデン飛行艦隊の脅威を排除することで、ジュデッカは軍隊の後進性を補っている。


    「兵隊が空飛べるってのは強いな。グレイスランドでも翼竜が使えるといいけど」


    　ぽつりと独り言をこぼしたとき、円塔の丸屋根に佇たたずむルカたちのさらに上空に十四騎の竜騎兵たちが飛来して、こちらを威い嚇かくしつつ旋回をはじめた。


    　グレイスランドの騎兵と同じく角やたてがみにきらびやかな装飾を施し、背中に鞍くら、板金装甲に身を包んだ騎兵たちが手た綱づなを握ってルカたちを見下ろす。


    　一騎、ひときわ大きな翼竜が翼を大きく広げ、柔らかく滑空して優雅な動作でドーム型の屋根に降り立った。隊長らしい兵が鞍を降り、槍やりの石突きを屋根へつけて問いただす。


    「わたしは近この衛え竜騎兵隊長オクタヴィウヌス。ルナ・シエラ共和国第一執政、ルカ・バルカと見受ける」


    　ここに来るまでの経緯はすべてお見通しらしい。ジュデッカ皇帝の情報収集能力は、グレイスランドの権力者たちを遙はるかにしのいでいる。


    「おれがルカだ。ジュデッカを統すべる偉大な皇帝陛下に敬意を表したい、目通り願う」


    　ルカの返答を、隊長は鷹おう揚ように受け取って、


    「異界からの侵入者はこの場で斬り捨てる定めだ。が、バスシバがお前たちを救ったことは鑑かんがみねばならぬ。お前の処遇については陛下の裁断を仰あおぐこととする。同行願おう」


    　ルカは了承を示し、ミズキと共にバスシバの背に乗った。上空を群れ飛ぶ翼竜たちが再び高く鳴き交わす。


    　ミズキがにやりと笑う。


    「バスシバがなんとか言ってたけど、建前だよ。この場で斬り捨てるにはお前の身分が高すぎるってだけだ」


    「いまのおれはただの負け犬だけどな。皇帝の指先ひとつでどうとでもできるぜ、怖い怖い」


    　言葉とうらはらに、ルカも安穏と笑いながら彼方かなたの居城を見やった。あの城でなにが待ち受けるのか見当もつかないが、不思議と恐怖は覚えない。


    　国家も身分も史上最大の軍隊も失った。いまはただ取り戻すべきものがあるだけだ。


    　オクタヴィウヌスが飛び立って、星のない空を旋回しながらこちらを見下ろす。


    「お前、先に乗っていいぞ。城の様子も見えるし」


    　ミズキに促うながされ、ルカはバスシバの首の付け根あたりに座った。ミズキはその後ろに乗ってルカの腰に手を回す。


    「よし、行こうぜ」


    　バスシバもほかの翼竜たちと同じように高い鳴き声で応こたえ、帝都ヴロスヴェローの上空五十メートルに舞い上がった。中空において十四騎がバスシバを取り囲み、整然と輪形陣を組み上げて、一斉にその長い首を皇帝の居城へ差しむける。


    　長い翼が翻ひるがえる。


    　ルカの耳元で風が鳴る。


    　十五騎の編隊が夜の漆黒を切り裂いて飛ぶ。


    　みるみるうちに居城が視界のうちで大きくなる。


    　──空を飛べて、さらにこの機動力。


    　──竜騎兵を味方につければ、ジェミニにも勝てるかもな……。


    　そんなことを考えながら、ヴロスヴェロー城を睨にらむ。


    　高度五十メートルを飛んでいるのに、見上げるほどの威容だった。高さの異なる複数の塔が互いを支えるように屹きつ立りつし、ステンドグラスを嵌はめ込んだ窓が地上の篝かがり火びを反射して、夜のさなかへ深い青を投げかけている。


    　オクタヴィウヌスの翼竜が城の前庭に降り立った。ほかの翼竜たちに周囲を取り巻かれながらバスシバもゆっくりと野太い後ろ足を石畳へ擦こすりつける。ルカは前庭に突っ立つ全身板金装甲の衛士たちを見やって、バスシバから降りる。


    　前庭を取り巻く建物を見やる。白石灰の外壁に木製の梁はりが嵌まったしゃれた造り。建築技術はグレイスランドと遜そん色しよくない。ジュデッカ人は三界の最下層に住まう未開の野蛮人ではなく、グレイスランドに匹敵する文明レベルにあることを建物の様式が教えてくれる。


    　鞍くらから降りた竜騎兵たちがルカとミズキを取り囲み、威い嚇かくするように槍やりの石突きを石畳へ据すえ置いた。夜空へ舞い上がる篝火の火の粉こを背景にして、オクタヴィウヌスが鷹おう揚ように命じた。


    「わかっているだろうが、グレイスランドにおける階級はジュデッカでは意味をなさない。お前たちは異界からの侵入者と脱走兵に過ぎぬ。陛下の裁定を仰あおぐ間、投獄せねばならない」


    　ミズキは気に入らなそうに、オクタヴィウヌスを睨む。


    「おれは脱走兵かよ。これでもルシフェルの継承候補だぞ、扱いが雑すぎんじゃねーか？」


    「大口を叩くな。ルシフェルの起動計画は十年以上前に凍結された、継承候補者など肩書にもならぬ」


    　オクタヴィウヌスは乱暴に、ミズキの背を突き飛ばした。


    「うわっ」


    　不意をつかれ、ミズキは横ざまに倒れ込む。


    「おい！」


    　ルカが怒気を発するが、ほかの竜騎兵が一斉に槍の穂先をルカへ突き出す。


    「連れていけ。牢ろうは別にするんだ、声が届かぬよう遠く離せ」


    「てめえ……」


    　ルカの紅眼が煮え立つが、駆けつけた衛士たちがルカとミズキをそれぞれ取り囲み、後ろ手をひねりあげる。


    「おれは大丈夫だルカ、あとでまた会おうぜ……っ！」


    　ミズキの声が聞こえるが、衛士の壁に遮さえぎられてすがたが見えない。ふたりは罪人のように、それぞれ別の牢へと引っ立てられていく……。


    



    　本塔から離れた城館へ連行され、半地下の牢ろう獄ごくへ叩き込まれた。石敷の冷たく堅い床は、狭い窓から雨が流れ込んでくるのか、あちこち黒く濡れていた。


    　ルカはひとり、壁に背を預けて座り込み、息をついた。


    　どこからか虫の音とフクロウの声が聞こえる。投獄されていてなんだが、ここ数日間の激動のあとだと、ひとりで世界から隔離されたいま、静けさが心地よかった。


    　そして、失われたひとの名を思い出す。


    「アステル」


    　口に出してその名を呟つぶやく。七年間、いつもずっと一緒だったアステルは、いまルカの傍かたわらにいない。その寂しさがようやく、ルカの心身に沁しみてくる。


    「死んでないよな」


    　冷たい石壁へ、自分の言葉が悲しく響く。失ってようやく、当たり前のように傍らにあったアステルの温度の大切さを知る。あの減らず口と、無節操な食欲と、直らない徘はい徊かい癖と、意地の悪い笑顔。どうしようもなく鬱うつ陶とうしかった部分まで、いまは愛いとおしい。


    「また会うんだよな」


    　自分を励ますようにそう告げる。


    『また、会える』


    『ヴィヴィ・レインを見つけて』


    　深い静寂から、アステルが消滅間際に伝えた言葉が蘇った。


    　そうだ。ヴィヴィ・レインを見つけたら。


    　──アステルにまた会える。


    　そう信じることで、ルカは自分自身を奮い立たせることができる。


    　辛つらいだけの戦いを、まだつづけられる。


    　──まだ、ここで終わるわけにはいかない。


    　ここで倒れたままなのはあまりに中途半端だ。やり残したことが多すぎる。魂に深く突き刺さった棘とげが、ふたつある。


    　最初の棘は。


    　──ジェミニのもとから、ファニアを助け出す。


    　囚とらわれの王女ファニア。


    　ルカが初めて全身全霊込めて愛した、たったひとりの女性。極力考えないようにしているものの、ふとした拍子にファニアを思い返すだけで、くるおしいほどの激情がこみあげてくる。いまどこでどうしているのか、ファニアに関する情報はなにもない。無事でいると信じることしかできない。しかし、いつか必ずジェミニを打倒してファニアを助け出す、その決意は決して捨てない。


    　そして。


    　──ヴィヴィ・レインを見つける。


    　シルフィとアステル、いなくなったふたりから託された、同じ願い。


    　十二歳の冬、シルフィの墓の前で必ずヴィヴィ・レインを見つけると誓い、旅に出た。


    　あれから約十二年。気がついたら、史上最大の軍勢を率いてグレイスランドの統一戦争に乗り出し、敗れて、ジュデッカにまで落ち延びるはめになった。なにがどうなってこんなことになったのか自分でも不思議ではあるが、旅の目的はずっとヴィヴィ・レインを見つけることにあった。ここまで来て目的を投げ捨てるわけにはいかない。


    　──死なねえぞ。生き残るんだ。


    　横になったら濡れた床に体温を奪われてしまうため、ルカは座ったまま眠った。このところ忙しすぎてまともな睡眠もとれていなかったため、壁に背をもたせたままでもすぐに深いまどろみへ落ちていけた。


    



    　†††


    



    　同日、同時刻、ルナ・シエラ共和国首都ラランディア宮殿──。


    



    「ルカが死んだ」


    　早馬がもたらしたその一報を執務室で受け取って、一時間。


    　ルナ・シエラ共和国第二執政カミーユ・ロベルはひじ掛け椅い子すへ座り込んだまま、時折、その事実を口のなかで転がすのみ。


    　ひとり、額に手を当ててしばらく燭しよく台だいの灯を睨にらみ、それから、共和国内国軍長官マクシミリアノが送ってきた手紙へもう一度目を通す。


    　三月二十五日、帝国領ログノヴァにおいてルナ・シエラ連合軍第三軍団とジェミニ率いる神聖リヴァノヴァ帝国軍が激突、連合軍第三軍団は壊かい滅めつ的な被害を受け、軍団長メルヴィルが戦死。二十八日、第一軍団長ルカは撤退を開始、アイザック渡と河か地点にて大打撃を被こうむる。現在第一軍団は数を減らしつつ、首都ラランディアへと撤退中。三十日、フランクフルターに駐ちゆう屯とんしていたガヴー率いる第二軍団へ帝国軍が攻撃を開始。衆しゆう寡か敵せず第二軍団は降伏、軍団長ガヴーは帝国軍に捕らわれた。


    　四月二日。バイゼンに滞在していたルカをマクシミリアノ率いる部隊が発見、拘こう束そく。アステルが抵抗し、そののち消滅。ジュデッカの壁へ追い詰められたルカとミズキは首都で晒さらしものになることを拒絶し、崖から身を投げた……。


    『帝国軍の先遣部隊はコールシュタットへ到達。ほどなくバール川を越え、共和国領への侵攻を開始すると目もくされる。これに抗しうる戦力を我らは持たず。早急に使者を送り、講和条約締結の意志を伝えられたし』


    　手紙はそう結ばれていた。


    　カミーユは眼鏡めがねを外して目を閉じ、鼻筋を指でつまんで黙もつ考こうする。


    　──ルカが死んだ。


    　何度も自分にそう告げて、第一執政ルカの背負いつづけた重みがいま、自分の両肩にのしかかっていることを確認する。


    　感傷に浸るヒマはない。現在、旧ゼノビア領を侵攻中の帝国軍はバール川の手前で集合したのち、共和国領へ攻め入ってくるだろう。マクシミリアノの言うとおり、一刻も早く議会に講和条約締結の是非を問わねばならない。


    　議会が承認し、帝国と会議のテーブルについたとしても、まともな交渉にはならない。外交の成果を決めるのは背後に並べた銃剣の数であり、銃剣を失った共和国は提示された条件を呑のむしかない。


    　おそらく共和国は消滅する。ジェミニはウェイステッドランドの諸勢力に対してやったのと同じように、共和国を属領化して非寛容政策を敷くだろう。自由と平等を奉じる夢の国となるはずだったルナ・シエラの行く末は、搾さく取しゆと不平等にあえぐ帝国辺境領だ。恐らく数万人の人間たちが、ＧＰグレイスポイントと引き換えにエデンに売られる……。


    　──なぜこんなことに。


    　目をひらき、揺らめく燭しよく台だいの火を見つめる。


    　火のなかへ、エロイサの笑みが重なる。


    　そして、あのときの言葉が。


    『わたしたちの勝ちよ』


    　カミーユの全身が震える。


    　まさかそんなわけがない。しかし、だが、この敗戦はエロイサが原因なのではないのか。カミーユは振り返りたくない記憶を呼び戻す。


    　先月、三月十三日、カミーユは統一戦争の是非を問うため陣中のルカを訪ねた。ちょうどガヴーもメルヴィルも揃っていたため、カミーユは彼らを論戦で打ち負かし、無用の流血を止めさせたかった。


    　戦争の無意味さを主張するカミーユに対し、ルカは自みずからの胸のうちを語った。


    　女ひとりのために戦争を引き起こし、数百万人を死傷させることも厭いとわない「災厄の魔王」の真意は、これ以上兵器が発達する前にグレイスランドを統一すること、つまり戦争によって戦争を終わらせることだった。そして統一したそのあとは、権力をすべてカミーユへ委い譲じようして、自分は失しつ踪そうするなり追放されるなりして表舞台から消えると言い切った。


    　数百万人を死傷させた罪はすべて背負い、この世界をおのれの意のままにする権力は他者カミーユへ投げ渡す。それがルカの目的だった。


    　それではまるきり、魔王どころか聖人ではないか。いやしかし、聖人は数十万の大軍を動員して他国へ侵攻したりしない。聖人と魔王、長大すぎる振幅のうちに、ルカは当たり前のように存在していた。


    『自由も平等もおれは信じない。けどお前が進もうとする道なら、おれは信じられる』


    　目いっぱいの誠意がこもったルカの言葉が、カミーユの耳の奥に舞い戻る。カミーユのものさしで、ルカという人間の振幅を測ることはとうとうできなかった。


    　煩はん悶もんしながら宿舎に戻り、随行していた恋人エロイサへ悩みを打ち明けた。


    　あのとき──エロイサは優しい言葉でカミーユを慰めてから、連合軍の大スポンサーであるマヌヴォー会長の名前を引き合いに出し、ルナ・シエラ連合軍の渡と河か予定日を知りたがった。会長の名前に押され、小声で場所と日付を教えると、エロイサは天井を仰あおいで満足げに言ったのだ。


    『わたしたちの勝ちよ』


    　ルカの作戦計画は完かん璧ぺきであり、実行されればわかっていても防げない作戦だった。だが、ジェミニは第三軍の渡河日を見事に予測し、皇都ががら空きになることも厭わず帝国全軍をログノヴァへ南下させ、軍団長メルヴィルを討ち取ってしまった。あとは教科書通り、全軍で北上しつつ共和国軍を各個撃破するのみだった。


    　勝敗を分けたのは、第三軍の渡河日をジェミニが正確に読んだことだ。後世の軍学の教科書にはおそらく、危険な賭かけに勝ったジェミニの慧けい眼がんを称たたえる声が並ぶだろう。


    　だがしかし、それは賭ではなかったのでは。


    　ジェミニは内通によって渡河日を知っただけではないのか。


    　あのときエロイサの言った「わたしたち」とは、ルカやカミーユのことではなく、ジェミニと自分自身のことではないのか。


    「あり得ない」


    　自分に言い聞かせるカミーユの声が震える。あの優しく美しいエロイサが内通などできるわけがない。だいたい、エロイサと知り合ったのは革命前、カミーユが一介の貧乏弁護士だったころだ。ファビアン・クラブで頭角を現していたとはいえ、わざわざ工作員が一身を捧げて潜入するような価値は当時の自分にはない。


    　否定しようとするカミーユの内面へ、新しい声が覆い被さる。


    　──あのころのわたしに価値がなくとも。


    　──あのころのルカにはすでに、価値があった……。


    　エロイサとカミーユが知り合ったのは、ファビアン・クラブがルカを匿かくまってしばらく経ってからだ。ルカに関する情報を得るために、エロイサはカミーユの下宿を調べて、雨の日に軒先に倒れていたのではないのか。田舎いなか者の弁護士をたぶらかし、彼を通じてルカの状況を知るために。そういえばベッドのエロイサは何気なく、何度かルカについて質問していた……。


    「やめてくれっ」


    　突然女性みたいな悲鳴をあげて、カミーユは両手で頭を掻かきむしる。


    　考えたくはないが、もしも。


    　もしもエロイサが帝国のスパイだったとしたならば。


    　共和国を滅ほろぼしたのは、あろうことか、このわたしではないか。


    「違う、やめろっ」


    　否定する声が、甲かん高だかく裏返る。そんな残酷なことがあってたまるか。我欲を捨て、大義のために走りつづけたわたしに、そんな酷ひどい運命が待っているわけがない。


    　そうだ、わたしは。


    　誰よりも自由と平等の理想を謳うたい、万人が笑顔で幸福に暮らせる国家を夢見て青春のすべてを革命に捧げた。


    　ただこの世界をより良くしたかった。弱いもの、持たざるものが踏まれることのない社会を実現したかった。そんな夢が叶うはずがないと笑われながら、いつか笑ったものたちを見返してやるために熱く気高い理想だけ胸に抱きしめていた。


    　必死に走るうち、賛同してくれる大勢の仲間を得た。官憲に捕まって処刑されたもの、革命戦争で命を落としたもの、幾千の仲間たちの墓標を積み上げて、ついに実現させた夢の共和国が、エロイサに漏らしたあの一言によって崩ほう落らくするというのか。自由で平等な生活を送るはずだった市民たちは、鎖に繋つながれ家畜小屋へ送られるというのか。


    「やめて。やめて。やめてぇ…………」


    　カミーユは机に突っ伏して、か細い悲鳴をあげた。臓ぞう腑ふから苦いものがこみあげて、身体のすべての細胞へ染み渡り、自身の存在そのものが反へ吐どになる。


    　耐えられない。理性が壊れる。


    「……あああああっ！　うああああっ！　ひぃゃああああああ……っ」


    　青ざめた顔を持ち上げ、うろうろと室内を歩きながら何度も頭を掻きむしり、爪つめをがりがり噛かむ。両目が充血し、こめかみに青い筋が幾つも浮き上がり、噛む爪がなくなって指先を噛む。


    　違う違う違う。いやだいやだいやだ。そんなわけがない。全部わたしの取り越し苦労だ。全部わたしの妄想だ。


    　うろうろと室内を歩き回り、外の空気で頭を冷ましたくなって、カミーユは上着に袖そでを通した。


    



    　廊下ですれ違う使用人たちが、ただならぬ形相のカミーユに驚いて、通り過ぎてから振り返る。しかしカミーユは一顧だにせず、指先から血を流しながら早足で宮殿の外へ出て、玄関前に待機している二頭引きの馬車に乗る。


    　御者へとにかく街を走り回るように告げ、血走った目を窓の外へむけた。


    　ほどなくして市街地へ入った。ガス灯が灯ともる大通りにはまだ大勢のひとが行き交っている。みな、貧しい身なりで、腹を減らし、革命直後のような熱気もいまは冷え切った。国の名前が変わっても、相変わらずパンは手に入らないし、物価の高騰も止やむ気配がない。


    　そして、市民たちはいまだルカが負けたことを知らない。


    　彼方かなたの地から届く戦勝報告をいまかいまかと待ちわびている。


    　彼らはルカが負けるなどと微み塵じんも思っていない。貧民あがりのルカがここまでのしあがった原因は、生涯一度も戦いに負けたことがないからだ。幾度も幾度も奇跡を起こしてきた「戦争の天才」はきっと今度も鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに帝国軍を蹴け散ちらして、華やかな凱がい旋せん式をここラランディアで行うだろう。革命が起こって王侯貴族が消えてもいっこうに暮らし向きは良くならないが、しかし、ルカが勝ちつづける限り、巨額の賠償金が手に入り、いつか必ず生活は良くなる。そう信じるから戦費調達のための重税も我慢して、政府に協力しているのだ。


    　──負けたことが知れれば、市民らはどうする……？


    　ごくり、とカミーユの喉のどが鳴る。


    　革命のために犠ぎ牲せいを払い、共和国のために犠牲を払い、我慢に我慢を重ねて行き着いた先が他国の奴隷だと知れたなら、気性の激しいラランディア市民たちはおとなしく従っているだろうか。


    　──絶望の未来しか見えない……。


    　くたびれた内心を持て余したとき、馬車は大衆劇場の前を通りかかった。すでに演目は終わっているが、ガス灯に照らし出された宣伝看板がふと、カミーユの目に留まった。


    『悲劇の王女』


    　そう書かれたロマンチックな字体のむこうに、若く美しい女性の悲しげな瞳があった。このところ評判になっている舞台演劇の看板だった。三か月前に開演され、口コミで広がり、いまや劇場前に長蛇の列ができる大ヒットとなっている。


    　内容は、王女ファニアと貧民ルカのロマンチックな恋愛を基軸にしたものだ。テラノーラ戦役からウルキオラ暴動、そしてガルメンディア革命へと史実を追いながら、劇作家が勝手気ままに想像したふたりの恋愛劇が描かれる。


    　クライマックスはガルメンディア革命の夜。


    　炎上するラランディア宮殿の王座でルカを待ち受けたファニアは、ルカへ愛していることを告げて、ナイフで自みずからの喉のどを突いて自死する。自らの死を以もつて革命を成功へ導こうとするファニアの遺志を受け取って、ルカは高らかに嘆きの歌を歌いながら幸福な国家を作ることを誓い、終幕となる。


    　カミーユも一か月以上前にエロイサと共に鑑賞し、単なる思いつきを歴史的事実のように書き記す劇作家のいい加減さにただただ呆あきれた。公でのファニアの扱いは「行方ゆくえ不明」であり、カミーユの知る限り、おそらくはいまごろジェミニの妾になって帝国で暮らしているはず。ファニア本人がどこかでこの劇の内容を知ったなら、名誉毀き損そんで劇作家を訴えてもおかしくはない。


    　しかし内容はひどいが、大衆に受ける理由はなんとなくカミーユにも理解できる。


    　──庶民は王政が懐かしいのだ。


    　この安っぽい演目をヒットさせているのは、過ぎ去りし時代への郷愁だ。


    『本物の王女ファニアはどこにいるんだ』『生きているなら戻ってきてほしい』『ファニアがいれば、この国はもっと良くなるんじゃないか』『王は無能だったが、ファニアならおれたちのことをわかってくれる』……。


    　演劇が終わって、帰路についた観客たちは口々にそんなことを言っていた。革命時は「淫乱王女」とファニアを罵ののしって処刑台へ送ろうとしていたくせに、一年半が経って革命の熱が冷めてしまえば「悲劇の王女」ともてはやす。人心というものは実にいい加減で御しがたく、情勢に合わせてころころ変わる。


    　──敗戦の報が届けば、この御しがたい市民はどうするだろうか……。


    　共和国の崩壊が避けられないと知れたとき、市民たちはもしかしたら、かつて自分たちの手で崩壊させた王政に救いを求めるかもしれない。


    　──王政復古。


    　自らの人生を否定するに等しい響きを持った一語が、カミーユの内へ響いた。夢など見なければ良かったというのか。大それた理想など、抱かなければ良かったというのか。時代が過去へ逆戻りするなら、革命やそのあとの戦争で死んだ同志たちは犬死にではないか。


    　視線が劇場から剥はがれ、馬車の床へ落ちる。


    　──これではわたしのほうこそが、災厄の魔王だ……。


    　正義のために、理想のために、自由と平等のために戦ってきたはずなのに。気がついたら周囲には屍しかばねだけが積み上がり、両手は血にまみれ、幾千幾万の亡霊の怨えん嗟さが自分にむけられている。


    「う……あ……っ」


    　また悲鳴が起きそうになるのを懸命にこらえた。まだだ。まだエロイサが裏切り者だと決まったわけではない。ああ、そうだ。全部わたしの勘違いなのだ。すべてわたしの妄想なのだ。いま、エロイサはマヌヴォー会長と共に戦争見物の真っ最中のはず。エロイサが帰ってきてから問いただせばいい。きっとエロイサは毅き然ぜんと疑いを否定する。そしてわたしの肩に両手を回して優しくささやいてくれる。


    　勘違いよカミーユ。愛してるカミーユ……。


    　そんな弁明が、問う前からもうカミーユの耳に響く。エロイサの言葉を信じたい。だが信じるためにも調査は必要だろう。執務室に戻って、わたしのポケットマネーで探偵を雇おう。エロイサの外遊先へ先回りさせ、彼女の行動を調査するのだ。調査結果は必ず、エロイサの潔白を裏付けるものとなるだろう。そうしたらわたしは妄想に苛さいなまれることなく、これからもエロイサを愛することができる。そうだ、うん、エロイサを調べよう……。


    



    　†††


    



    「出ろ」


    　呼ばれて寝ぼけ眼まなこを持ち上げると、覗のぞき窓に朝が切り取られていた。一度大きく背伸びをして、鉄格子のむこう、看守を引き連れた近この衛え竜騎兵隊長オクタヴィウヌスへ笑いかける。


    「で、どうなった？」


    「水を浴びろ。ついてこい」


    　オクタヴィウヌスは気に入らなそうに吐き捨て、看守に鉄格子を開けさせる。ルカはゆっくり屈伸してから、へらりと笑って牢ろうを出た。身体を洗えということは。


    「陛下がおれに会いたいってか」


    　問うと、オクタヴィウヌスの双そう眸ぼうが煮えた。


    「ジュデッカに災厄をもたらす存在だとして多くの廷臣が処刑を望んだのを、陛下自みずからが止められた。聞きしに勝る悪運だな、ルカ・バルカ」


    　狭い廊下を歩き抜けながら、竜騎兵隊長の背中へ問いかける。


    「へえ。で、ミズキは？」


    「……御前にひれ伏し感謝しろ。慣例を二度も破られるとは尋じん常じようでない」


    　どうやら許されたらしい。安あん堵どのため息をついて、オクタヴィウヌスの背中へ声をかける。


    「ありがとよ。おかげで助かったぜ」


    　気安い言葉を、オクタヴィウヌスは鼻息ひとつで払いのける。


    「なれなれしいわ、蛮人が。グレイスランド人など、口をきくだけで身の毛がよだつ」


    　どうにも他界に対する蔑べつ視しが激しい。ジュデッカ人の感情の根っこには、なにがあるのだろう。


    「そうつんつんするなよ。おれとしてはジュデッカと仲良くやりたいんだが」


    　相変わらずひょうひょうとした調子でそう言うと、オクタヴィウヌスはこちらを振り返りもせずに、


    「異人と我らが仲良く？　不浄の地の罪人が、なにを夢見る……」


    　短い石段をあがって中庭へ出た。淡い日差しが、暗闇に慣れきった目にはまぶしい。霧に濾こされた朝陽が、ヴロスヴェロー城に銀灰色の幔まん幕まくをまとわせていた。


    「ジュデッカ人ってのは、グレイスランド人を『罪人』と見てるのか？」


    　看守たちに周囲を取り巻かれながら中庭を歩いて抜けつつ、オクタヴィウヌスの背中に問いかける。


    「お前たちだけではない。エデン人もまた我らから見れば罪人だ」


    「そりゃまたどういう理屈で」


    　オクタヴィウヌスは面倒くさそうに、質問に質問で答える。


    「三界で言語が通じることを不思議に思わぬのか？　長らくふたつの壁に隔てられた三つの世界が、なにゆえ共通の文字と言葉を用いる？」


    　ジュデッカに落ちてまだ一晩が経っただけだが、ルカもそれは不思議に思ってはいた。エデン、グレイスランド、ジュデッカの話し言葉は同じだ。そして中庭に点在する穀物倉庫や井戸、厩きゆう舎しや、醸造所などの看板や、壁に貼られた注意書きの文字も読める。


    「言文の発祥地はジュデッカ、って言いたいわけか」


    　問いかけると、オクタヴィウヌスは横顔に嘲ちよう笑しようをたたえた。


    「グレイスランド人はなにも知らぬのだな」


    「あいにく、あんたらがどういう思い込みでこの世界を眺めてるのかは知らねえな」


    「はっ。語るに値せぬ」


    　オクタヴィウヌスはそれ以上はなにも言わなかった。


    　中庭の水くみ場で顔を洗って、手足をぬれぶきんで拭いた。大股で歩むオクタヴィウヌスは本塔の裏口からなかへ入り、狭い螺ら旋せん階段を時計回りに上った。


    



    　通されたのは本塔の真ん中辺り、三階の広間だった。縞目をたたえた緑の石敷に、ぽつりぽつりと灯皿が置かれ、揺らめく赤い炎が室内をねっとり照らしていた。白地に赤い水玉模様のソファー、大小の神々が幾き何か学がく的な模様を織りなす絨じゆう毯たん、銀の香炉から乳香に似た甘い薫煙。朱色に爛ただれた部屋の四隅に、赤と黒の軍装に身を固めた近この衛え騎士が全部で六名、槍やりや剣、湾曲刀などおのおのの武器を片手に、ルカへ鋭い目線を投げていた。


    　そして──。


    　フロア中央のソファーに、巨大な肉にく塊かいが投げ出されていた。


    　床に置かれた十数枚の灯皿は、その肉塊を引き立てるために精妙な配置が為なされていることにルカは気づいた。複数の光源の中央に位置する肉塊から複数の影が絨毯に伸びて、肉塊なのにどこか神々しい。


    「えらく醜い入れ墨だねえ、ルカ・バルカ」


    　肉にく塊かいが喋しやべった。声質はメゾソプラノ。


    「そんなもん顔に入れられて、よく生きていけるねえ。よほどの無神経だね、あんた。あたしだったらさっさと毒薬あおって死ぬよ、醜いのだけは勘弁だ」
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    　よく見ると、それは肉塊ではなく、ふくよかに肥え太った中年女性だった。体重は百キログラムを超えているであろう、突き出たおなか、野太い二の腕、うしろでぞんざいにまとめた赤毛、狭い額のした、顔の肉に埋まりそうな黒真珠がふたつ、異様に鋭い光を放っている。


    　胸元も腕も大きく露出した薄手の衣い裳しようを身につけており、つつくだけで波紋が起こりそうな贅ぜい肉にくが赤い灯ともし火びを照り返していた。呼吸に合わせてゆっくり波打つこのおばちゃんがどうやら、自分の運命を握っているらしい。


    　ルカはへらりと笑って、肩をすくめた。


    「慣れちまってさ。いまじゃ気に入ってる。あんたはずいぶん美人だな」


    　言うと同時に一斉に、近この衛え騎士が獲物を構え、ルカへむかって突き出した。おばちゃんが顎あごをしゃくったなら次の瞬間、ルカの首と手足は床に撒まかれる。


    　不敬な物言いなど頓とん着ちやくなく、はっ、とおばちゃんは愉快そうに笑った。


    「座りな。一杯やるかい」


    「いいのか？　異界の流刑者だぜ？」


    「どんな不細工でも、審美眼のある若造は嫌いじゃないよ」


    　ルカはおばちゃんの目の前の絨じゆう毯たんに直接あぐらをかいた。


    「お招きにあずかり光栄の至り、皇帝陛下」


    　表情を真ま面じ目めに引き締め、ルカはおばちゃんを正面から見み据すえる。


    「堅苦しいのは嫌いでねえ。周りの連中は作法とかうるさいけどさ。『美しいヒルデガルダ』で構わないよ」


    　ジュデッカ皇帝ヒルデガルダはふわふわのソファーに上体をあずけ、たぷたぷしたおなかを撫なでながら、オクタヴィウヌスに目配せを送った。近この衛え隊長は一礼し、侍じ女じよへ命じてルカへ酒を運ばせる。


    　精妙な透かし細工の入ったガラス器へ口をつけ、複雑で豊穣な香りと味わいに驚いた。グレイスランドにはない酒だ。


    「いい酒飲んでんな、美しいヒルデガルダ」


    「気に入ったかい、醜いルカ」


    「ジュデッカに落ちて、まだ一晩経っただけでさ。わかんねえことがいろいろある。聞いたら答えてくれるか？」


    「質問にもよるわな。スリーサイズなら秘密だよ」


    　聞きたくねえよ、という言葉を寸前で飲み込み、


    「そりゃ残念だ、美しいヒルデガルダ。んで別の質問なんだが。竜騎兵なんて便利なもん持ってるなら、なんでグレイスランドと交流しない？」


    「いきなり政治の話かい。最近の若いもんは無粋だねえ」


    「せっかちなんだよ。あんたほど美しくないから、心に余裕がない」


    「そうかい。醜いってのは不幸だねえ」


    「見た感じ、ジュデッカってそんなに遅れてるわけでもないし、機械兵だって使ってる。グレイスランドとそんなに違わないよな。交流すれば、お互い進歩できると思うんだが」


    　ヒルデガルダは表情を変えず、乳幼児の胴体ほどもあるジョッキにたっぷりと酒を注がせ、喉のどを鳴らして一息に飲み干した。


    「進歩が必要かい？」


    　空のジョッキを侍女へ渡して、新しいものを受け取りながら、皇帝は問いかけた。


    　ルカの紅眼に、静かな光が宿る。


    「前進が幸せに繋つながるならそうするわさ。だけど宇宙を旅するほど進歩していた古代の民は、ひとり残らずこの世界から消えちまったね。なんでそうなったか知ってるかい」


    　ヒルデガルダの双そう眸ぼうに宿った光がルカを射る。無言で肩をすくめると、皇帝はまたジョッキを傾け、


    「自分たちの作った武器で自分たちを焼いちまったのさ。結果、誰もいなくなっちまった。元々ひとつだった世界を三つに分けてまで自分たちを守ろうとしたのに、結局、憎しみはあふれ出しちまったのさ。どんなに文明が進歩したって、人間の中身が進歩しないなら、ただ危険が増すだけさね」


    　ルカは首を傾かしげ、


    「三つに分けたって……三界がひとつだったのか？」


    「それさえ知らないんだねえ。醜いうえに無知だとは哀れだねえ」


    「ひとつになってるとこが想像できねえ。その古代の民ってのは、あの壁を自由に行き来できたのか？」


    　ヒルデガルダは新しい酒を侍じ女じよへ注がせ、ゆっくりと飲み干してから、退屈そうにルカを眺める。


    「昔は壁なんてなかったのさ」


    「……………………」


    　ルカの紅眼が、わずかに動揺する。


    　エデンの壁とジュデッカの壁。


    　高さ三千メートル、東西に果てなくつづくあの壁は、古代は存在しなかった？


    「あの壁は地中の岩盤を人間が操作してできたもんだよ。最も高く隆起した岩盤がのちにエデンと名付けられ、次の岩盤がグレイスランド、もともとの大地がジュデッカと呼ばれるようになった。昔の人間ってのはバカなこと考えたもんだわねえ」


    　ヒルデガルダは酔っ払っているのだろう、とルカは思った。そうでなければ大人が真ま面じ目めに話せる内容ではない。アホの子どものバカ話でも、もう少し常識的だ。


    「土地を隆起させるって、具体的にどういう手口だよ。元々岩盤が埋まってたにせよ、どうやりゃそれが合計六千メートルも飛び出てくるんだ」


    「やりかたはわかんないよ。古い文献には小さな虫みたいなのが無限に出てきて岩盤を持ち上げた、とか書いてあるけど意味わかんないし。ただまあ、あのふたつの崖、自然の地形にしては不自然だから、ほんとかもねえ」


    　ヒルデガルダの説明を、ルカはずっと首を左右に傾けながら聞き終えて、


    「……神話のたぐいだな。できるわけがねえ」


    「神話なら救いがあるさね。けど昔のひとは宇宙に自分の城を造ってたっていうからねえ。あたしたちには想像もつかないことを当たり前のようにやって、滅ほろびた。賢いのかバカなのか、わかんないねえ。……ところで。……覗のぞき見してるやつがいるねえ」


    　不意にヒルデガルダは大たい儀ぎそうに首をひねり、オクタヴィウヌスを見やった。


    「いつまでも間抜けな坊主だね。案内するのはルカだけだと言っただろう？」


    「……？」


    　オクタヴィウヌスは眉まゆをひそめ、それからなにかに気づき、肩越しに自分の背中を見下ろして、左手で腰のあたりを払った。


    　ひらり。


    　付着していた白い羽毛が舞い落ちた。一枚ではない。二枚、三枚……不自然なほど多量の羽毛がオクタヴィウヌスの背中から落ちて、空中を浮遊しながら寄り集まり、一瞬にして白いフクロウをかたどった。


    「…………っ!!」


    　ルカとオクタヴィウヌスが度肝を抜かれ、近この衛え騎士は獲物を一斉にフクロウへむけ、ひとりヒルデガルダだけが落ち着いていた。


    「……はっ。相変わらず小こ賢ざかしいねえ、アナスタシア。そんなにルカが気になるのかい」


    　白フクロウは翼を広げると、ルカとヒルデガルダの間に割って入るように降りたって、賢者さながら静かな面おも持もちで目を閉じた。


    　沈黙──。


    　再びひらいたフクロウの目は、黄金色に発光していた。


    『ますます太ったの、小娘ヒルデガルダ』


    　しわがれた老婆の声が、フクロウの口から放たれる。


    「ブスだからってひがむんじゃないよ、妖怪ババア。エデンの飼い犬に成り下がったくせに、よくあたしの前に顔を出せたね」


    　皇帝の罵ば声せいに、ひひひ、とフクロウは薄く笑って、


    『貴様の顔など二度と見たくなかったが、仕方なくての。グレイスランドはあっちもこっちも大騒ぎじゃよ、引きこもりのジュデッカと違って、血を流しながら前に進んでおるわい』


    「こっちは毎日平和で安泰だよ。皇帝の出来がいいからね。あんたの声を聞いてるだけで虫ずが走る、このフクロウ、殺していいかい」


    『少しお待ちよ。あんたにとっても聞く価値のある話だ。……ルカ、そこにいるね？』


    　いきなりフクロウに呼ばれ、ルカは目をしばたたく。


    「おう」


    　返事しつつ、このフクロウがやはり、ミズキの話に出てきた魔女アナスタシアの道具であることを確認した。


    『いいかい。儂わし自身の調査でわかったことだけをおんしに伝える。おんしにとっても寝耳に水じゃろうが、儂の話をすべて鵜う呑のみにせよ。それがシルフィの願いじゃ、わかったか』


    　いきなりひといきにそう告げられ、ルカは面食らう。


    「なんの話だよ。どこからシルフィが出てきた」


    『こっちの状況を説明しておるヒマはない。良いか、グレイスランドでも大変な事態が起こっておる。おそらくはここが歴史の転換点じゃ。いま思えばジェミニとおんしの決戦も、これから起こることの布ふ石せきに過ぎんかった』


    「大変な事態ってなんだ。グレイスランドでなにが起きてる」


    『ヴィヴィ・レインが目覚めた。ヴィヴィはいま、儂わしと共に飛行戦艦バルバロッサに乗っておる』


    「……っ!?」


    　ルカは目を見ひらく。


    　ヴィヴィ・レイン？


    　バルバロッサに乗っているのか？


    『ヴィヴィ・レインを見つけて』


    　シルフィの声が、ルカの脳裏に鳴った。十二歳で旅立ってから十年以上も追いつづけたヴィヴィ・レインの影がようやく見えた。思わず前のめりになり、声がうわずる。


    「……おれもそこに行く。どうにかしろ」


    『もう一度言うぞ、儂の言うことを全部鵜う呑のみにするのじゃ、わかったか。そうすればヴィヴィに会える』


    「お、おう、わかった！　お前の話を信じる、鵜呑みにするからさっさと言え！」


    　うむ、とフクロウは呟つぶやいてから、重々しい声を発した。


    『ルシフェルに乗れ』


    　一度、二度、三度、ルカは目をしばたく。フクロウが言葉をつづける。


    『ルシフェルの継承者はおんしじゃ、ルカ』


    



    　室内に沈黙が満ちる。みながみな、フクロウを見つめたまま動けない。


    「……なんだって？」


    　問うたのはヒルデガルダだった。皇帝にとってもまた、アナスタシアの言葉は唐突なものであったらしい。


    「この小僧がルシフェルに乗る？　数万人の候補者が乗れなかった機体を、横から出てきたこのガキが？」


    　ヒルデガルダの罵ば声せいを遮さえぎり、ルカが硬い声で問いかけた。


    「……ルシフェルって、ファーストランク一位の機械兵だよな。ミカエルの片割れの。ミズキがサブ操縦士やってたっていう」


    『うむ』


    「ミズキでも乗れなかったんだろ？　なんでおれが出てくる？」


    『ええい、鵜呑みにしろと言うたであろうが。時間がないのじゃ、反論するな、儂の言うとおり動け』


    「鵜呑みにするには唐突すぎんだよ！　理由くらいきかせろ、なんでそんなもんにいきなりおれが乗るんだ！」


    『いきなりではない。シルフィがおんしと暮らしはじめたころから、儂わしはおんしを知っておる。シルフィが死んだ数年後、今度はなぜかアステルがおんしと一緒にいるのを見て、ただならぬものを感じた。それからもずっとおんしのことは見てきた。結論を言う。……資格はあるぞ、ルカ。おんしなら、ルシフェルをねじ伏せるかもしれん』


    「……………………」


    『いまこのとき、あまりにも起動の条件が揃いすぎておる。いまジュデッカにはおんしがおり、ミズキがおり、ヒルデガルダがおる。そしてここ、飛行戦艦バルバロッサには儂がおり、ヴィヴィがおり、そして王女ファニアもおる。ただの偶然と見過ごすにはあまりに出来すぎではないか？　いまを逃せば未来永えい劫ごう、熾天使セラフイム級は起動できぬのでは？　もしやシルフィには、おんしがルシフェルに乗る未来が見えていたのではないのか？』


    　話して聞かせるというより、まるで自みずからに問いかけるようなアナスタシアの言葉を、ルカは遮さえぎった。


    「おい待て。ファニアがそこにいるだと……!?」


    　ヴィヴィ・レインだけではなく、ファニアまでもがそこにいるというのか。いったいなにがどうなってそういう事態に陥おちいっているのか、ルカには全く見えない。アナスタシアはルカへの説明を一切省き、手前勝手な言葉を連ねる。


    『おんしのこれまでの旅路はすべて、ここに至るための布石であった。儂らはミカエルをここで起動し、おんしらはジュデッカでルシフェルを起動する。そのとき、ワールド・トリガーが現出し、この世界は本物の変革へと歩みはじめる。すべては「星の意志」のもとにあった。儂らは星の手のひらで踊らされておる。だが構わぬ、このまま踊りつづけるぞ、この先にあるものを見届けるために』


    　この魔女はもしかすると、自分自身の決意を話しながら確認しているだけではないのか。ルカはいらいらと片手で髪の毛を掻かき、怒鳴る。


    「話が見えねえ！　ファニアは無事なのか、いるなら出せ、無事を確認させろ！」


    『うるさい、怒鳴るな、無事じゃよ、いまヴィヴィとふたりきりで自室におる。ファニアは宮殿からさらわれた直後、ジェミニではなくエデン特区のグレゴリオ公に保護された。ヴィヴィとファニアに会いたければ儂の言うことに逆らうな、決して悪いようにはならぬ』


    　ぐぬぬぬ、とルカは言葉を飲み込み、考える。


    　本当に魔女の言うことを信じていいのか？　ミズキの話を聞いた限り、かなりうさんくさい人間であるようだが……。


    『おんしが乗ると決めたなら、儂もこっちでミカエルを起動する。起動を同期させることで、成功の確率があがるのじゃ』


    「……ミカエルもバルバロッサに載せてあるのか」


    『おうよ。アステルがカルロビバリで暴走させて以来、格納庫の隅で埃ほこりをかぶっておるわ。まさかここまで事態が進展するとは思わなんだが。……ともかく乗れ、ルカ。儂わしもこっちでヴィヴィをミカエルに乗せる。うまくいけば熾天使セラフイム級二機が同時に起動することになる……！』


    　ルカはフクロウの黄金の瞳を睨にらみつけ、思考を醒さます。


    　鵜う呑のみにするには突然すぎる話だ。だが、この魔女はこれまでも何度かルカの旅路に現れ、陰から手助けをしてくれていた。傷ついたアステルをこのフクロウが回復させたおかげで、処刑寸前だったルカが助かったことさえある。こちらに危害を加える意志はないと見ていい。そして、ファニアが一緒にいる、などというウソをつくメリットがこの魔女には全くない。本当にファニアはいま、この魔女と一緒に飛行戦艦に乗っている可能性が高い。ならばこの魔女を追えば、ヴィヴィとファニアに会えるかもしれない。


    「……わかった。お前の話を鵜呑みにしよう。……ルシフェルに乗る」


    『よく言った、ルカ。これはもしかするともしかするぞ、儂も武者震いがしてきたわい。もちろん、おんしも異存はないな、ヒルデガルダ？』


    　ジュデッカ皇帝は気に入らなそうに虚こ空くうを睨みながら、


    「……ミカエルとルシフェルはジュデッカの持ち物だよ。起動したらあたしに返しな」


    『ヴィヴィとルカに言うんだね。熾天使級が起動したなら、操縦士以外には誰も、あの二機に命令できなくなる』


    　皇帝はうさんくさそうにフクロウを睨んで、ルカへ顔をむけた。


    「起動に成功したら、おれはバスシバに乗ってグレイスランドへ戻りたい。ヴィヴィを見つけて、ファニアの無事を確認したら、あとのことはどうでもいい。あんたの好きにしろよ」


    　皇帝は鼻を鳴らし、新たなワイングラスに口をつけ、しばらく損得勘定に沈んでから、


    「……いいだろう。ルシフェルに乗せてやる。起動に成功したなら、翼竜でグレイスランドへ送り返してあげよう。だがヴィヴィを見つけたあとは、あんたをルシフェルの専属操縦士として生涯ここで飼うよ。あたしの命令をなんでも聞く犬になるんだ、それでいいかい」


    「おっけー。ありがとよ、美しいヒルデガルダ、恩に着るぜ」


    　たいそうな条件をあっさりと受け入れて、ルカは朗らかに笑う。


    　ヒルデガルダはうなずき、フクロウに問う。


    「……いつ起動する？」


    『早ければ早いほどいい。ヴィヴィが起きたことがグレゴリオに知られると面倒じゃ、エデン評議会が横やりをいれかねん。こっちはいつでもいける。そっちは？』


    「ルシフェルの格納庫まで竜騎兵で十五分、準備が整うまで一時間少々、かねえ」


    『上出来。邪魔者が入る前にやるぞ』


    　ヒルデガルダが了承したのを受けて、ルカはフクロウに頼んだ。


    「おい。ファニアもミカエルに乗せられないか？　ミズキの話じゃ、熾天使級って複座だろ？」


    　おぉ、とアナスタシアは感嘆の声をあげ、ひひひ、と笑った。


    『おんしから頼んでくるとは思わなんだ。実はおんしに黙ってファニアを補助席に座らせようと思っておったのだ。あの娘がここにおることにも、きっと意味があると睨にらんでの』


    　やっぱりこいつ、うさんくせえ。ルカは顔をしかめて、


    「その、なんだっけ、神経接続？　ファニアにそれはするなよ、危なそうだから。ただ乗せててくれればいい。それだけ頼む」


    　起動がどうなるかはわからない。だがなにが起こるにせよ、ヴィヴィとファニアが一緒に行動してくれることはルカにとってありがたい。ふたりが離れ離れになればそれだけ、追いかけることが困難になる。ミカエルに一緒に乗ってくれていれば、ミカエルを追うことでふたりに会える。


    『わかった、ファニアは乗せるだけじゃな。では儂わしはミカエルの起動準備に入る。なにせ七年ぶりの出撃じゃから、少々手入れをせねばならん』


    　フクロウは再び目を閉じた。その目がひらいたとき、目の色は黒に戻っていて、ほうほうと鳴くだけの普通の白いフクロウへ戻っていた。


    　ヒルデガルダは大たい儀ぎそうにルカを振りむき、声こわ音ねを低くした。


    「万が一ルシフェルが起動したとして。あんたがグレイスランドへ赴おもむいて目的を達したのち、ジュデッカに戻らなければ、死ぬまで追っ手をかける。竜騎兵から逃れられると思わないことだね。口約束だと軽く考えてるなら、いまのうちにやめておきな」


    　ヒルデガルダの双そう眸ぼうが不気味な底光りをたたえる。この皇帝はおそらく、約束を破ったなら本気で一生涯、ルカを追うだろう。ただの口約束とは思わないほうが良さそうだ。


    「信じろよ。約束は守る。ヴィヴィとファニアを見つけたら、必ずジュデッカに戻ってあんたの飼い犬になる」


    「見つけるだけじゃない。ヴィヴィもジュデッカに連れてくるんだ。ミカエルはアナスタシアがあたしから盗んだ機体だ、操縦士ともども取り返すのは当然さね」


    　皇帝の真意は、二機の熾天使セラフイム級を自分の意のままに操あやつることらしい。一度は見放したとはいえ、長らく起動実験をつづけてきた機体だ、制御の見込みがついたなら手元に置いておきたいだろう。


    　──起動が成功したとしても、おれとヴィヴィはジュデッカで飼われる……。


    　失敗したらルシフェルに心を食われ、成功しても皇帝の奴隷。どこにも希望の光はない。


    　だけど。


    　──シルフィとの約束を果たせるなら。


    　もともと、路地裏で朽ち果てておかしくない自分の命だ。シルフィに出会えたおかげで、ここまで冒険をつづけられて、大勢の仲間に出会えた。ただの貧民なのに夢のような時間を過ごせてきたんだ、これ以上はなにも望むまい。


    「わかったよ。成功したらヴィヴィをジュデッカに連れてくる。この命に懸けてな」


    　ヒルデガルダは試すようにルカの紅眼を覗のぞき込み、それからオクタヴィウヌスに告げる。


    「……聞いたとおりだよ。ルカとミズキに搭乗服を着せて、ソヴィニオンに乗せてやりな。あたしも行くよ、本当にルシフェルを制御できるならこの目で見たい」


    　オクタヴィウヌスはうやうやしく拝命し、ついてくるようルカに告げた。


    



    「これに着替えろ」


    　妙齢の下女たちが待つ控えの間に連れていかれ、オクタヴィウヌスから無む造ぞう作さに手渡されたのは、見覚えのある服だった。


    「これ、あのぴちぴちしたやつ……」


    　目の前で広げて伸ばしてみると、やはりアステルが着ていたのと同じ特殊スーツだった。光が透けるほど薄く、下着みたいに軽い。アステルとの違いは、白地ではなく黒地に銀の縁取りがあることだけ。


    「つってもサイズ合わねえよ、採寸もしてねえのに」


    「お前たち、着替えさせろ」


    　近この衛え隊長が命令すると、三名の下女が一斉にルカの黒い軍服を脱がしにかかる。


    「うわっ、おい、ちょっと待て……」


    　抵抗むなしくすべての衣服を剥はぎ取られ、無理やりに足下から搭乗服を着せられる。思ったほどきつくなく、それなりのゆとりがあって、黒の素地はするするとルカの身体を呑のんでいく。


    　両腕を通し、首まで黒に埋まったところで、下女のひとりが背中の突起をぽちりと押した。


    　しゅっ、と短い音がして、首まわりに二か所、針で刺されたような鋭い痛みが走った。


    「てっ……」


    　刺された箇所から一瞬、小さな稲妻のようなものを感じ、脊せき椎ついがぴくりと反り返ったが、それもすぐに消えた。黒い素地が肌にほとんど隙すき間まなく吸い付き、ルカの身体の起き伏ふくと曲線を露あらわにする。


    　ルカは不機嫌そうに自分の格好を姿見に映し、手足を伸ばして屈伸運動などしてみる。


    　思ったより全然動きやすい。伸縮性がないように見えたが、実際は身体の動きに合わせて微妙に伸び縮みしているようだ。ジュデッカの地にかつてあった先進文明ってのはすごいもんだな、と改めて思わされる。


    　が。


    「こんなぴちぴちしてっと、落ち着かねえなあ。不審者っぽくねーか？」


    　問いかけると、下女たちはけらけら笑った。


    「肌に直接色塗ったような服だよねえ。昔のひとは変な趣味してるよねえ」「でもあんた似合ってるよ。陛下もきっと大喜びさね」「これ羽織りなよ。ちょっとはマシになるよ」


    　手渡された自分の黒マントを羽織り、翼竜に乗るためのフックが付いた剣帯を腰に巻いた。珍妙なような気もするが、慣れてくると、そんなに悪くないかも。


    「ミズキを連れてこい。陛下の御心により、お前たちには陛下専用騎ソヴィニオンへの同乗が許可された」


    　オクタヴィウヌスへ命じられ、下女が頭を下げて部屋を出ていった。


    「専用騎？」


    「恐れ多くも、な。まんまと陛下に気に入られおって、憎々しい……」


    　近この衛え隊長は苦々しそうに言い捨てた。ほどなくして、白い搭乗服に着替えたミズキが右手に杖つえをついて部屋へ入ってきた。


    「み、見るなぁ……っ!!」


    　入ってくるなり、泣きそうな声でミズキは叫び、自みずからの胸と下腹部を手で隠す。


    　あぁ、そうだった。こいつそういえば、女だった……。明らかな胸のふくらみと腰のラインを確認し、ルカは改めてその事実を確認する。
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    「おれだってこんな悪趣味な服着たくねえ！　でも神経接続するから仕方なく着てんだ！　お、お前、おれのこと女だってバカにすんなよ！」


    　怒鳴る。侍じ女じよのひとりがなだめながらミズキへ白いマントと剣帯を手渡し、ミズキは幅の広い剣帯で下腹部を隠し、マントの前をしっかりと合わせ、ようやく杖をついて立ち上がり真っ赤な顔をそむける。


    「ぐずぐずするな。行くぞ」


    　オクタヴィウヌスに急せかされ、ルカとミズキは控えの間を出て本塔の南側のひらけた庭へと赴おもむいた。


    　赤土を均ならした広大な空間には篝かがり火びが焚たかれ、装そう鞍あんした近この衛え竜騎兵が二十四騎、整然とした輪形陣を組み上げて、その中心にきらきら輝く小山があった。


    「はっ。こいつはすげえ」


    　それが小山ではなく伏せた巨獣だとわかり、ルカは思わず笑った。


    　体長三十メートルはあろうかという巨大な白銀の翼竜が目を閉じ、うつぶせに寝そべっていた。橙だいだい色の灯ともし火びを弾き返す鱗うろこは呼吸に合わせてわずかに波打ち、黄金の照り返しがきらきらと翼竜の全身に光こう芒ぼうをまとわせる。


    「こいつが皇帝専用騎か。戦艦みたいだな」


    　背中に折りたたんだ長大な翼のちょうど真ん中あたり、野太い首の付け根に巨大な鞍くらが装着され、梯子はしごが立てかけられていた。十数名の地上員たちがロープを使って脇わき腹や首まわりに取り付き、鞍具を点検している。


    　皇帝ヒルデガルダは騎乗服に着替え、すでに鞍に乗っていた。竜が大きすぎてまたがることはできず、腰に巻いた革帯と鞍を太い鋼線で固定し、膝ひざ立ちになって両手で手た綱づなを握る体勢だった。ルカとミズキも梯子を登ってヒルデガルダの後ろに着き、地上員から手渡された鋼線を剣帯のフックに引っかけた。飛行中は鞍と連結したこの鋼線を握ってバランスを取るらしい。


    「変な服、ありがとよ」


    　ヒルデガルダの大きな背中に礼を言うと、皇帝は振り返りもせず、


    「わりと似合ってるよ。あたしほどじゃないけど」


    「あんたも着るのか、これ？」


    「たまにね。見たいかい？」


    「やめとくよ。美しすぎて死んじまいそうだ。ミズキ、足、大丈夫か？」


    「おう。なんとか……」


    　足首の折れたミズキも、膝立ちの体勢ならなんとか乗れそうだ。ルカはミズキを片手で支えるようにして、手綱代わりの鋼線を握りしめる。


    　ヒルデガルダが地上員へ手信号を投げた。それを受け、離陸担当官が手旗信号を振る。


    　二十四騎が一斉に翼を広げ、直径二百五十メートルほどの輪形陣が垂直に飛び立っていく。少し遅れてヒルデガルダが手綱を叩くと、皇帝専用騎ソヴィニオンの七メートル超の首がのっそりと持ち上がり、全幅八十メートル以上はあろうかという両翼がひらいて、ばさりと一度、大きく振られた。


    「うおっ」


    　一振りで周辺に烈風が吹き抜け、地上員たちは制帽を片手で押さえ、地に片膝をついてこらえた。思わずルカも目を見ひらく。


    　──こいつが飛ぶのか？


    　こんな巨体が飛翔するなんてあり得るのか。疑念を抱いた次の瞬間、ソヴィニオンは汽笛みたいに高らかな咆ほう吼こうをあげて、二度、三度、四度、大きくその翼を振った。


    「う、わ、わっ!?」


    　傍かたわらでミズキが悲鳴をあげてぐらつく。鋼線で鞍くらと繋つながっているものの、膝ひざ立ちで乗るには慣れが必要だ。それにミズキは負傷している。


    「ミズキ！」


    　ルカは手を差し伸べ、ミズキの腰へ腕を回し、抱き寄せる。


    「わっ！」


    　ミズキが至近距離からルカを見上げ、顔をますます真っ赤にする。なにやら柔らかいものがルカの脇わき腹に当たっている。生地が非常に薄いため、身体の弾力がほとんどそのまま伝ってくる。


    「掴つかまっとけ。放すなよ」


    「う、うん……」


    　そのとき、両翼が強く振られた。烈風が渦を巻き、周辺の霧が晴れていく。ソヴィニオンは一度体勢を沈み込ませて膂りよ力りよくを溜め込み、後ろ足で地を蹴け立たてた。


    「うわっ」


    　ぐんっ、と重い負荷が身体の前面にのしかかる。視界の先、ヒルデガルダの肩越しに高々と聳そびえたっていた本塔がぐらりと傾き、接近して大きくなり、その頂上がルカたちの顔の横を通り過ぎた。


    　ソヴィニオンの巻き起こした風が霧を払いのけ、一斉に星の光が降りおりてくる。霧のむこうに溜まっていた宝石が雪な崩だれ落ちてくるかのよう。眼下を見たなら、篝かがり火びが灯ともされた城の外郭が玩具みたいに小さくなっていた。


    　舞い落ちてくる幾千万の星彩を切り裂き、渦巻く大気の航跡を曳ひきながら、ソヴィニオンはぐんぐん高度をあげていく。


    「うわー……」「すっげー……」


    　ルカとミズキは寄り添ったまま、遠ざかっていく地上を見下ろし感嘆する。


    　高度二百メートルほどでソヴィニオンは水平飛行に転じる。外縁の二十四機もまた、黒光りする鱗うろこに星明かりを映しながら悠然と夜風を切って追つい従じゆうする。


    「竜騎兵ってすげえな。こいつらなら、エデンの戦艦とも戦えそうだな」


    　ルカの軽口に、皇帝は興味なさそうに答える。


    「艦隊相手でも戦えるさ。空を飛べるってのは強いんだよ。グレイスランドがエデンに踏まれるのは、飛べないからさ」


    　ヒルデガルダの言葉に、ルカも首肯する。


    　グレイスランドがエデンに反旗を翻ひるがえせば、たちまち飛行艦隊が飛来して、空から一方的に攻撃を加えてくるだろう。こちらは指一本反撃できず、むこうは好きなだけ殴り放題。とても戦争にはならない。しかしジュデッカには竜騎兵がいる。飛行艦隊と互角に戦える戦力があるから、ジュデッカは独立を貫けるわけだ。


    「おれらも竜騎兵が欲しいな。これがあれば、エデンとも戦える……」


    　独り言めいたルカの言葉に、ヒルデガルダは嘲ちよう笑しようを送る。


    「翼竜の調教はジュデッカの専売特許だよ。五百年以上かけて確立させた先人の英知の結晶だ、タダで教えるわけないだろ」


    「カネ払えば教えるか？　いくらだ」


    「国家予算三年分もらったって教えないね。あんたらに教えたら、ジュデッカに戦争ふっかけてくる」


    「……まあ、そうなるだろうな。壁を越える手段をグレイスランドの君主が手に入れたら、絶対にそうする……」


    「竜騎兵はジュデッカを守る盾たてさ。戦争するためじゃなく、戦争を事前に抑止するための兵へい科かさね。カネや利権と引き換えに売っちまったら、三界はたちまち地獄になる」


    　ルカはヒルデガルダの背中を見やりながら、徐々にジュデッカの思想を理解していった。


    『進歩が必要かい？』


    　先ほどのヒルデガルダの言葉が、風のなかに舞い戻る。


    「ジュデッカはあくまで進歩を拒むってわけか」


    「過度の進歩は不幸しか生まない。人間ってのは大地の恵みだけで暮らせるんだよ。それ以上を望むから殺し合いが起き、わずかな遺跡だけ残してこの世から消える」


    　はじめは夜空や地上や竜騎兵へむかっていた視線が、いまはヒルデガルダの大きな背中に吸い寄せられる。


    　この皇帝はきっと、カミーユと同等かそれ以上の理想主義者なのだろう。壁と竜騎兵で上層界の脅威をはねのけ、下層界に閉じこもることで平和を維持できると思っている。


    　分厚い壁に閉ざされた部屋で、目を閉じ、耳を塞ふさぎ、うずくまっていれば確かに無駄な血は流れないだろう。だがその状態を「平和」と呼ぶことに、ルカは違和感を覚える。


    　十二歳のとき、シルフィの願いを受けて故郷を旅立ってから、幾多の人間たちに出会い、言葉を交わして、その生きざまをこの目に刻んできた。いま、ルカが人間に対して抱いている印象は、皇帝のものと少し違う。


    　──人間は、血を流しながら理想を謳うたう。


    　革命前、ルカも仲間と共に遙はるかな理想を謳い、駆けつづけた。その情熱に巻き込まれ、幾千万の血が流れた。結果、社会は王政から共和制へ劇的に移行した。その共和制もいままた揺らぎ、新たな政体が生まれ落ちようとしている。


    　悲しいことに、人間というものは他人を犠ぎ牲せいにしながら、それでも進歩したい存在であるようだ。だがそれが人間の自然なすがたではないのか。


    　ジュデッカの平和の在あり方は、流血を厭いとうがゆえに前進までも拒んだ、奇形的な平和といえないだろうか。


    「ジュデッカが進歩を拒んでも、グレイスランドは前へ進みつづけるぜ」


    　右手に鋼線を握り、左手でしっかりミズキを抱き寄せながら、ルカは言った。


    「いまは飛べないが、そのうちやがて飛ぶ機械を手に入れるだろう。壁に守られて惰眠をむさぼってたジュデッカは、そのときおれたちに勝てると思うか？」


    　問うと、皇帝の目線が厳しく光る。


    「ますます熾天使セラフイム級が手放せなくなったね。進歩したお前たちを、竜騎兵と熾天使級で返り討ちにしてやるさ。グレイスランドが自力で機械兵を開発できるようになるのは百年後かい？　二百年、三百年かかっても、熾天使級を開発するのは無理じゃないか？」


    「……………………」


    「二機の熾天使級が本当に起動できるなら、お前たちの『進歩』を踏みにじるのは簡単だろうねえ。……あたしたちが進歩を拒むのは、遅すぎる歩みが虚むなしいからさ。その果てには絶望しかないってのに、血で血を洗い、千万の犠牲に耐えながら前進する必要がどこにある？」


    　皇帝の問いかけを、ルカは黙もつ考こうする。


    　前文明の恩恵を受け、ただ静かに暮らしたいジュデッカ。この世界にグレイスランドの論理を持ち込むことは、確かに不幸しか呼ばないのかもしれない。


    　けれど。


    「あんたの言うとおり、人間は愚かで浅ましくて、進歩なんて無意味かもしれねえ。でももっと賢く進歩していけたら。発達した兵器を制御して、だんだん減らしていく方法が考え出されて、いつかゼロになったら。もしかしたら戦争のない、みんなが豊かに暮らせる世界にできるかもしれねえ。そういう世界が実現できるなら、その過程で死んでいった人間も納得してくれるかもよ」


    「………夢物語過ぎて反へ吐どが出る。武器を捨てたその瞬間、隠し持ってたやつに斬られるだけさ。行きすぎた理想は血を呼ぶよ、革命でなにを学んだ？」


    「あんたは怠けもんの理想主義者だな。そんで民に優しい」


    　もしかするとこのひとは、ジュデッカの民を愛し過ぎて戦争ができないのではないか。民を守る盾たてだけこしらえ、他界を征服する力を持ちながら行使しない。見かけは女山賊みたいだが、中身は優しくて賢明なひとだ。そう思う。


    「美しいヒルデガルダと呼びな。理想なんか関係ないよ、お前たちのバカな戦いに巻き込まれたくないだけさ。……無駄話は終わりだ、もうすぐ着くよ、しっかり掴つかまっときな」


    　皇帝は吹きすさぶ強風へ自みずからの鼻息を添えて、前方へ向きなおった。


    　輪形陣の先頭をいくオクタヴィウヌス騎が高度を落としはじめた。ヒルデガルダが手た綱づなを引きつけると、ソヴィニオンの翼が水平方向へぴんと伸び、風切りの音が高く転調した。


    　輪形陣全体が降下旋回に入った。眼下、星明かりに照らし出される大地が斜めに傾き、回転しながら近づいてくる。竜騎兵隊の練度の高さは一糸乱れぬ編隊機動から明らかだった。地上の騎兵でもここまで気を合わせるのは難しいというのに、空を飛びながらこれだけ一定の間隔と速度を保つのは並大抵でない。


    　──やるじゃねえか、オクタヴィウヌス。


    　先頭を飛ぶ隊長騎が部下から信頼されている証あかしだ。いけすかない野郎だが、ジュデッカの切り札を統率するだけのことはある。


    　竜騎兵隊のむかう先、煌こう々こうと篝かがり火びが焚たかれた一角があり、背の高い構造物がいくつか夜闇に浮かび上がっていた。


    「……おれが暮らしてた神殿だ。一回燃えたけど、建物はそのまま残ってる……」


    　ミズキがルカにすがりつきながらそう呟つぶやいた。


    「あそこでヴィヴィとシルフィが暮らしてたんだな」


    「うん。ルシフェルがあそこにいる。いまさらだけど変な成り行きだな。お前とここに戻ってくるなんて……」


    　ミズキは昔を思い出したのか、なんだかしんみりしながら、地上に大きな円を描く篝火が接近してくるのを見つめていた。


    　輪形陣は篝火の円周の直前で浮揚して、皇帝専用騎を迎えいれる。


    　少し遅れて、ソヴィニオンは両翼をＭ字に折り曲げ、円心へと着陸した。


    　立ちこめた砂さ塵じんのなか、二十四騎もつづけて降り立ち、直立して待機していた役人や地上員が皇帝のもとへ儀式めいた足取りで近づいていく。竜騎兵が先触れしていたのだろう、神殿の域内は皇帝を迎える準備が整っていた。


    



    「……見覚えあるぜ。ミカエルと同じだ」


    　神殿のなかへ入り、聖堂においてルカは初めて熾天使セラフイム級機械兵ルシフェルと対面した。


    　中央に祭壇があり、その背後には高さ二十メートル以上の巨大な鉄扉が開け放たれて、湿った夜気が聖堂内に流れ込んできていた。


    　祭壇の右側にルシフェルは屹きつ立りつしていた。


    　ルカは喉のど仏ぼとけを晒さらして、これから乗り込む機体を見上げる。


    　おごそかな蝋ろう燭そくの光が、全長十八メートルもの巨体を照らし出していた。右手に十メートル近い長剣を握り、左手に盾たて。全体的に中世の重装騎士をそのまま巨大化したような造形だが、通常の機械兵と大きく異なるのは、ひじや膝ひざ、肩関節などの装甲の継ぎ目に垣かい間ま見える、流動する不気味な肉だ。美しい装甲の奥に隠されているこの醜い肉が、あの人間じみた滑らかな動作を可能にしているのだろう。
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    　およそ七年前、聖都カルロビバリを強襲したミカエルと、いま目の前に屹きつ立りつするルシフェルの型は全く一緒だ。違うのは装甲の塗装のみ。ミカエルはほぼ全面が白銀だったが、ルシフェルは濃紺を基調にして、装甲の縁に金の縁取りがある。


    「乗りこなせば、軍団一個分くらいは働くだろうな」


    　カルロビバリを破壊するミカエルのすがたを思い出しながら、ルカはそう呟つぶやいた。これだけの巨体があれほど速く、滑らかに動いたなら、グレイスランドの軍隊では防御も逃走も不可能だ。さらにいくら砲弾の直撃を受けようが意にも介さなかった、軽くてしなやかなこの装甲。十万人規模の軍団でも熾天使セラフイム級一機を倒すことは難しいはず。実際、この目で見たミカエルの戦いは、そのくらいに常じよう軌きを逸したものだった。


    　──こいつなら、エデン艦隊とも戦える……。


    　七年前、ミカエルは地上に散乱する建物の瓦が礫れきを掴つかみ、あろうことか投石だけでエデン艦隊を潰かい走そうさせた。エデンの無敵を象徴する飛行戦艦バルバロッサまでもが、ミカエルの投げた剣を舷側に突き立てられて大破炎上、戦闘空域を離脱したのだ。つまりルシフェルを飼いならすことができたなら、あのバルバロッサを超える力が手に入る。ヒルデガルダが前のめりになるのも当然だ。


    　機体周辺にはルシフェルの頭部にまで届く鉄骨の足場が組み立てられ、十数名の整備員たちが点検に当たっていた。その手には鉄製の工具が握られており、ジュデッカは鋳ちゆう造ぞう・加工に関してもグレイスランドの技術レベルと遜そん色しよくない段階にあることがわかった。


    　ミズキがマントをしっかり胸の前で合わせて、ルカの隣に佇たたずみ、同じ機体を見上げた。


    「おれ、こいつに乗るためにガキのころからがんばってきたんだ。グレイスランドで男のふりして機械兵乗ってたのも、こいつに乗るための修業だったし。……結局、選ばれなかったけどさ」


    　最後のひとことに、悔しさが明らかだった。かける言葉が見つからなくて、ルカは軽口でごまかす。


    「おれはお前に代わってほしいよ。制御に失敗したら植物状態になるんだろ？　どういう理屈でそういうことになるのか、いまだに全然わかんねえ」


    「……神経接続すると、なんていうか、お前とルシフェルの脳とか脊せき椎ついとか神経とかが溶け合って、ひとつになる。そのとき、お前の意識がルシフェルに侵食されると、お前が逆にルシフェルに乗っ取られる。そうならないように、おれも補助席から神経接続して、ルシフェルの意識がお前を乗っ取らないように補助するわけだ。昔、ここで訓練してたころのヴィヴィにはシルフィがいたように、いまのお前にはおれがいるってわけさ」


    「……そっか。そいつは頼もしいな。なんせおれ、初めてだし。慣れてるお前が一緒ならちっとはマシになる」


    　ルカは素直な気持ちをミズキに届けた。この正念場において、ミズキが一番近くにいてくれることが本当にありがたかった。


    　ミズキは照れたように頬ほおを染めて、うつむき、そしてきらきらした瞳を持ち上げた。


    「さっき、お前がメイン操縦士でルシフェルに乗る、って話を聞いたとき、正直ムカついたんだ。なんでおれじゃねーんだ、って。おれは人生懸けて努力してきたのに、横から出てきたお前が、いきなりのうのうとメイン席に座るって、すっげー頭に来た」


    　きらきらしたミズキの瞳が、うっすら濡れていることにルカは気づいた。


    　そうだろうな、と思う。ミズキはいま、泣きたいほど悔しい思いをこらえて言葉を紡つむいでいるのだ。


    「……でも、でもさ。ルシフェルに乗る資格って、アナスタシアがいうには、技術とか関係なくて、なんていうか、人間の中身？　内面？　そういうもんが重要らしい。ルシフェルに気に入られるくらい、すげえ立派な中身があれば乗りこなせるかもしれないって」


    「……………………」


    「お前、シルフィの願いを叶えるために、何年も旅をつづけて、革命まで起こして、貴族を追い出して、市民のための国を作って……。普通のひとよりずっとずっと、貴重な経験してきたじゃん。だからたぶんお前が自分で思うよりずっと、中身に貴重なもんがたくさん溜まってるんだよ。アナスタシアもお前のこれまでの旅路をずっと見てきたから、お前に託したんじゃないかなって……」


    　言葉を紡つむぎながら、ミズキはぐずっと一回、洟はなをすすった。悔しくて、辛つらくて、いたたまれない気持ちを懸命にこらえながら、ミズキはルカを励ましていた。


    『おんしのこれまでの旅路はすべて、ここに至るための布ふ石せきであった』


    　さっきのアナスタシアの言葉がルカの耳に舞い戻った。


    　シルフィの願いを受けて旅立ってから、十二年近くが過ぎていた。


    　大勢のひとびとに出会い、何度も死線をくぐり抜け、スラム街の貧民から救国の英雄と呼ばれ、災厄の魔王と呼ばれ、なにもかも失って……いまここで、この世界を変革するほどの力を持つ最強の機械兵に向きあっている。


    「すべてはこのときのため、ってか」


    　ルシフェルに挑むように、ルカは口角を吊つり上げてみせる。


    　ミズキはいまにもこぼれおちそうなくらい、瞳にいっぱい涙を溜め込み、ルカを見上げる。


    「……お前で良かったよ。誰かほかの全然知らないやつじゃなくて、お前がルシフェルを乗りこなすんなら、いいかな、って、いまは思ってる。お前が乗りこなすためなら、おれ、全力でサポートするし。……うん。……だから、成功させようぜ。おれたちふたりで」


    　ぽろり、ぽろり。こらえきれない涙が、ミズキの瞳からこぼれおちていた。


    　この涙は、終わってしまったミズキの夢だとルカは気づいた。


    　いま、ミズキは人生懸けて追いかけてきた自分の夢を諦あきらめて、自分が座りたかった場所をルカに託してくれている。


    　その昔、女の子扱いされて、夜ひとりで泣きながら森の腐葉土を顔に塗りたくっていたミズキのすがたを、ルカは思い出した。ミズキはルシフェルに乗るためにたったひとり、異邦の地で男装して機械兵に乗っていたのだ。それほど一生懸命追いかけた夢が、いまルカによって潰ついえようとしているのに、こんなふうに励ましてくれる。


    　言葉が見つからなかった。


    　ただ黙って、いつものように右手の拳こぶしを持ち上げた。


    　ミズキも左の拳を持ち上げて、ルカの拳にぶつけた。


    　ミズキがいま抱えている感情が小さな拳から伝わってきて、ルカの心に波紋を立てた。


    「……ルシフェルを仲間にするぞ。おれたちふたりで」


    　ルカは毅き然ぜんとそう告げた。


    「……おう。おれたちならできるさ。これまで何度も危ないとこをくぐり抜けてきたんだ、今度だって絶対大丈夫」


    　ミズキの言う通りだ。そう、今度だって絶対。


    　──お前が一緒なら、大丈夫だ。


    　ルカはそんな思いで、無理やりに猛たけ々だけしさを駆り立てて笑みへ映した。


    　と、横から白いフクロウが飛んできて、ミズキの肩に止まった。


    『準備はできたか。こちらもミカエルの起動準備が整った。これからヴィヴィとファニアを呼びに行く』


    　飛行戦艦バルバロッサでも準備できたらしい。このフクロウ、遠隔地通信にものすごく便利だとルカはつくづく感心する。


    「ファニアと直接話せないのか」


    『儂わし専用のフクロウじゃ。儂しか使えんと言うておろうが。ファニアに会いたいならルシフェルを飼いならすのじゃ、最善を尽くせ』


    「そりゃ尽くすが。だが質問くらいさせろ。ミカエルとルシフェルを同時に起動させるメリットはなんだ。そっちはグレイスランド、こっちはジュデッカ、距離も離れてるのに時間を合わせる効果がよくわからねえ」


    『細かいことを気にするな。おんしは言われた通り動けば良いのじゃ。説明すると、長くなりすぎる』


    「成功させたいから聞いてんだよ！　言っとくけど、おれ、なにもわかってねーからな!?　せめてどういう仕組みで熾天使セラフイム級が動いてるのかくらい教えろ！」


    　しばしの沈黙を経て、魔女はいかにも面倒くさそうに説明した。


    『手短に言うぞ。神経接続すると、おんしの意識はルシフェルの意識と同調し、その深部へ降りていく。そしてその深部のさらに奥には、あまねくすべての人間の意識が広大な海となってたゆたっておる』


    「…………集合的無意識ってやつか？　昔、心理学の本で読んだことがある」


    　さっきミズキの話を聞いたとき、なんとなくそのへんの理屈ではないかと思った。魔女の声が弾む。


    『おぉ、知っておるのか。ならば話が早い。いかにもそうじゃ、あまねく人間は集合的無意識を共有しており、人間とはむしろ集合的無意識という巨大な海に生じた粟あわ粒つぶに過ぎぬ、という考え方じゃな』


    　ルカは厳しい顔でフクロウにうなずきかける。本当に個々の人間の意識が互いに繋つながっているのか、検証は不可能だから真偽の判断はつきかねる。しかしいまここで集合的無意識の存在の是非を問うても仕方ない。とりあえずあるものとして話を聞こう。


    『二機の起動を同期することで、その目に見えぬ海のなかで、おんしたち四人は互いに協力できる可能性があるのじゃ。ルカ、ミズキ、ファニア、ヴィヴィ……つまりアステル。いまから七年前、儂の水晶に映し出された四人がいまこうして二機の熾天使級に搭乗しておることに、大きな意志を感じぬか？　もしかするとおんしら四人は、今日このときのために出会っていたのではないか？』


    「……………………」


    『なにより、ファニアもアステルも、ルカ、おんしとは深い関係にある。無粋じゃろうから深くは問わぬが。距離を超えて呼び合うことのできる関係じゃ。これは非常に都合が良い』


    　ルカは口をへの字に曲げる。ルカにずっとくっついて観察していたアナスタシアは、ファニアとの関係も、アステルを家族のように大切にしていたことも知っているだろう。それはいいとして。


    「関係が深けりゃ都合がいい、ってどういう理屈だよ」


    『わからぬか？　ミカエルは女の天使。ルシフェルは男の天使。創世神話において、ふたりの天使は恋人同士であったじゃろう？　ルシフェルが堕天したのちも、天使長ミカエルはルシフェルを愛しつづけた。……二機はいまも、互いに恋人の名を呼び合っておる』


    「……………………」


    『つまり、起動の鍵かぎは愛じゃよ、愛。ジュデッカとグレイスランド、遠く隔てられたおんしらの愛が世界を変えるのじゃ』


    　その言葉に、ルカは思いきり仏ぶつ頂ちよう面づらをこしらえる。


    「なるほど。愛か。雑だな」


    『バカにするでない。ここでいう愛とは肉欲にあらず、大切なものへの献身であるぞ。あまりにもありふれて、歌や舞台で使い古された言葉であるゆえ、ひとはその価値を見失っておる。が、実際のところ、愛は偉大な力を秘めておる。儂わしの魔法など足下にも及ばぬ、世界を作り変え、前進させる意志の源こそが愛なのじゃ。……なんじゃ、そのイヤそうな顔は。おんしとてウルキオラ暴動において、家族愛と故郷愛を使って民衆を扇動したじゃろうが』


    　この魔女はどうやら詩吟が好きらしい。さっきは時間がないとか言っていたくせに、いまは自分の言葉に酔うように、朗々と言葉を紡つむぎはじめた。


    『おんしのこれまでの歩みを振り返ってみよ。おんしはいつも、自分のことなど顧かえりみなかった。シルフィの願いを叶えるために、そしてファニアの願いを叶えるために、我が身を顧みずに走りつづけ、ついには世界の半分を支配した。原動力は見返りを求めぬ献身、つまり愛であろう？　自分のすべてを捨ててシルフィを愛し、ファニアを愛し、アステルを愛したからこそ、おんしはあれほど偉大な業績を成しえたのではないか？』


    　フクロウに言われて、ルカはこれまでの半生を振り返ってみる。言われてみれば、うなずけるような、うなずけないような。自分ではなんともいえない。ただ家族愛や国家愛をお題目にして兵士を死地へ赴おもむかせたことは認める。それがなければ、庶民は生命を捨てて戦ってくれない。


    『照れることはない。胸を張って堂々と愛を歌え。ルシフェルと神経接続したなら、ファニアの名を呼び、アステルの名を呼ぶのじゃ。したならきっと、目に見えぬ海でふたりに出会える。おんしはいまより愛を灯ともし火びにして集合的無意識の海を泳ぎぬけ、ファニアとアステルを捜すのじゃ。それで世界は救われる』


    　フクロウは舞台役者みたいに翼を広げ、悦に入いったように台詞せりふを紡つむぐ。


    　抽象的すぎて、ルカはよく理解できない。頭をがしがしと掻かきながら、言われたことを理解しようとしていると、ジュデッカ皇帝が歩み寄ってきた。


    「乗り込んでいいってよ。遺言があったら聞いとくけど。アナスタシア。そっちも準備できたかい？」


    『オーケーじゃ。ぐずぐずしておるとグレゴリオに勘づかれる。エデンのアホどもに横やりをいれられたくない、さっさとやるぞ、さっさと』


    　自分が長台詞を紡いでおきながら、急せかすようにフクロウは広げた翼をぱたぱたさせた。


    　ヒルデガルダの鋭い目線が、ルカとミズキに突き刺さる。


    「乗りな。時間は三分をメドにする。起動したら反転して、演習場まで歩くんだ。あの篝かがり火びのところまで辿たどり着いたら成功とする。まあ暴走しても構わないけど。あたしはソヴィニオンで逃げるだけだし」


    　うまくいけばルカをここで飼いならし、失敗してもまた計画を凍結するだけ、どっちに転ぼうが皇帝に損はない。


    　ルカはルシフェルの背後、開け放たれた鉄扉のむこうを確認する。彼方かなた、わずかに揺らめく篝火が見えた。夜なので正確な距離はつかめないが、おそらくゴールまでは二、三百メートルといったところか。


    　見上げると、ルシフェルのうなじから繭まゆ状の搭乗席が半分突き出し、整備員たちが内部を覗のぞき込んで点検していた。それを見上げてルカは勝ち気そうに笑ってみせる。


    「あれがおれの棺桶か」


    　失敗したら、心を食われる。噂うわさのヴィヴィ・レインまでもが完全に制御することは叶わなかったという熾天使セラフイム級に、ぶっつけ本番で挑まなければならない。成功の確率はかなり低いだろうが、ルカは不思議と落ち着いていた。


    　補助席のある胸部ハッチがひらき、整備長がルカとミズキへ乗り込むよう声をかけた。


    「ルカ」


    　傍かたわらから、まだ少し濡れた瞳でミズキが呼びかける。


    　ルカは不敵な笑みを刻み、ミズキの頭を片手でわしわし撫なでた。


    「頼むぜ、相棒」


    「おう。さっさと終わらせて、グレイスランドへ帰ろう」


    　ミズキもまた、いつも戦場でやっていたように、戦士の笑みをたたえてみせる。


    　──ミズキが助けてくれる。


    　──それに、ファニアとアステルも。


    　ひとりではない。心強い仲間たちが一緒だ。


    　──うまくいくさ。いままで何度も窮地をひっくり返してきたんだ。今度だって必ず。


    　ミズキと拳こぶしを打ち合わせ、ルカは鉄骨の足場に登った。


    　十メートルほど登ったところに、黒々とした搭乗席が突き出ていた。


    　足場から身を乗り出し、搭乗口の縁を片手で掴つかんで、なかを覗のぞき込む。通常の機械兵にはあるはずの計器盤や操縦桿かん、レバーの類たぐいは一切なく、ただ座席とベルトとヘルメットがあるのみ。


    　整備長に促うながされ、ルカは操縦席に座ってベルトを巻いた。とても狭くてベルトもきつい。整備員のひとりがヘルメットを持ち、ルカにかぶせた。


    「いてっ」


    　首筋にちくりと針が突き立ったような感覚が爆はぜる。同時に、着込んだ特殊スーツ全体にばちりと一瞬、静電気みたいな光が爆ぜた。仕組みがよくわからないが、ともかく機体と肉体がヘルメットを通じて繋つながったらしい。


    「なんにも見えねーぞ」


    　ヘルメットはルカの顔の上半分をすっぽり覆い、透明部が全くない。装着したルカの視界は真っ暗に閉ざされたままだ。


    「起動が成功したら、ルシフェルの視界と操縦士の視界が同調する。ルシフェルの手足もお前の意のままに動くはずだ。成功したら、の話だがな」


    　整備長の冷たい声が暗闇から降ってきて、かちりと音がし、闇がいっそう深くなった。どうやら搭乗口が閉まって、密閉されたらしい。本当に棺桶に入った気分だ。搭乗席がゆっくりと斜め下方へ動いている気がする。見えないが、機体の内部へ押し込められているのだろう。


    　通常の機械兵とは全然違う。これからなにが起こるのかなにもわからないまま、ルカはすべてを成り行きに任せる。


    　──いまさらあがいたって仕方ねーや。


    　──おら、さっさと動かせ。


    　半ばひらきなおって、そのときを待つ。


    　なにやら指示を送る整備長の掛け声が、暗闇のむこうからくぐもって聞こえた。どくん、どくん。牛の鼓動にも似た音と振動がどこからか伝ってくる。


    　ぱりっ、とまた電気的な刺激が搭乗服の表面を走り、一瞬、暗闇のなかに閃せん光こうが爆ぜた。


    「ルシフェル、発進!!」


    　誰かの掛け声が遠くからくぐもって聞こえた。


    　刹せつ那な──。


    「…………っ!?」


    　ルカの視界を覆っていた闇が、さらなる漆黒に飲み込まれた。


    　それから、座席の感覚が消えた。


    　自分の身体を固定していた狭くてきつい搭乗席そのものが消失し、ルカの身体はいきなり垂直方向へ落下をはじめる。


    「おわっ!?」


    　さすがに驚き、両手を闇へ差し伸べる。が、なにも掴つかめない。ただおのれの意志に関係なく力尽くで闇の奥深くへ持ち運ばれる感覚。


    「……っ!?」


    　まるで粘度があるような黒。


    　ルカは闇へ目を凝こらす。そして、おそらくいま、ルカと同じくこの闇のなかで戦っているであろう大切なひとたちの名を呼ぶ。


    　──ミズキ。……ファニア。……アステル。


    　──必ず、また会える。


    　彼らの名前を灯ともし火びにして、闇へ手を差し伸べた。


    　転瞬──闇が破れた。


    「!?」


    　なにかが迸ほとばしり、ルカの内側へ流れ込んでくる。


    　闇ではない。光でもない。


    　これは──生物？


    　虫よりもっと微細で、もっと冷徹に計算された意志を持つ、マイクロ単位、いやもしかするとナノ単位のなにか。


    　それが首筋に突き立った針を通じて、自分のなかへ流れ込んでくる……！


    　ゾッ、と身体の中心が凍えた。


    　死よりも酷ひどいなにかがこの先にあると直感していた。


    　自分の内側へ一方的に注がれているのがなんなのか、わからない。


    　羽虫？　蟻ありか？　だが金属片のようにも思える。生物とも機械ともつかない、ナノ単位のなにかが数億、数兆、数京けい──群れをなして、ルカの身体を構成する三十兆の細胞と細胞の連結へ浸透していく、そういう類たぐいの恐怖。


    　さらに──。


    「……っ!?」


    　視界がおかしい。


    　壊れた紙芝居を、ものすごい高速で見せられているような。いや、そんな形容では全然足りない、百万人の視点から見る映像を、いきなりルカ個人の視界へ映し出したような。


    　折り重なり、分割され、めまぐるしく入れ替わりながら──見たこともない世界の映像が、ルカの意志に関わりなく眼前に展開する。


    　目の前で花火が爆発するかのように炸裂する映像が、いや、その映像が内包するすべての情報が、わずか一瞬にして全部ルカの内側へ流れ込んでくる。


    　映像を眺めているというより、その場に存在しているかのような。


    　臨場感のありすぎる音、光、闊かつ歩ぽする人間たち、見たこともない背の高い建物、聞いたこともない音楽、恐ろしく進歩した兵器、世界そのものを破壊するような爆弾の爆発──。


    　大地が断絶する。地平線まで、果てもなく。


    　それからいきなり、その大地が隆起する。


    　天を目がけ、屹きつ立りつし──世界が三つに隔てられる。


    　そういう「体験」が数百万、数千万、数億の視点から、いちどきに折り重なり、ルカの意識へ流れ込んでくる。


    「……っ！　……っ!!　……っ!!」


    　数億の「体験」に埋め立てられ、意識が狭きよう窄さくしていく。悲鳴をあげることすらできない。


    　──数億人分の人生を、おれに流し込んでいる!!


    　いや、この情報量はそんなものではない。


    　過去から現在に至るまで、人類が現れてから現在に至るまでの人口の累るい計けい──おそらく一千億人くらいだろうか──ひとりひとりの人生の記憶をすべて一マイクロ秒に圧縮して、ルカの内側に注ぎ込んでいるような。


    　とてもひとりの人間が処理しきれる情報量ではない。そんなものを流し込まれたら、すべての神経細胞が焼き切れる。


    　──消される。


    　ルカはそう思った。


    　これまでのルシフェルの継承候補者が全員、死ぬか廃人になった理由が理解できた。


    　こんなことをされて、正気を保っていられるわけがない。


    　あまりにも敵が巨大すぎて太た刀ち打ちしようがない。これまでルカはどんなに巨大な敵にも諦あきらめずに戦いを貫いてきたが、しかしいまのこれは勝負そのものの土俵がおかしい。


    　子どもと大人の戦いなら、子どもが知恵と勇気を振り絞って勝てるかもしれない。だが、子どもと一千億人の大人とでは、勝負そのものが成り立たない。がんばれば勝てる、という範はん疇ちゆうを遙はるかに越えた、勝負を設定した人間の非常識を疑うレベルだ。


    　──おれの存在を保てない。


    　存在そのものが、消え去っていくことをルカは自覚した。


    　遠いところから、誰かの声が聞こえた。


    



    【砂が砂漠に呑のまれるように】


    【水滴が海に呑まれるように】


    【個人は、集合的無意識に呑まれる


    【それが摂理だ、ルカ・バルカ】


    



    　誰だ、てめえ。


    　そう言おうとしたルカの意識そのものが、消えた。


    　あとにはただ、ルシフェルの声だけが響いた。


    



    【消滅した】


    【二万五千三百六十三人目の犠ぎ牲せい者だ】


    【だがミカエルの元へ行きたいらしい】


    【ミカエルに恋人が乗っているのか】


    【恋人もミカエルに神経接続している】


    【ルカ。ファニア。とても強く。お互いに呼び合っている】


    【ルカの意識の残り滓かすが使える】


    　ルシフェルはルカの砕けた「意志」の欠片かけらを掴つかみ取った。「恋」という感情は、ルシフェルが持ちたくても持てない強力なエネルギーだ。


    【いま行くよ。愛いとしいミカエル】


    　ルカが搭乗してから、地上の時間においては数秒が経過したのみ。全身に取り付けられた三千の感覚センサーが、神殿内の構造、壁の材質、強度、温度、湿度、この場にいる人間の数、などなどを瞬時にして測定し、飛行に問題がないことを確認した。


    　ルシフェルは背中に収納している飛行ユニットに展開を命じた。鉤かぎ状に屈折したフレームが十六本、天使の翼さながら広がっていく。


    　コウモリの翼骨に似た炭素材のフレームには推進用マイクロロボットが十億五千万体ほど取り付けられ、青白い電磁の輝きをまとっていた。


    　ルシフェルは上方を見上げた。群れ飛ぶ天使を描いた丸天井が頭上にあった。


    　しかし離陸に問題はない、とルシフェルは判断した。


    



    「翼!?」


    　驚きよう愕がくに顔を歪ゆがませながら、ヒルデガルダはルシフェルの背中、青白い光輝をまとう両翼を注視した。虫の羽音みたいな妙な振動が伝ってきて、身体を内側から不快にする。


    　ルカが乗り込み、起動して、まだ数秒も経っていないのに。


    　これまでのどの実験よりも、ルシフェルの反応が異常だ。


    　制御に成功したのか、心を食われたのか、判断はつきかねる。


    　空間が波打つ。不気味な波動めいたものが、あの青白く輝く翼から発せられている。聞いたこともないような甲かん高だかい金属の唸うなりが、ヒルデガルダの耳を突き刺す。


    　振動が激しくなる。神殿の石造りの壁が震えはじめる。天井から塵じん芥かいがぱらぱらと降ってきて、視界が白くかすんでいく。


    「陛下、危険です、外へっ」


    　神官たちがヒルデガルダの巨体を抱え上げるようにして、ルシフェルの背後の鉄扉から外へと連れ出す。中庭では近この衛え兵たちがおのれの翼竜をすぐ近くに待機させ、開け放たれた鉄扉の内側を睨にらんでいた。


    　神殿内から迸ほとばしる青白い光が、中庭に佇たたずむ皇帝と近衛兵たちに長い影を曳ひかせていた。深夜なのに、この一帯だけが夜明け前みたいに明るい。聖堂内に残ったままのルシフェルのすがたは光の繭まゆに閉ざされ、ただ徐々に大きくなる金属の唸うなりと、明滅を開始した青白い光を見守ることしかできない。


    「あれに翼があるなんて聞いてないよ」


    　ヒルデガルダは近くにいた神官に詰問した。神官は焦りながら、


    「用途不明のフレームが背面にあることは以前から確認しておりました。しかしまさかあれが翼とは……」


    　コウモリの翼から翼膜を外して骨だけにしたような、頼りない翼だった。あんなもので飛べるとは思えないが、しかし、エデンは構造材に飛翔石を用いた船舶を空中へ飛ばしている。ルシフェルの機体にも飛翔石が使われているとしたら……。


    　ぐしゃっ。


    　ヒルデガルダの思索は、そんな鈍い音で霧散した。


    「おっ!?」


    　目線を神殿へ持ち上げた、その刹せつ那な。


    　ドーム型の神殿の頂部が、抜けた。


    　夜空へ高々と、砕けた石片が散じる。


    　つづけて真っ青に発光する飛翔体が神殿の頂部をぶち抜き、夜空へと躍り出た。


    「おお……っ!!」


    　地から天へ投げ上げた稲妻のような。


    　居合わせた全員が後ずさり、どよめきが中庭を包む。


    　ヒルデガルダの双そう眸ぼうが、青い光の内側、天使のごとき翼を持つ機械兵を睨みつける。


    「バケモノ……!!」


    　驚きと恐怖と感嘆が、その一言に詰まっていた。


    　全長十八メートルに及ぶ濃紺の機体が、全体を淡く発光させながら、夜空を斜めに上昇していた。その背中には、全長五十メートル近い青く輝く翼が広がっている。先ほどは翼膜がないように見えたが、いまはあの青白い光そのものが翼膜となって、巨体を飛翔させているのか。


    　ルシフェルの行く先から夜が追い散らされていく。


    　光は遠ざかっていく。


    　針路はジュデッカの壁。


    「グレイスランドに戻ろうってかい」


    　ルカが制御しているのか、それとも暴走なのか、まだ掴つかめない。だがこのまま黙って見み逃のがすわけにもいくまい。


    「追え、オクタヴィウヌス。壁を越えて構わない、行く先を見届けるんだ」


    「御意」


    　オクタヴィウヌス率いる近この衛え兵たちが鞍くらに飛び乗り、竜騎兵二十四騎は間かん髪はつを容いれずに飛び立ち、両翼で霧を蹴け立たてルシフェルを追う。


    「あたしも行くよ。なんだか面白くなってきたねえ」


    　神官に命じ、ヒルデガルダもきびすを返してソヴィニオンのいる発着場を目指した。にわかに慌ただしくなった域内を歩き抜けながら、皇帝の脳裏に、先ほどのアナスタシアの言葉が舞い戻る。


    『すべては「星の意志」のもとにあった。儂わしらは星の手のひらで踊らされておる。だが構わぬ、このまま踊りつづけるぞ、この先にあるものを見届けるために』


    　知らず、口角が吊つり上がる。


    　梯子はしごを使ってソヴィニオンの鞍へ登り、手た綱づなを握る。


    「飛べ、ソヴィニオン。あのバケモノを追うんだ」


    　全長三十メートルを超える白銀の翼竜が咆ほう哮こうをあげ、後ろ足で地を蹴立てた。


    　立ちこめた夜霧を蹴散らし、ルシフェルに勝るとも劣らぬ速度で夜空を上昇しながら、ジュデッカ皇帝は猛たけ々だけしく笑んだ。


    「見極めてやろうじゃないか、星の意志とやらを」


    　視界の先、発光する翼が高度を上げていく。間違いない、あのバケモノはジュデッカの壁を越え、グレイスランドへ戻るつもりだ……！

  


  
    



    



    二章　グレイスランド


    



    



    　ステファノ歴一七九六年四月三日──。


    　ルナ・シエラ共和国領コールシュタット上空、飛行戦艦バルバロッサ、第三特殊物格納庫──。


    



    　ルカ、わたしが先に見つけました。


    　あなたの生涯の尋ねびと。


    



    　心のうちでそう呟つぶやいて、旧ガルメンディア王国第一王女ファニア・ガルメンディアは目の前の少女に話しかけた。


    「……十五年前、わたしがまだ子どものころ、飛行艦艇の事故によりダス・フロレス平原に墜落したあなたを、介抱したことがあります。たった一晩だけの邂かい逅こうでした。わたしを覚えておられないのも当然かと。ですが不思議と、わたしはあなたを覚えています」


    　一拍の間を置いて、ファニアは少女の名を呼んだ。


    「また会えたことをうれしく思います、ヴィヴィ・レイン」


    　肌の起き伏ふくも露あらわな純白の特殊スーツに身を包んだヴィヴィ・レインはその無表情をファニアへ据すえ直す。彼女は先ほどまで真っ青な溶液に浸かり、いましがた目覚めて培養槽から出てきたばかり。現在の状況を完全には把握できず、わずかに戸惑っている様子も瞳の奥底に垣かい間ま見えるが、佇たたずまいは静せい謐ひつそのもの。不可視の吹雪ふぶきが周囲に吹き荒れているかのように、静けさに圧迫感がある。まだ少し濡れた金色の髪、淡く発光する翡ひ翠すい色の瞳、朝の雪原のような肌。異なる次元からこの世界へ迷い込んだかのごとく、薄暗い格納庫のなかでヴィヴィの輪りん郭かくだけが青白く浮き立つ。


    　氷結した稲妻。


    　ヴィヴィのありようを、ファニアは心中でそんなふうに喩たとえてみた。


    　飛行戦艦バルバロッサのソーマエンジンの轟とどろきが、ファニアの足下から伝ってくる。敗残のルナ・シエラ連合軍を追い、敵地への侵攻を開始したリヴァノヴァ帝国軍の直上を現在飛行しているところだ。


    　追い詰められたルカはどうしているだろう。いまごろ首都ラランディアへ敗走をつづけているはずだが。彼の無事を祈りながら、ファニアは目の前の少女に意識を集める。


    　かつての記憶を探すようにわずかに眉み間けんに皺しわを溜めて、ヴィヴィは言葉を紡つむいだ。


    「……長い夢を見ておったらしい」


    　ファニアの背後の壁に語りかけるかのように無機質な口調。


    「……？」


    「これが我が肉体なのかすら、わたしには判別がつきかねる」


    　そう言ってヴィヴィは自分の両手のひらをしげしげと眺めた。ファニアの代わりに、今度は黒衣に身を包んだ魔女アナスタシアが問いかけた。


    「どのような夢じゃった？」


    　ヴィヴィの頬ほおがぴくりと動き、わずかに発光する翡ひ翠すいの瞳が持ち上がる。


    「……それを問う前に、おんしの話が先であろうよ、アナスタシア。これはどういうことか説明してもらおう。なぜわたしの肉体は成長している」


    　言葉の節に逐一嫌悪を嵌はめ込みながら、ヴィヴィの言葉が鋭くなる。ひひひ、と魔女は薄笑いで詰問に答える。


    「……まず儂わしに礼をいうべきじゃよ、ヴィヴィ。なんせおんしを目覚めさせるために、この儂がエデンに頭を下げたのじゃからな。……最後の記憶はあるかい？」


    　ヴィヴィは再び、自みずからの内側を探るかのように眉み間けんをこわばらせる。しかし問いの答えは返らない。アナスタシアが促うながす。


    「……立ち話で済ますものでもない。それにできればまだおんしをほかのものに会わせたくもない。殿下も交えて三人だけでゆっくり話せる場所へ行きたいが、さて、儂の部屋には研究者や船員の巡回も入っておるし……」


    　ファニアが進み出た。


    「……よろしければわたしの部屋で。侍じ女じよなどもおりませんし」


    　魔女の顔の下半分がわずかに綻ほころび、ファニアに礼を述べた。ヴィヴィもうなずき、ふと自みずからの出いで立ちを見下ろす。


    　そして、片手で自分の胸を軽く押さえる。


    「……わたしは、いつの間に育ったのだ？」


    「すべて話す。船員に見つかると厄やつ介かいじゃ、これを羽織るが良い」


    　アナスタシアは格納庫の隅から黒のローブを持ち出してヴィヴィに手渡す。フードで顔をすっぽり隠せばアナスタシアの助手と見分けがつかない。


    「さて行くぞ」


    「……足がうまく動かぬ」


    「動くだけマシじゃ。培養槽に感謝するが良い。普通であれば直立することもかなわぬ」


    　三人は格納庫を出て、狭い通路をくぐり抜け、ファニアの自室へむかった。


    



    　着替えたい。


    　ヴィヴィの要望を受けて、ファニアは自室のウォークインクローゼットへ招いた。たちまち百を超えるきらびやかな衣い裳しようたちがヴィヴィの目を射る。半分以上はドレスだが、エデンの衣服とおぼしい珍妙なものも紛まぎれている。


    「貴殿の趣味か？」


    　丈の短いスカートを手にとって、ヴィヴィは問う。


    「……この艦隊の司令官であるグレゴリオ公が用意したものです。わたしの趣味ではありません」


    　やや決まり悪そうにファニアは答える。エデンの衣服というものは胸元や肩口がひらいていたり、身体の曲線をことさら強調したり、スカートの丈が短すぎたり、全体的に扇情的な傾向があるらしい。もしかすると単にグレゴリオの趣味かもしれないが。


    　ふむ、とヴィヴィは鼻先で応こたえ、クローゼットを改めて見渡し、一番近くにあったものを手にする。


    「衣服など興味もない。楽な格好ならなんでもいい」


    「あいにく侍じ女じよがおりません。手伝いましょう」


    「自分でできる。たいそうな衣い裳しようではない」


    　ヴィヴィはぞんざいに、真っ白な特殊スーツの背後へ両手を回した。しゅうっ、と気体が漏れる音がして、肌に吸い付いていたスーツが膨らみ、そのままするりとヴィヴィの足下へ落ちて、真っ白な裸体が露あらわになる。


    　下着もつけずにスカートを穿はこうとするヴィヴィに、ファニアが声をかけた。


    「あの、そのままでは少し……」


    　慌ててファニアは隅のケースから下着を取り出して申し出た。ヴィヴィは怪け訝げんそうだったが、おとなしくファニアのあてがうものを身につけた。


    



    「ふむ。けったいな格好だ。エデン人の趣味とはこういうものか」


    　着替えを終えて、ヴィヴィは自みずからのすがたを姿見に映しながらスカートの裾を片手でつまみ、首を傾かしげた。


    　胸元にリボンをあしらった白いブラウスに赤いブレザーを羽織り、黒のスカートと黒のソックス、黒の革靴を合わせている。
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    「変か？」


    　問いかけられて、ファニアもヴィヴィの爪つま先さきから頭まで改めて眺め渡す。


    　やはりスカートの丈が短すぎるのが気になる。太ふと股ももが露わに出てしまっているので、この格好でグレイスランドを歩けば確実に目立つ。


    「グレイスランドではあまり見かけない出いで立ちではあります」


    　ファニアは遠回しに変であることを告げる。その傍かたわらでアナスタシアがにやりと笑い、


    「おそらくグレゴリオの趣味じゃな。きっとファニア殿下にこういう格好をして欲しかったのじゃろう」


    「わ、わたしは特に関係は……」


    「いまさらなにを。グレゴリオが殿下にご執心であることなど、いまやエデン特区の人間なら全員知っておる」


    　ファニアは薄く頬ほおを染めてうつむく。ひとしきり姿見を見てから、ヴィヴィは目線をファニアへ戻し、


    「動きやすい。これで良い。ここはエデンの治外法権であろう、エデン人の格好をしてなにが悪い。いっそ貴殿もこれに着替えてみてはどうじゃ」


    「なぜわたしが！」


    「エデン艦隊司令が望むなら好都合ではないか。取り入って損はあるまい。うまく手なずけたなら、手のひらで転がせるかもしれぬ」


    　ヴィヴィは意地悪そうなものを表情の奥にたたえた。ここまでずっと無表情だった彼女がようやく示した感情だった。ファニアは後ずさりしながら拒絶する。


    「……いえ、わたしはあまり、そういう衣い裳しようを身につけたことが……」


    「硬いことを言うな。ひとときの戯たわむれだ。仲良く同じ衣裳を身につけて、魔女の長話に付き合ってくれ」


    　アナスタシアが驚き、


    「これは珍しい。殿下はヴィヴィに気に入られましたぞ。滅多にないことじゃ、さあさあどうぞ、お着替えなされ。ここは女だけ、気楽なお遊びということで、さあさあ」


    　ふたりに囲まれ、急せかされて、抵抗も虚むなしくファニアはヴィヴィに手をひかれ、クローゼットへ連れ込まれた。


    



    「こ、これは無防備な……」


    　強制的にヴィヴィと同じ赤いブレザーとブラウス、短いスカートを穿はかされて、ファニアは姿見を前にして絶句していた。


    「エデンの女性は日常的にこういう格好をしているのですか？」


    　アナスタシアに問うと、フードから覗のぞく魔女の顔の下半分が笑みをたたえた。


    「学校に通う女子生徒の制服ですな。エデンではよく見かけるすがたではあります」


    「このような衣服を……学生が……」


    　半身をひねり、姿見に映った背から腰へつづく自分のラインを肩越しに見つめながら、ファニアはぽつりと呟つぶやいた。やはりエデンには謎が多すぎる。


    「さて……。では聞こうかアナスタシア。これまでに起きたこと、これから我らが為なすべきことを」


    　ヴィヴィが口調を変え、ひじ掛け椅い子すに腰を下ろして頬ほお杖づえをつき、長い足を組んだ。ファニアも下着が見えないようにスカートの前を両手で押さえ、ベッドの縁に腰を下ろす。


    　アナスタシアは弁士のように直立したまま、室内なのにフードを外すこともなく、口元だけで笑みをかたどる。


    「ここまで長い道のりじゃったよ。おんしにとっても長かったじゃろうがの。ここに来る過程で儂わしが確信したことは、我らが『星の意志』に従っておるということじゃ。エデンもジュデッカも、ジェミニやルカやグレゴリオも、ファニア殿下も、そしてヴィヴィ、おんしも。敵味方を問わず、いま三界を舞台に争っておる権力者たち全員が、『星の意志』という巨大な運命に導かれておる。そうでなければ説明のつかぬ偶然が多すぎるのじゃ」


    　ヴィヴィが鼻を鳴らし、


    「詩吟に興味はない。手短に要点だけ伝えよ」


    「そう言うでない。振り返ってみると改めて、不思議な話であるのだ。いまここにおんしとファニア殿下が居合わせている偶然も、きっとなにか意味があるのじゃろうよ……」


    　そう前置きしてアナスタシアはファニアにも内容がわかるように、今日ここに至るまでの過程を話した。


    　ジュデッカで熾天使セラフイム級機械兵の起動実験を行っていたこと。宮廷の権力闘争に巻き込まれ、エデンの飛行艦艇の力を借りてジュデッカから逃走したが、翼竜の攻撃に阻はばまれてミカエルを載せた一隻せきはグレイスランドに墜落、ルシフェルを載せたもう一隻はジュデッカへ戻ったこと。


    　シルフィは飛行艇から落下し、ルカという少年に救出されたが、三年後に亡くなったこと。そしてヴィヴィとミカエル、アナスタシアはエデンに辿たどり着き。


    「亡命者となった儂わしらを受け入れたのは、熾天使セラフイム級機械兵に興味を抱いたエデン評議会じゃった。ミカエルの起動実験に必要なカネと施設、人員もすべて、評議会の下部組織が手配した。儂とヴィヴィ、それにジュデッカから連れてきた研究者や助手たちはエデンの地に住まい、起動実験に必要な環境が整うのを待った……」


    　ファニアの瞳がわずかに揺らいだ。このふたりはエデンに住んでいたのか。


    　エデンの地とはいったいどんなところなのか。


    　アナスタシアの言葉を聞きながら、ファニアは質問したい気持ちをこらえた。話が終わったあとに改めて尋ねれば良いだろう。


    　アナスタシアは訥とつ々とつと物語る。


    　必要な設備が整い、研究者、整備兵、主計員などの人員も集まって、ミカエルの起動実験が可能となったのは亡命から一年半が経ったステファノ歴一七八三年一月のことだった。


    　当時十歳だったヴィヴィはサブ操縦士を欠いたままひとりでミカエルに乗り込み──実験は失敗した。


    「ミカエルは暴走した。新築の格納庫も司令塔も整備場も燃料庫も宿舎までも、近辺の構造物はすべて破壊された。もしもシルフィが乗っていたなら止めることはできたかもしれぬが、あとの祭りじゃった。ミカエルの暴走は十分間を超え、そして……儂らは恐ろしいものを見た」


    　アナスタシアは言葉を句切り、ヴィヴィを見やった。


    「……おんしは、このときの記憶はあるのか？」


    　問われて、ヴィヴィは翡ひ翠すい色の瞳をうっすらと発光させる。


    「……覚えておる。ミカエルの深淵に堕おちるまでの出来事も、堕ちたあとのことも……」


    　虚こ空くうに目線をさまよわせ、ヴィヴィは言った。


    「ミカエルから翼が生えた」


    　アナスタシアは重くうなずき、言葉をつづける。


    「……以前からミカエルの背中には用途のわからぬフレームが折り畳まれていた。もしや翼ではないか、という話は整備士からも聞いたことがあったが、おそらくは遺跡で眠る間に失われた機能だろうと思っておった。が、その日突然、失われたはずの飛行ユニットが機能したのじゃ。……コウモリの翼手に似た、屈折したメインフレームが背中から左右に突きだし、その下方に指骨のようなフレームが複数生えておった。皮膜のようなものは見受けられなかったが、どういう原理なのか、そのフレームが発光をはじめ、光そのものが翼膜となって……ミカエルは飛んだ」


    　そのときの衝撃を思い出したのだろう。魔女の唇がかすかにわなないている。


    　ファニアの想像力は、ふたりの会話に追いつけない。


    　七年前、いきなり飛行戦艦バルバロッサから投下され、聖都カルロビバリを破壊したミカエルのすがたは、ファニアの記憶のうちにもいまだ刻み込まれている。建物の密集した住民居住区が燃え上がるさなか、膝ひざ下まで炎に埋めながら悠然と歩む異い形ぎようの機械兵──全高十八メートルに及ぶあの巨体が、飛ぶ？


    「儂わしも長く生きて、この世界の驚異はそれなりに見てきたつもりじゃが……いまだかつてあれほど美しく、かつ禍まが々まがしいものを見たことがない。右手に剣、左手に盾たてを備えたまま、ミカエルはその不可解な飛行装置に吊つり上げられるようにして、地から足を離れさせおった」


    　アナスタシアの声が、わずかにひび割れていた。魔女がおののくくらいだから、その場に居合わせた人間はきっと大恐慌に陥おちいったことだろう。


    「エデンが破壊される、と誰もが思うた。このようなバケモノを止めるには飛行艦隊でも呼ばねば手が付けられぬ。ミカエルは高度十五メートルほどで上昇をやめ、ゆっくりと向きを変えて、近隣の都市部へと剣けん尖せんをむけた。こやつが都市に降り立ったなら、無む辜このエデン市民が大勢犠ぎ牲せいとなろう。その場に居合わせた全員が絶望と恐怖で立ちすくんだ次の瞬間……ミカエルの手から剣が落ち、盾が落ち、そして……翼がいきなり、背面へ収納された」


    　ヴィヴィは黙ってアナスタシアの話を聞いていた。表情は変わらないが、そのときのことを思い出しているのか、瞳の色は厳しかった。


    「ミカエルは墜落した。地響きがあがり砂すな埃ぼこりが立ちこめ、我らは慌てて機体へ駆け寄り、埋め込み式の操縦席を引きずり出して、ヴィヴィを抱きかかえた。名前を呼んでも、頬ほおを叩いても、ヴィヴィは返事をしなかった。……儂はヴィヴィが身を挺ていしてミカエルを止めたのだといまでも思っておるが……どうかね」


    　問われたヴィヴィの眉み間けんが、やや強こわばる。


    「暴走させた以上、身を挺すもなにもあるまいよ。……わたしはただミカエルに敗れ、わたしの意識そのものを食われた。ミカエルが止まったのはやつが満足したからだ。それ以上でも以下でもない。……わたしはいまだ、ミカエルを完全に制御できたことはない」


    　無機質な声の狭はざ間まに、ヴィヴィの悔しさがにじんでいた。アナスタシアが言葉を引き継ぐ。


    「ヴィヴィの昏こん睡すいはつづき、目を覚ます兆候はなく、儂らは途方に暮れた。はるばるエデンまで訪れながら、これで起動実験を終えるわけにはいかぬ。新たな継承候補者の選定をはじめると同時に、儂はヴィヴィを再生する方法を模索した。そして生まれたのが、人造人間アステル・エアハートじゃ」


    　アナスタシアの説明では、エデンには人間の複製を作り上げる科学が存在するそうだ。アナスタシアたちが『人造人間』と呼んでいたものを、エデンの科学者たちは『クローン』と呼んでいた。


    　科学者は眠りつづけるヴィヴィの髪の細胞から「胚はい性せい幹細胞」なるものを生産し、これにペトリ皿の上で操作を加え、新たな人間の胚を産み落とした。さらにエデンの科学者たちはこの胚へ、「遺伝子ドーピング」と呼ばれる操作を加えた。


    「クローンの生産にはカネと時間がかかる。せっかく一体造るのならば、エデンの科学者たちは遺伝子ドーピングという新技術をこの個体で試してみたかったのじゃ」


    　だが、そうしてヴィヴィの肉体の複製はできあがっても、内面が以前と同じなら失敗を繰り返すだけだ。実験を前に進めるために、アナスタシアは思案した。


    「儂わしはこのクローンへヴィヴィの『意識』を移し替え、全く異なる個人として再生させることを考えた。ヴィヴィがミカエルに心を食われた理由は、儂から見ればひとえに、ヴィヴィの内面の未熟さに原因がある」


    　その言葉にヴィヴィの長いまつげがぴくりと反応する。


    「……未熟さとは？」


    　アナスタシアは再び、忍び笑いを返す。


    「言葉で伝えてわかるものなら苦労せぬ。聞いたからとて消えてなくなるものでもない。おのれの内面の未熟におのれで気づき、改め、成長する。あまねく人間のありふれた営みじゃ、おんしも同じことをせねばならぬ」


    　ヴィヴィの瞳がさらに冷たく発光する。


    「……詩吟に興味はないと言った。わたしに問題があるというのなら、その問題を示せ。そうでなくては改善などできぬ」


    「数学の試験問題ではないのじゃよ、ヴィヴィ。おんしの心の在あり方の問題じゃ。おんしの性格から考えて、他人に言われて直るものでもない。せっかくクローンへ意識を移し替えるのじゃから、儂はこの機会に、おんしが後天的に得たものをすべて剥はぎ取ってしまいたかった。まっさらな赤子となって、この世界の生をやり直す絶好のチャンスじゃと思うたのだ」


    　ヴィヴィはしばらく考えてから、問う。


    「……記憶を抜いて移し替えたのだな？　クローンに宿っているのはわたしの意識だが、自分がヴィヴィ・レインであることを忘れている……」


    　くくく、とアナスタシアは愉快そうに笑う。


    「いかにも。言うなればアステルとは、ヴィヴィ・レインとして生まれ落ちる前の、最も純粋なおんしの魂そのもの。おんしから余計なものを剥ぎ取った、最も純粋なおんし自身、おんしの魂の中核のような存在なのだ」


    　ヴィヴィは気に入らなそうに唇を噛かむ。


    「……その状態であれば、ミカエルを制御できると踏んだわけか？　わたしが生まれてこのかた学んだもの、積み上げた研けん鑽さんは余計なものであったと？」


    「むくれるな。ミカエル起動のためには、おんしひとりに頼らない試みが必要であった」


    「ミカエルを制御するためにわたしの意識を玩具にしただけではないか。わたしの意識がアステルに封じられたまま戻らずとも、貴様は構わなかったわけだ」


    「阿呆。さすがに儂もそこまで鬼ではないわい。アステルの寿命を七年に制限したのは、起動に成功しようともおんしの肉体に意識を戻すためぞ。ここまで来るのにそれなりの手間暇をかけておるのじゃ、ちっとは感謝するが良い」


    「ふん……」


    　培養槽のなかでヴィヴィの肉体の複製が完成したのは、ヴィヴィが植物状態に陥おちいってからおよそ六年が経った、一七八九年四月三日だった。


    　アナスタシアは眠りつづけるヴィヴィの肉体から意識を取り出し、記憶をすべて抜き取ってから青い浮遊体へ閉じ込め、完成したアステルの肉体へ移し替えた。ちょうどそのとき地上ではファニアが総司令官となって第七次テラノーラ戦役が開始され、アステルとアナスタシアの乗った飛行戦艦バルバロッサはその直上を遊覧飛行していた。


    　九日未明、アステルはミカエルに乗り込み、バルバロッサから聖都カルロビバリに降り立った。ミカエルの振るった剣はファニアが宿泊していた宮殿を破壊し、ファニアは瓦が礫れきのなかからルカとミズキに助け出されることになる。


    「じゃがアステルもまたミカエルを暴走させ、搭乗席ごと機外へと射出された。儂わしらが乗っていたバルバロッサはミカエルの投げつけた剣が艦体に突き刺さり、射出の様子を視認するどころではなかった。サブ操縦士ロロ・ロッソの操縦によってミカエルを回収したとき初めて、アステルがいなくなっておることに気づいたのじゃ」


    　翌朝から捜索が開始されたが、アステルは聖都カルロビバリのどこにもいなかった。アナスタシアは白いフクロウを複数放って近郊の町や村を捜索し、そのうちの一羽が十一日深夜、国境の街カルナタカの宿屋でアステルを発見する。


    「フクロウの持ち帰った映像を見て驚いたよ。アステルが一緒にいるのは、王女ファニアとルシフェルのサブ操縦士ミズキ、それにシルフィが三年間を共に過ごした少年、ルカ・バルカであったからの。こんな偶然があり得るのかと大いに驚いた。すぐにアステルを回収することは可能であったが、儂はこのままアステルを泳がせることに決めた。この偶然にはなにか大きな意味があると直感したのじゃ。『星の意志』と呼ぶべきなにかの存在に気づいたのは、そのときじゃった」


    　それからアナスタシアはフクロウを使ってアステルの行方ゆくえを追いながら、同時にルカの監視も行った。シルフィがグレイスランドでルカと暮らしていたことは、アナスタシアは早い段階で察知していた。


    　いきなりヴィヴィが話を遮さえぎり、詰問した。


    「居場所がスラムの倉庫だとわかっていたなら、なぜシルフィを回収しなかった。エデンに連れてきていれば、むざむざ死ぬこともなかったであろうに」


    「もちろん儂は使者を送り、シルフィをエデンへ連れていこうとした。だがシルフィ本人に断られたのじゃよ。ルカが出かけた隙すきに、粗末な倉庫で暮らしていたシルフィに使者が接触したが、シルフィは頑かたくなに同行を断った。『このままでいい』『この出会いには意味がある』『わたしの役目はルカを導くことだった』。そんなような言葉を並べたのち……シルフィは使者へこう告げた」


    　一拍の間を置いて、アナスタシアは低く告げる。


    



    「ルカがトリガーを引く」


    



    　刹せつ那な、ヴィヴィの瞳が強く光る。


    「なんだと？」


    　アナスタシアもまた、いつもの揶や揄ゆするような語調ではない。これまでで最も真剣みを帯びた低い声こわ音ねで、


    「強い確信と共に、そう言うたらしい」


    　ヴィヴィはしばらく黙もつ考こうしたのち、凍いてついた瞳をさらに硬くする。


    「ルカとは何者だ」


    「……ただの貧民じゃった。親もおらず、家も持たず、道ばたのゴミを拾って生活しておる、字も読めぬ子どもに過ぎんかった」


    　無表情なヴィヴィの口が、呆あきれたようにひらいた。


    「……字も読めぬ貧民？　貧民がワールド・トリガーを引くと？」


    「……正直、そのときは儂わしもシルフィの正気を疑った。しかし……シルフィは自分の見た未来を頑かたくなに信じておった。『ルカには大きな使命がある』『わたしの役目は、最さい期ごまでルカのそばにいること』……。シルフィの決心を覆くつがえすことは、ついにできなんだ」


    「結果、路上で凍死したと？　……馬鹿げた話だ！　シルフィを殺したのは、そのルカという貧民ではないか！」


    　妹の死因を知り、ヴィヴィは激昂していた。アナスタシアは静かに諭す。


    「……聞け。……儂もそのときは意味がわからなかったが、ルカはそののち、旅に出た。そしてわずか十二年にして、グレイスランドの半分を支配する『災厄の魔王』となりおった。信じられぬ話ではあるが……その顛てん末まつにはついてはファニア殿下が儂より詳しい。あとでゆっくり話を聞くが良い。ともかく……シルフィの見立ては間違っておらんかった。そして……ただの貧民を災厄の魔王にまでのしあげた原動力は、シルフィが最期にルカに託した願いじゃった。この願いを叶えるためだけにルカは走りつづけ、ついにはリヴァノヴァと肩を並べる大国ルナ・シエラ共和国の支配者となったのじゃ」


    　もったいをつけるようなアナスタシアの物言いに、ヴィヴィは苛立たしげに問いを重ねた。


    「願いとは」


    「わからぬか」


    「見当もつかぬわ」


    「……おんしじゃよ。シルフィはルカにヴィヴィ・レインを見つけるよう願いを託し、息を引き取った。ルカが大国の独裁者となったのは自みずからの野望のためではない。おんしを見つけるために東奔西走した結果、いつの間にかそうなっておったのだ」


    　ひといきに告げられ、部屋に沈黙が垂れ込め、ヴィヴィの口が再びひらきっぱなしとなって、ようやく口の端はから言葉が漏れる。


    「……わたしを見つけるため？　その貧民がわたしと会って、なんの意味が？」


    「……おそらく……シルフィは、ルカとおんしがトリガーを引く未来を夢で見ておるのだ。だからこそ、ルカにヴィヴィを見つけるよう頼んだ」


    　ヴィヴィはゆっくりと口を閉じ、再びひじ掛け椅い子すに腰を下ろして、すらりとしたむき出しの足を組み直す。


    　それから不意に顔をあげ、問いかけた。


    「……なんだこれは」


    「ぬ？」


    　ヴィヴィは左右へ目を送ってから、不機嫌そうに、


    「……歌が聞こえる」


    「……え？」


    「これは……誰か……廊下で歌っておるのか？」


    　ヴィヴィの目線が歌い手を探すように入り口の扉へむかうが、ほかのふたりにはなにも聞こえない。


    「……どのような歌ですか？」


    　ファニアが問うと、ヴィヴィはメロディを紡つむぐためか少しだけ口をひらき、思い直してすぐに閉じた。


    「……歌など歌う趣味はない。……消えていく……」


    　おのれの内面を探るように目線だけを横へ流し、やがて壁を見つめながら、


    「……消えた。……幻聴か」


    　アナスタシアが面白そうに、


    「……アステルの意識の残ざん滓しじゃろう。歌が上う手まい子じゃった。ヴィヴィは目覚めたばかりじゃから、少々、アステルの影響があるようじゃ」


    「……いまのは……アステルとやらの声であると？」


    「時間と共に収まるじゃろうよ。アステルが生きた七年間の記憶は、おんしには移し替えておらぬからの。アステルからおんしへ移したのはあくまで、七年間の冒険で得た『感情』のみ。アステルの記憶までもおんしへ移してしまうと、どこまでが自分の記憶でどこまでが他人の記憶なのか判断がつかなくなり、自我が崩壊する危険があるのじゃ。……簡単にいえばおんしは培養槽で眠っている間、アステルとなってルカと共にグレイスランドを旅し、そこで得た心の強さやしなやかさ、体験した感情だけをいまここに持ち帰っておる。記憶はなくともアステルの経験はおんしの内側に根付き、おんしの成長となっておるよ」


    　アナスタシアの言葉を、ヴィヴィは気に入らなそうに受け止めて、


    「……自分のうちに自分の知らぬ誰かがおるというのは不愉快だ。取り除け」


    「いずれ止まると言うておろう。それに厳密には、歌っているのはおんし自身ぞ。さっきも言うたようにアステルとは、おんしの本来的な人格なのじゃからな」


    　ヴィヴィは鼻を鳴らし、そっぽをむいた。なにやら苛立たしげに、投げ出した爪つま先さきを上下させてから、ファニアへ向きなおる。


    「……アステルとルカの関係は？」


    「……わたしの知る限り、兄妹のような関係であったと……」


    　答えを受け、ヴィヴィは再び気に入らなそうに目線を外し、壁を睨にらむ。


    「……親密さが気になるのですか？」


    　ファニアが逆に問うが、ヴィヴィはわずかに顔をしかめ、返事を飲み込む。アナスタシアが薄笑いと共に言葉を添えた。


    「ルカは家族のようにアステルを大切にしておったが、恋人ではないよ。ずっとルカを監視しておった儂わしが言うておるのだ、安心せい」


    「……ならば良い。自覚がないとはいえ、わたしの分身が顔も知らぬ男にどうこうされたかと思うと寝付きが悪くなる」


    「しかし何度も言うがアステルはおんしの半身、アステルの望んだことはおんしの望んだことでもある。おんしの意識の底には、七年もの年月ルカのために戦った経験が横たわり、おんしに変化をもたらしておる。その経験が、ミカエルを使役する際、おんしに有効に働くであろう。でなければ手間暇かけた意味がないからの」


    　その言葉をヴィヴィは鼻先ではねのける。


    「変化？　自覚もないが」


    「儂にはだいぶ変わったように見受けられるがの。自覚がないなら成功じゃ」


    「……お前の戯ざれごとは聞き飽きた。どこがどう変わった、はっきり言え」


    「感情を表現できておる」


    「なに？」


    「以前のおんしは氷像のように立っておるだけで人前で喋しやべることさえろくになく、怒り、笑うことなどまず考えられんかった。それがいま、この短い時間だけでおんしは怒り、戸惑い、悲しみ、さらには殿下をからかうような笑みさえもたたえた。明らかに感情の表出が豊かになっておる。……自分ではどう思うかね、以前、おんしの内側にこれほど豊かな感情があったか？」


    　問われて、ヴィヴィは口をへの字に曲げて黙り込んだ。ファニアもまた、初めて会ったヴィヴィのことを思い出してみる。言われてみれば、九歳の子どもにしてはあまりにも落ち着いていて、感情というものが感じられなかった。いまのヴィヴィのほうが、あのときより遙はるかに人間らしい息づかいを備えている。


    「アステルがおんしにもたらした成長じゃよ。おんしは眠りながらアステル・エアハートとして七年間の人生を送り、心の成長を遂げて本来あるべき場所へ戻ってきたのじゃ」


    　アナスタシアの言葉を、ヴィヴィは首を左右に振って払い落とす。


    「くだらぬ。……過程を伴わぬ精神的成長など、なんの意味がある」


    「ふふ。儂わしはうれしいがの。おんしとこのように会話することも、以前はあまりなかったことじゃし。……ぬ？」


    　不意に扉がノックされ、黒いローブに身を包んだ見習い魔女、つまりアナスタシアの助手が顔を覗のぞかせ、小声でなにやらアナスタシアに告げた。


    　にいっ、とアナスタシアの口元が笑む。


    「やはり動きがあったぞ、ヴィヴィ。ジュデッカが面白いことになっておる。今こ宵よいは長くなりそうじゃ」


    「動きとは」


    「ルシフェルの継承候補者がジュデッカ皇帝と会うようじゃ」


    　ヴィヴィの片方の眉まゆが、気に入らなそうにぴくりと反応した。


    「ルシフェルの継承候補だと？　誰だ。わたしが眠っている間に現れたのか」


    「本人も自分が候補者とは知らぬがの。シルフィの目利きは本物であったようじゃ。……しばしここで待て。儂のフクロウをヒルデガルダの部屋へ潜もぐり込ませる。……殿下も関わりのある話です。しばらくこの部屋で、ヴィヴィとお待ちを」


    「……わたしが？　ジュデッカに知り合いはおりませんが」


    「……ルカがジュデッカに堕おち、これから皇帝に謁えつ見けんするそうです」


    　ファニアの目が見ひらかれる。


    「ルカがジュデッカに!?　彼は無事ですか!?」


    「ミズキが導いたようですな。急ぎますゆえ、詳しくはのちほど。それでは」


    　ご機嫌なアナスタシアは勝手に話を打ち切ると、いそいそと部屋を出ていった。


    　ヴィヴィとファニアはふたりきりで部屋に取り残され、顔を見合わせる。


    「……なにがどうなっている？」


    「……わかりません。……ですが……ルカが生きているのなら……」


    　ファニアの表情に安あん堵どが差した。現在、この飛行戦艦の直下では、ジェミニとの決戦に敗れたルナ・シエラ連合軍が共和国首都ラランディアを目指して撤退している。ルカがどうなったのかずっと案じていたが、魔女の言葉が本当なら、なぜかジュデッカにいるらしい。


    「ふむ……」


    　ヴィヴィはひじ掛け椅い子すの背もたれに上体を預け、天井を見つめた。


    　しばらく考え、ヴィヴィはファニアに目線を送った。


    「……ファニア。……そう呼んで構わぬか」


    　ファニアは口元に笑みをたたえ、


    「はい。ヴィヴィと呼んでも？」


    「構わぬ。その……ルカとはどういう人間なのか、教えて欲しい。……シルフィが願いを託したということは、卓越した能力なり才能なりがあったのか？」


    「ルカ、ですか？　それは……」


    　ファニアは思いを巡らし、ヴィヴィにどう伝えるべきか考えをまとめた。そして慎重に、問いへ答える。


    「わたしがルカと交流を持ったのは、いまからおよそ七年前、彼が十七歳のころです。当時から学識は貴族の子弟よりも遙はるかに秀でていました。家庭教師がいたわけでもなく、独学であの域へ達するには相当の努力を要したはずです。……わたしが出会ったとき彼は一介の二等兵であり、近この衛え連隊長の不興を買い、敵軍へ身柄を譲渡される寸前でした」


    　ファニアは懐かしく、ルカと初めて会ったときのことを思い出す。もしもあのとき自分がルカの学識を評価し、近衛兵として転属させなかったなら、そののちのグレイスランドの歴史は大きく異なったものになっていただろう。そしてファニア自身の運命も。


    　──星の意志。


    　アナスタシアの言葉が、ファニアの脳裏によぎった。あのときの自分の決断もまた、その大いなる意志のもとにあったのだろうか。ヴィヴィに説明をつづけながら、ファニアの胸にルカとの記憶が蘇る。


    　聖都カルロビバリに進駐し、突如天空から降り立ったミカエルに襲撃され、ファニアは瓦が礫れきのなかからルカとミズキに助け出され、アステルと出会い、四人で機械兵に乗って逃走し……そしてファニアとルカは遙かな本国を目指して、ふたりきりの逃避行となった。


    　敵騎兵に追われ、乗っていたベオウルフから彼に抱かれて飛び降り、雨を避けるため洞どう窟くつに逃げ込み……。ルカは大切にしていた稀き覯こう本ぼんを燃やしてファニアを温めた。


    　遠く懐かしい記憶だった。さらにルカはあのまま本国に戻ったなら敗戦の責任を取らされるであろうファニアのために奇策を講じ、敗色濃厚だったテラノーラ戦役を勝利で終わらせるという離れ業をやってのける。


    「しかし本国の大貴族たちはルカの功績を認めず、逆に数々の協定違反を指摘して、彼を追放してしまったのです。ですがこのことは逆に、ルカを『悲劇の英雄』として民衆の心に根付かせることになりました。そしてこののち、彼は神がかり的な采配で幾多の戦いに勝利し、名声を高めていきます。その傍かたわらには常に、アステル・エアハートがいました。『戦場の天使』と呼ばれたアステルは、ルカの切り札として幾つもの劇的な戦勝に貢献しました……」


    　ヴィヴィはじぃっとファニアの話を聞いていた。ウルキオラ暴動からドル・ドラム戦役に至るルカの活躍はガルメンディア王国中の評判となり、熱狂した民衆はルカを旗印にして遂にガルメンディア革命を引き起こす。王国へ戻ったルカは単身でラランディア宮殿に乗り込むと、死ぬ覚悟を決めていたファニアと対たい峙じする。


    　その夜の出来事について、ファニアは触れなかった。個人的な出来事であるし、そもそも気恥ずかしい。ただいきなり飛行戦艦から降り立ったジェミニによって拉ら致ちされ、グレゴリオの横やりを受けてエデン特区に連れてこられたこと、いまこの戦艦の真下を潰かい走そうしているのがリヴァノヴァ帝国との決戦に敗れたルカの軍団であることを伝えて、話を結んだ。


    「ルカがどうなったのか、わたしにはわかりません。……けれどアナスタシア女史が仰おつしやる『星の意志』がルカと共にあることは理解できます。だから……ルカがこのまま終わるとは思えません。きっとまた、彼は表舞台へ舞い戻ると信じます……」


    　ヴィヴィへの説明を終えて、ファニアは改めて、自分の心のなかへ広がっていく抑えようのない感情を自覚していた。そしてルカの名を口頭で繰り返すうちに、あの革命の夜の記憶も蘇ってきていた。王政が滅ほろびる日、ファニアは革命の主導者であるルカに力尽くで組み敷かれ、あろうことか、幸福だった。


    　自分の愚かしさ、浅ましさに心が軋きしむ。溶け合わない感情が意識の内壁に流紋を描き、最後に愛いとおしさだけが残った。


    　──死なないで、ルカ。


    　内面のささやきを静かに受け止め、ヴィヴィの反応を窺うかがう。思いの外ほか、長い話になってしまったが、退屈させてはいないだろうか。


    　ヴィヴィはややうつむき気味に黙もつ考こうをつづけるのみ。その表情がやや険しく、沈黙も少し長いように思えて、ファニアは問いかけてみた。


    「……ヴィヴィ？　大丈夫ですか？」


    　戸惑いを孕はらんだヴィヴィの両目が、すがるように持ち上がる。


    「……また……歌が……」


    「え……」


    「……やめろ。歌うな……」


    　ヴィヴィは自分の胸元を片手でぎゅっと握り、表情を歪ゆがめる。ファニアはベッドの縁から腰をあげて、ヴィヴィの直前で片膝ひざをついた。


    「具合が悪いのですか？　軍医を呼びます？」


    「……いや、構わぬ。消えていく……」


    　ヴィヴィは苦しそうにうつむき、何度か息継ぎをしながら、内側からこみ上げるものに耐える。ファニアは心配そうにヴィヴィの顔を覗のぞき込み、背中をさすった。


    　はぁ、はぁ、と口をひらいて呼吸をし、息を呑のみ込んで、ヴィヴィは少し汗ばんだ顔をファニアへむけた。


    「……すまぬ。……収まった」


    「……そうですか。……もう休まれたほうがいいかもしれません。夜も更けましたし……」


    「……いや。……ファニア。……少しばかり立ち入った質問をしても？」


    「…………？　構いませんが」


    　ヴィヴィは再び背もたれに上体を預け、やや決まり悪そうに問うた。


    「……その……。ルカと貴殿の関係は？」


    　ファニアは二度ほど目をしばたたいて、


    「……え？」


    「……………………」


    「あ…………」


    　ファニアの頬ほおが、うっすら染まった。ルカに対する話し方で、彼に抱いている感情がわかってしまったのだろうか。


    　しかし関係といわれても。


    「関係は……その……」


    　あの革命の夜に起きたことを正直に告げるのもためらわれる。しかしウソをつくのもヴィヴィに対して不誠実だ。なんと説明するべきだろう。


    　というかそもそも、ヴィヴィはなぜそれが気になるのだろう。


    　沈黙に耐えられないのか、ヴィヴィも居心地悪そうに、


    「…………なぜかわからぬが…………気になるのだ」


    　目を泳がせながら言い訳する。


    「それは……その……」


    　ファニアの目も、思わず泳ぐ。ふたりして目を泳がせながら沈黙を持てあましていると、いきなりドアがひらいた。


    「ヴィヴィ、殿下！　大至急、これにお着替えを!!」


    　高こう揚ようした様子のアナスタシアが室内へ飛び込み、ヴィヴィとファニアに薄くて軽い特殊な素材の衣服を手渡す。


    「え？」


    「説明の時間はありません、お前たち、殿下のお着替えを手伝うのじゃ！」


    　同時に後方からアナスタシアの助手四名が室内へ雪な崩だれ込み、戸惑うファニアを取り囲んでひとの壁を作り、問答無用で着替えを強いる。


    「ちょ、な、なにを……っ」


    　慌てるファニアが助手の壁へ埋もれる。ヴィヴィはおのれの特殊スーツを片手に握り、アナスタシアを睨にらむ。


    「なにが起きた」


    「これよりジュデッカでルカがルシフェルに乗る。おんしたちもいまここでミカエルに乗り込むのだ。起動を同期させ、成功の確率を高める」


    　説明を聞くなり、ヴィヴィはその場で自みずから制服を脱ぎ、手慣れた動作で特殊スーツに手足を通し、首のうしろに手を回してスイッチを入れた。しゅっ、と軽い音がして、スーツがヴィヴィの素肌に張り付く。


    「なぜファニアまで？」


    「ルカとファニアは肉体関係を持っておる。すなわち集合的無意識下において、お互いの存在を認識できる関係じゃ。ファニアをサブ操縦士として神経接続させたなら、さらに成功の見込みが高まろう。おんしとファニアがいまここに居合わせた偶然を生かさぬ手はない」


    「……なるほど」


    　アナスタシアの露骨な説明を聞いたと同時に、助手の壁が取り払われ、強制的に特殊スーツに着替えさせられたファニアが現れた。


    「こ、この服は、アステルが着ていた……！」


    　おのれの手足を眺め、ファニアは声をうわずらせる。


    「お似合いですぞ、殿下！」


    　アナスタシアが褒ほめそやし、助手たちが姿見をファニアの前へ持ってくる。


    　肌に吸着する薄い白の布地に、わざわざ胸部と下腹部、それに臀でん部ぶの湾曲を強調する金の縁取り。おのれの格好を見やり、ファニアは胸元と下腹部を両手で隠し、悲鳴をあげる。


    「裸同然ではありませんか！」
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    　先ほどまで着ていたエデンの制服など、これに比べたらなんということもない。胸も腰も臀でん部ぶまで、この特殊な素材はファニアのありのままを忠実に外界へさらけ出している。


    「ミカエルと殿下が神経接続するには、その服が必要なのです。時間がありませぬ、急ぎミカエルの格納庫へ」


    　急せかすアナスタシアへファニアは真っ赤な顔を持ち上げ、口元を震わせる。


    「この格好で外へ出ろと!?」


    「いまは深夜、船内は寝静まっております。行きますぞ」


    「待って、まともな服を持ってきて……っ！」


    　涙目のファニアの嘆願を受けて、助手たちはクローゼットから適当な衣類を二、三着ほど適当に見つくろい、ナップザックに詰め込んで、元王女の背を押す。


    「お急ぎを、殿下。成功したならここから逃げられます、ルカにも会えますぞ！」


    　無理やりにファニアを狭い通路へ押し出すと、一行はミカエルの待つ第一格納庫へ早足を送る。恥ずかしさで思考が焼き切れそうだが、ファニアは助手たちに両脇わきを掴つかまれながら、なんとか足を前へ運びつつ頭を冷まそうと努力した。


    　ルカとミズキは無事で、自分はこれからヴィヴィと一緒にミカエルに乗り込むことになるらしい。なぜ自分が選ばれたのか完全には理解できないが、しかし、確かにこれはグレゴリオのもとから逃げ出す好機だ。ヴィヴィがミカエルを制御したなら、きっと地上に降り立つことができる。そうしたら、故郷ラランディアへ戻ることができるかも。


    　ファニアは唇を強く引き結び、露あらわな胸のラインを両手で隠しながら顔を上げ、徐々に自分から前へ歩みはじめる。


    　いまを逃しては、こののちもずっとグレゴリオに愛めでられる籠かごの鳥だ。待ちつづけていた機会がいまようやく訪れた。冷静さを失わず、ヴィヴィと協力してこの船から脱出しよう。この破は廉れん恥ちな服は、脱出してから着替えればいい……。


    



    　第一格納庫は、艦体の最後方にあった。庫内に入ると、広々としたフロアの片隅の専用デッキに、約七年間放置されたままの熾天使セラフイム級機械兵「ミカエル」が佇たたずんでいた。


    「………………」


    　ファニアは厳しいまなざしを、全長十八メートルの巨体の頭から爪つま先さきまで差しむける。右手に剣、左手に盾たて。揺らめく明かりが、肩、胸部、腰を覆った白銀の炭素材装甲と、その表面に浮き彫りにされた蔓つる草くさや花や神獣を暗がりのなかへ浮き立たせていた。明かりを点けると船員に発見されるため、助手たちは角灯をふたつフロアの床に置き、最低限の照明としていた。


    　七年前、カルロビバリ宮殿に宿泊していたファニアはアステルが搭乗したこの機体によって瓦が礫れきに埋もれ、ルカとミズキに助け出されることとなった。あの悪魔のような機体に、まさか自分が乗ることになろうとは。


    　ファニアの傍かたわら、ヴィヴィも鋭い視線をミカエルに注ぎ、アナスタシアに尋ねる。


    「整備状況は」


    「いましがた突貫で行ったがの。しかし七年間、埃ほこりをかぶっておった機体じゃ。多少の不具合は覚悟せい」


    「……問題ない。七年くらい、ミカエルにとってまばたきひとつの時間であろうよ。数万年前から、地中で眠っていたのだからな」


    　助手たちが鉄骨の足場に登って、ミカエルのうなじからメイン搭乗席を半分だけ排出させた。胸部ハッチもひらかれ、ファニアの衣服を入れたナップザックを助手が投げ込む。


    「起動するだけで良いぞ。無意識下を通じて、ルシフェルの目覚めを手助けするのがおんしらの役目じゃ」


    　ヴィヴィの傍らから、ファニアが尋ねる。


    「この機体で脱出するのでは？」


    「……飛行ユニットの使用は危険が大きすぎますな。前回、ヴィヴィはそのために植物状態に陥おちいっておりますゆえ」


    　魔女の言葉に、ヴィヴィは強く言い返す。


    「……同じ失敗は繰り返さない。……今度は食われぬ」


    「であれば良いが、無茶はするでない。おんしは目覚めたばかり、アステルとの融合もまだうまくいっておらぬ。今回はあくまで、ルシフェルのサポートが眼目じゃ」


    「……わたしは、なにをすれば？」


    「殿下の役目は、神経接続後の暗闇において、ルカがすぐそばにいるようにイメージし、彼の言葉、体温、思い出などを思念することです。熾天使セラフイム級の闇は波であると同時に粒子でもありましてな。殿下が『会いたい』と思念すると、波が収縮してその相手が現れることがあるのです。どうか、強く、ルカを思ってくだされ。万が一、ルカの存在が波になっていたとしても、殿下が観測することで個体として再生できるのです」


    　魔女の話は抽象的で、ファニアには理解しづらかった。だが、ともかく、ここから逃げるためにやってみよう。


    「……わかりました。……ルカをイメージし、彼の名を呼びます」


    「負け犬の名を呼ぶことになんの意味が？」


    　聞き覚えのある冷たい言葉と共に、格納庫の電気照明が灯ともった。暗がりが追い散らされ、入り口から小銃を手に持ったエデン兵が十数名、一斉に突入してくる。


    「…………っ!!」


    　瞬またたく間に、アナスタシアはもちろん、ヴィヴィとファニア、それから四名の助手、全員の心臓へ銃口が突き付けられる。


    　完全な不意打ちだった。


    「動くな、両手をあげろ!!」


    　カーキ色の軍服を着た兵士に強く命じられ、ファニアもまた仕方なく両手をあげる。兵士が持っているのはボルトアクション式の小銃だった。一度の装そう填てんで五回の銃撃が可能な、グレイスランドにはない強力な武器。少しでも動けば胸に穴があく。


    　かつん、かつん。


    　静まり返った格納庫に、エデン艦隊司令官グレゴリオ・オナシス公爵の靴音が響き渡る。


    　靴音は、アナスタシアの直前で止まった。


    「古今東西、船内反乱の首謀者は船外へ追放されるのが船乗りの掟おきてだ。高度三百五十メートルからの船外追放を満喫したまえ」


    　グレゴリオは現在の自分の立場を楽しむように、気取った口調でそう言った。アナスタシアの口元が、笑む。


    「良いのか？　儂わしを殺せばエデン評議会が黙っておらぬぞ」


    「反乱とあれば言い訳もつく。貴様が死ねば、これ以上このミカエルとかいう木で偶くの坊ぼうを積んでおく必要もなくなる。……こっちのバケモノは目覚めたのか」


    　両手をあげるヴィヴィへと目を移し、グレゴリオは冷たく告げる。ヴィヴィは黙って翡ひ翠すい色の瞳をむけるのみ。


    「水槽に戻れ。お前の存在価値は金魚と同じだ。水に浸かった観賞生物に過ぎぬ」


    　ヴィヴィの翡翠色の瞳に、強い光が灯ともった。グレゴリオはその眼光を無視し、ゆっくりとファニアの面前へと歩み寄る。


    「このものたちにたぶらかされたのですか、殿下？」


    「……………………」


    「もしや自みずから脱走を企てたわけではありますまいな」


    　グレゴリオの目線が、両手をあげたままのファニアの肢し体たいへ注がれる。爪つま先さきからふくらはぎ、太ふと股もも、臀でん部ぶ、腰のくびれから胸へ──。ファニアは唇を噛かんで屈辱に耐える。感情を表に出してはならない。あくまで毅き然ぜんと胸を張り平静を保たねば、相手につけこまれる。


    　グレゴリオは心ゆくまで蛇へびのような視線をファニアのすべての湾曲へ絡め、部下へ命じる。


    「残念ながらこのたびの事態、殿下といえど見過ごすわけには参りませんな。……お前たち、殿下をわたしの部屋へお連れしろ。取り調べはわたしが行う」


    「…………！」


    「殿下の弁明をふたりきりで伺うかがいましょう。無実を信じております、くれぐれもわたしの誠意を裏切ることのないよう」


    　グレゴリオの眼光に、ただならぬものがあった。いまこのすがたでふたりになることに、心の底からぞっとした。


    　すがりつくように、アナスタシアへ目線を移す。だが魔女は物理的に威力を発揮する魔法は持っていないのか、黙って首を左右に振るのみ。


    　兵士の銃口が背中へ押しつけられ、強引に歩かされようとしたその瞬間。


    　突如、船内にけたたましい警報が鳴り響いた。


    「……っ!?」


    　一同、虚を突かれて、互いに顔を見合わせる。船内スピーカーから、連絡員の緊迫した声があがる。


    『巨大飛翔体、本艦後方より接近中!!　総員、全力即時待機!!　巨大飛翔体、同位高度、水平距離二百、抜刀しつつ接近中!!』


    　グレゴリオはスピーカーを睨にらみつけ、声を翳かげらす。


    「飛翔体が、抜刀だと？」


    　どういうことか理解できない。飛行艦艇に対して攻撃を加えられる兵器は、グレイスランドには存在しない。艦長が早まって翼竜の群れを敵と勘違いしたのではないか。とんちんかんな放送で寝ていた船員を叩き起こし、あとで笑いものにならなければいいが。


    　兵士たちが戸惑った目線を艦隊司令グレゴリオに投げる。細かな指揮は艦橋司令部にいる艦長に委ゆだねればいい。それよりも、まず。


    「飛翔体とやらを目視したい。後部ハッチをひらけ」


    「……はっ！」


    　兵士のひとりが壁のレバーに駆け寄り、押し下げた。ういい、と電動巻き上げ機の駆動音が伝い、ワイヤーが降りて、あたかも巨獣が舌を出すように艦体後方の巨大なハッチが船外へむかってひらきはじめる。


    　高度三百五十メートルの夜気が、第一格納庫内を一気に充みたす。戦艦の最後尾にあるこのハッチはミカエルの降下用だから、開口部に高さがあり、いったんひらくと視界いっぱいが星空に埋もれる。


    　グレゴリオの眼前に、千万の星彩のきらめき。


    　その真ん中、輪りん郭かくのくっきりした満月がちょうど艦体の後方に位置していて、格納庫の深いところまでこがね色の光を投げかけ──。


    



    　月を背景に、巨大な蒼あおい翼を持つ機械兵が抜き身の剣を片手に飛翔していた。


    



    「!?」


    　グレゴリオは思わず後ずさりする。


    「おおっ!?」


    　兵士たちが動揺する。


    　満月から送られた使者のごとく、発光する翼を優雅に上下させ、神話世界の大天使、いや悪魔そのもののすがたで、巨大な機械兵が飛行戦艦をぴたりと追尾している……！


    　その手に握られた十メートル近い長剣が、月の光を弾いてぎらりと光る。


    　グレイスランド人はおろか、エデン人でさえこんなものは見たことがない。


    　ヴィヴィは空飛ぶ機械兵を睨にらみつける。


    　コウモリの翼骨のように屈折した両翼と、翼膜を構成する青白い炎。中世騎士を思わせる、優雅な湾曲と鋭角から成る全身装甲。剣と盾たてを持つ両腕は、人間みたいに柔らかくしなりながら向かい風を受け流している。


    　見間違えるはずがない。


    「ルシフェル……!!」


    　ジュデッカで起動して即座に翼をひろげ、高さ三千メートルの壁を飛び越えてここまで辿たどり着いたというのか。


    　その目的は。


    　──ミカエルに会いに。


    　ルシフェルは飛行戦艦の後方、同高度、水平距離五百メートルを飛翔しながら、徐々にその距離を詰めてきている。


    「ルカが乗っているのか!?　制御は成功したのか!?」


    　兵士たちにいまだ銃を突き付けられながら、ヴィヴィはアナスタシアに問うた。数万回も熾天使セラフイム級の起動実験を繰り返したアナスタシアには、ルシフェルの細かな挙動だけで状態がわかる。


    「暴走しておる!!　この船を襲うつもりじゃ!!」


    　グレゴリオが苛立った声を魔女へ投げる。


    「どういうことだ、あのバケモノはお前たちの差し金か!?」


    「違う、まさかここへ飛んでくるとは思わなんだ!!　まずいぞグレゴリオ、このままではバルバロッサが破壊される!!」


    「……妄言を……っ！」


    　魔女の言葉を聞き流し、グレゴリオは憎々しげに頬ほおの肉を吊つり上げ星空を睨む。


    　目を凝こらしたなら、空飛ぶ機械兵のさらに後方から追尾してくる複数の影。


    　機械兵ではない。翼竜だ。背に兵士が乗っている、あれは……！


    「ジュデッカの竜騎兵……!?　あの機械兵を操あやつっているのか!?」


    　グレゴリオの言葉に、アナスタシアが慌てて横やりを入れる。


    「違う、ルシフェルは暴走しておるのだ！　竜騎兵はルシフェルを追ってきたに過ぎん、エデンにケンカを売るつもりはない！」


    「……貴様の奸かん計けいか、アナスタシア。あの機械兵も竜騎兵も、貴様が呼び寄せたものか!?」


    「ひとの話を聞け！　ルシフェルの暴走に巻き込まれておるだけじゃ、儂わしもおんしも、ヒルデガルダまでも！」


    　魔女の言葉を背中で切り捨て、グレゴリオは壁に設置された艦内電話へ歩み寄り、戦闘指揮所の番号をダイヤルする。


    「わたしだ。艦長を出せ。……あのバケモノは本艦に抜刀したまま接近している。明確な協約違反、戦闘準備行動だ。……乗員の安全を確保するため、交戦を許可する。旋回し、舷側砲でバケモノと竜騎兵を叩き落とせ」


    　艦長の応答を確認し、グレゴリオは血走らせた両目を魔女へ戻す。


    「……ジュデッカに鉄てつ槌ついをくだすいい機会だ。竜騎兵ごときでバルバロッサに対抗しようなど笑しよう止し千せん万ばん。ついでにジュデッカを火の海にしてくれる……！」


    「やめるのじゃ、ここで砲門をひらけば、三界を巻き込む戦争になる……っ!!」


    　格納庫内へ深く差し込んでいた月光がぐるりと回り、側壁を照らし出した。後部ハッチから見えていたルシフェルが消える。艦体が旋回し、左舷をルシフェルへとむけたのだ。普段は艦体内へ収納されている左右両舷八基の三十六センチ砲二十四門が、砲口を舷側から突き出したはず。


    「機械兵も竜騎兵も関係ない。我がバルバロッサこそ天空の王、ジュデッカごときには指一本手出しさせぬ……！」


    　グレゴリオは荒い足音を立てて格納庫の側壁に歩み寄り、整備員用の覗のぞき窓をあけて左舷の様子を目視する。


    　舷側砲はすでに砲身を左舷から突き出していた。通常の砲撃なら観測長が目標を測距して砲身の仰ぎよう俯ふ角かくと火薬量、時限信管の設定を各砲門へ伝えるのだが、今回のこれは射程五百メートル以内の零距離砲撃。時限信管は発射と同時に作動して、真っ赤に焼けただれた鉄片の濁だく流りゆうがルシフェルを飲み込むだろう。


    　砲口の先、ルシフェルは意にも介さず、悠然と距離を縮めてくる。


    「砕け散れ、バケモノ……！」


    　グレゴリオの口角が吊つり上がった。


    



    　一方──。


    「戦艦が舷側をむけた。おっぱじめるつもりか、エデンの若造……！」


    　ソヴィニオンの手た綱づなを握り、ジュデッカ皇帝ヒルデガルダは高度三百五十メートルで展開する光景を同位高度から睨にらみつける。


    　ルシフェルは回避する兆しも見せない。軽くしなやかな炭素材装甲が至近距離からの砲撃に対しどれほどの耐性を発揮するのか、ヒルデガルダでさえ見当がつかない。これからこの空域で展開されるのは、三界の誰も見たことのない未み曾ぞ有うの空中戦となるだろう。


    「ルシフェルから離れな、オクタヴィウヌス！　炸裂弾に巻き込まれるよ！」


    　聞こえないことはわかっているが、水平距離二百メートルほど離れて飛翔している彼方かなたの近この衛え隊長へ声を張り上げた。オクタヴィウヌスも愚かものではない、バルバロッサの左舷から四基十二門の砲塔が突き出されたと同時に、高度をあげて砲弾の散布界から逃れた。


    　ヒルデガルダ自身は念のため一千五百メートルほどバルバロッサから水平距離を置き、ルシフェルへ目を戻す。


    　あの飛行はルカの意志によるものだろうか、それとも暴走か。


    「これも星の意志とやらの仕業かい、アナスタシア」


    　いまバルバロッサの艦内にいるであろう魔女へ問いかけた。


    　刹せつ那な──。


    　星空が消えた。


    　真っ白い閃せん光こうがヒルデガルダの網膜を焼き、そのただなかを焼けただれた十二の火か箭せんの紅が鉤かぎ裂きにする。


    　悠然と飛翔していたルシフェルの翼と本体が、その野太い火炎の濁だく流りゆうに呑のみ込まれた。


    「……っ!!」


    　四方八方へ赤あか錆さび色の火花が散る。まるで燃え上がった巨大な黒薔ば薇らのような。焼けただれた花弁が戦闘空域を破壊の色調に染めあげ、弾け飛んでいく炸裂弾の弾子たちが、無限の星彩に幾千条の掻かき傷を刻む。


    　遅れて炸裂音がヒルデガルダへ届く。よくあれで砲身が破砕しない。砲弾を発射したというより、火炎を放射したというほうがふさわしい、三十六センチ砲による零距離砲撃。


    　ルシフェルは、そして周辺を飛んでいた竜騎兵は無事か。


    　夜空に咲いた炎の華を、高空の気流がぬぐい去る。


    　まだ硝しよう煙えんのあがる三十六センチ砲の砲口の先──。


    　真っ黒な煤ばい煙えんを割いて、無傷のルシフェルが現れた。


    「すごい……!!」


    　思わず皇帝も感嘆する。至近距離から炸裂弾の直撃を食らったというのに損傷を受けた様子もない。群青色の全身装甲に星の光をまとい、その名の通りの大天使さながら、発光する翼を翻ひるがえして悠然と飛行をつづける。


    　皇帝は周辺空域へ目を送った。


    　そして、ルシフェルの至近を飛行していた二騎が消えていることに気づいた。威力圏に巻き込まれ炸裂弾の弾子を浴びたのだろう。


    「つまらない死に方を……！」


    　ヒルデガルダは顎あご下の肉を震わせて怒りをかみ殺す。敵艦へ目を凝こらしたなら、左舷から突き出す四基十二門の砲門のうち、二門が砲口の内側からめくれあがり、毛羽だった鋼鉄の華を咲かせていた。砲撃と同時に信管が作動し、砲身内で爆発が起きたためだ。バルバロッサにとってもリスクの伴う砲撃だった。


    　さらに二度目の斉せい射しや。


    　バルバロッサの左舷が白煙に埋まる。


    　ぐしゃっ。


    　肉が潰つぶれるそんな音が、戦闘空域に一瞬轟とどろく。


    「おおっ!?」


    　今度の火の華は一瞬咲いただけだ。飛び散る弾子も見当たらない。


    　そして──ルシフェルは大きく体勢を傾け、後方へ吹っ飛んでいた。


    　ヒルデガルダが目を見ひらく。


    　──効いた!?


    　いまのは炸裂弾ではない。徹甲弾だ。空飛ぶ機械兵に対しては、投げ網より銛もりの一突きのほうが有効ということか。


    　ルシフェルは弓なりに背を反らし、二百メートルほど後方へ吹っ飛んで──。


    　大きく体勢を左に傾けながら、再び顔を前へ戻した。


    　だが、高度が落ちている。飛行が安定しない。右、左に大きく傾きながら、翼の発光を明滅させる。


    「翼のどっかをやられたね……！」


    　翼を構成するフレームに損傷を受けたのだろう。よろけながら、夜空を駆けあがったり、傾いたり、酔っ払いの千鳥足のような。


    　バルバロッサの速力についていけない。飛び道具を持たないルシフェルにとっては致命的な損傷。これからバルバロッサは一定の距離を保ちながら、一方的にルシフェルに砲撃を見舞うことができる。


    　──エデンの火力なら熾天使セラフイム級と対等に張り合える、ってか。


    　さすが天空の王バルバロッサ、と敵を褒ほめよう。


    　だがまだルシフェルは墜おちたわけではない。ぐらつきながらも飛んでいる。


    　左舷に並んだバルバロッサの四基十門が俯角と旋回角を調整する。翼が脆ぜい弱じやくであることを確認し、次の斉射で仕留めるつもりだ。


    　──させないよ。


    　このまま座してルシフェルを失うわけにはいかない。熾天使級は今後一千年、ジュデッカの独立を守る盾たてになれる。


    　ヒルデガルダは立ち上がり、手た綱づなを叩いた。


    「行くよ、ソヴィニオン。エデンのガキに吠ほえ面づらかかせてやりな」


    　主の命令を受け、白銀の鱗うろこを全身に鎧よろったソヴィニオンが咆ほう哮こうする。


    　戦域が震え、全長三十メートルを超える巨竜が月明かりを弾きながら夜空を駆け上がる。


    　星の海を蹴け立たて、星ほし屑くずの飛ひ沫まつをあげて高度一千メートルへ上り詰め、ソヴィニオンはバルバロッサの艦体を眼下に捉とらえ、その長い首をのっそりと前へ折り曲げ──。


    　長い両翼が後方へしなう。


    　白銀の稲妻さながら、ジグザグに針路を変えながら、巨大な翼竜が空を斜めに降下する。


    　千五百メートルほどあった水平距離が一気に詰まる。


    　バルバロッサの観測員が、ソヴィニオンを視認。


    　しかし、舷側をむけようにも間に合わない。


    　砲身の仰角を上げさせるが、ジグザグに急降下するソヴィニオンへ照しよう準じゆんすることは難しい。飛行機械には不可能な、生物だけが可能とする降下線。銛もりではとても当たらない、投げ網で捉えるしかない。


    「炸裂弾用意!!　全砲、零距離砲撃!!」


    　砲撃長の怒号がバルバロッサ船内を駆け巡る。二度目の零距離砲撃に砲身が耐えられるだろうか。だが撃たねばやられる。


    　砲手たちが歯を食いしばり、三人がかりでハンドルを回す。


    　左舷砲門が最大仰角を取る。


    　砲撃長が顔を上げた先、視界を塗りつぶすソヴィニオンの巨体があった。


    　突入角五十五度。白銀の鱗うろこが星彩を突き破る。


    「てぇっ!!」


    　絶叫のような号令と共に、残存十門の砲口が火炎を放射する。


    　同時に四門が砲身の内側から爆砕し、至近にいた砲手たちが赤あか狭さ霧ぎりとなり夜空を彩る。


    　鋼鉄さえ溶かし去るであろう、野太い溶岩流が六つ──。


    　星をまとった翼竜の巨体が、火炎の濁だく流りゆうに呑のまれる。


    「くたばれバケモノ!!」


    　砲手たちのそんな祈りを無慈悲に突き破り、分厚い鱗に守られたソヴィニオンは火炎の投げ網を鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、大きく翼を広げ、後ろ足の鉤かぎ爪づめを身体の前方へ押し出す。


    　バルバロッサの左舷に、ソヴィニオンの両足が尽き立った。


    　ばりぃっ。ガラスが割れるような音を立て、複合ヒドラ装甲が破砕する。構造材に飛翔石を混ぜているため、耐性はそれほど高くない。


    　ぐらり。


    　全長三百十二メートル、バルバロッサの巨体が大きく傾かしぐ。


    「食い破れ、ソヴィニオン!!」


    　皇帝ヒルデガルダが高笑いと共に命じる。


    　ぎああ、と低い唸うなりを発し、ソヴィニオンは獅子さえ噛かみ砕く翼竜の牙きばを剥むく。


    　艦体の上辺中央部へ、牙きばが突き立つ。


    　弔ちよう鐘しようさながら、折り重なった破砕音が空域を震わせる。


    　破壊に酔いしれるように、ソヴィニオンは思うさま、バルバロッサの艦体を食い破る。


    　振り払う方法がない。大きく艦体を傾けたまま、バルバロッサの高度が急激に落ちる。


    「つづけ、オクタヴィウヌス!!」


    　皇帝の号令がかかるより早く、オクタヴィウヌス率いる残存二十二騎もまた星ほし屑くずの波は涛とうをあげながら、夜空を高く上り詰め──。


    「陛下万歳!!」「帝国万歳!!」「ジュデッカに栄光あれ!!」


    　皇帝と帝国の名を称たたえ、翼たちが一斉に月光を弾く。


    「目標、左舷破砕口！　近この衛え竜騎兵隊、突撃!!」


    　オクタヴィウヌスの号令と共に、二十二の降下線が流星さながら星空を裂く。


    　空飛ぶ騎兵の襲歩ギヤロツプ。


    「ジュデッカの誇りを思い知れ!!」


    　バルバロッサ左舷、残存六門の砲手たちもまたエデンの誇りにかけ、自みずからの命を最後の零距離砲撃へ託す。


    「舐なめるな、下層の蛮人ども!!」


    　竜騎兵と砲手の怒号が星空に交差し、戦闘空域を灼しやく熱ねつの色に染め上げて、炎の投げ網が投とう擲てきされる。


    　球型に走る衝撃波が星彩を一瞬たわませ、天てん籟らいをまとい空域をどよませる。


    　八騎が火炎の網に捉とらえられ──。


    　紅ぐ蓮れんの網の目をかいぐくった残存十四騎が艦体側面、ソヴィニオンがあけた破砕口へと一斉に突入する。


    「艦内へ飛び込め、白兵戦に引きずり込むんだ!!」


    　オクタヴィウヌスは瓦が礫れきの散乱する通路へ着地すると、躊ちゆう躇ちよなく鞍くらから降りて抜刀し、驚き慌てる船員たちへ斬りかかる。


    　オクタヴィウヌスにつづいてほかの近衛竜騎兵も次々に艦内へ飛び込むと、その場に翼竜を乗り捨て決死の白兵戦を仕掛ける。


    「撃て、撃てぇっ!!」


    　船員たちが小銃を手に、懸命に竜騎兵へ立ち向かう。だが飛行艦隊の船員は白兵戦という事態を想定したことがない。弾丸を通さぬ鋼鉄の盾たてを掲げ、狭い通路を突進してくる竜騎兵に怯おびえて腰が引け、逃げてしまう。竜騎兵の戦術があまりに前時代的であるがため対応がとれず、エデンは後手後手を踏む。


    　艦体を牙と爪つめで壊しつづけるソヴィニオン、そして艦内へ浸透していく命知らずの竜騎兵。バルバロッサ艦内へ混乱と動揺が伝でん播ぱする。


    　グレイスランドを見下ろしつづけた無敵の飛行戦艦が、ジュデッカの不意打ちに遭って苦しみ、のたうち回っていた。いまこの空域で、三界の勢力図が変化しようとしている──。


    



    「なにをしている、無能ども!!　ジュデッカごときに遅れをとりおって……!!」


    　覗のぞき窓から戦況を見つめ、竜騎兵隊の突入を見届けたグレゴリオは、たぎる憤怒をこめかみに映して格納庫内へ目を戻した。アナスタシア、ファニア、ヴィヴィ、四名の助手は一箇所にまとめられ、八名の兵士たちが銃口を突き付け、グレゴリオの指示を待っていた。


    「わたしは艦橋に戻り指揮を執る。ファニア殿下はわたしの部屋に。あとの連中は殺して捨てろ。評議会には敵兵に殺されたと報告する」


    「はっ！」


    　兵士たちが乱暴にアナスタシアとヴィヴィ、助手四名の背へ銃口を突き付け、後部ハッチへと追い立てた。ファニアには二名の兵士が銃口をむけ、格納庫の出入り口へ顎あごをしゃくる。


    「おやめください、閣下。殺す必要はありません。このものたちは命令に従っただけです」


    　ファニアは懸命にグレゴリオへ、ヴィヴィたち六人の助命を願う。グレゴリオは一いち瞥べつを投げかけ、


    「ふむ。誰の命令ですかな」


    　ミカエルを起動しようと画かく策さくしたのはアナスタシアだ。しかし、六人の命を救うには。


    「……わたしが命じました」


    「ほう……」


    　微細な血管が浮いていたグレゴリオのこめかみに、さらにもう一本、野太いものが浮かび上がった。


    　かつかつと足音を立ててファニアの面前に歩み寄り、顎のしたへ手を添えて、上をむかせる。
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    「ここから逃げるつもりだった？」


    「……はい」


    「……充分な待遇を与えたつもりですが。あれでは足りぬと？」


    「……籠かごの鳥を愛めでたいならば、わたし以外がふさわしいかと」


    　グレゴリオの唇が、わななく。


    「……わたしの誠意を、踏みにじるつもりか」


    　強制的に上をむかせられながら、ファニアは答えない。ただ王侯の威厳と共に、静かにグレゴリオを瞳に映す。


    　その落ち着きが、グレゴリオを猛たけらせる。


    「……お前が望むから、この船に乗せてやったというのに！　わたしの誠意を！　お前は利用したのか!?」


    　ファニアがバルバロッサに乗ったのは、ルカの戦いを見届けるためだ。そのために、グレゴリオが自分に寄せる好意を利用した。


    「……はい。……仰おつしやるとおり、あなたを利用しました」


    　悪びれることなく、ファニアはそう答える。


    　怒りで真っ赤に染まっていたグレゴリオの表情が、今度は青ざめはじめた。


    　落ち着き払ったファニアの言葉が、格納庫に響く。


    「……彼女たちを解放してください。そうしたら、わたしを好きになさって構いません」


    　グレゴリオは憎悪を練り上げた目線をファニアへ突きつける。


    「……おい。それはまさか、取引のつもりか？　……とうの昔に王家は滅ほろびた、お前は王女ではない、行く当てのない雌犬だ。取引になっていないぞ、わたしはいつでもお前を意のままにできる」


    　グレゴリオは手を振り上げ、ファニアの頬ほおを打った。


    　一度ではない。二度、三度、怒りのまま、手のひらに力を込める。


    「時間をかけてわたしになつかせたかったが、その遊びは終わりだ。飼い主に噛かみつく雌犬は厳しく躾しつけねば」


    　何度打たれても、ファニアはゆっくりと顔を戻して静かにグレゴリオを見つめる。感情を表に出せば威厳は損なわれる。ただ落ち着いて、激した相手を見つめればいい。


    　グレゴリオは荒い息をついた。激情を露あらわにし、表情を歪ゆがめているのは暴力を振るう自分だけで、振るわれているファニアは平静を保っている。人間としての品格の違いを見せつけられて、それがさらに怒りを増幅する。


    　血走った目を吊つり上げ、グレゴリオは兵士たちへ口角泡を飛ばして命令する。


    「この雌犬に首輪を嵌はめ、わたしのベッドへ繋つないでおけ!!　害虫どもを駆除したのち、たっぷり躾しつけてくれる!!」


    　兵士ふたりがファニアの両脇わきを掴つかんだ。ファニアは相変わらず、ただ静かにグレゴリオを眺めるのみ。グレゴリオの口の端はが頬ほおを斜めに切れ上がる。


    「四つんばいで艦内を散歩させてやる。楽しみにしていろ雌犬」


    　ファニアの前ではずっと紳士面づらを保っていたグレゴリオが、いま、卑ひ賤せんな本性を露あらわにしていた。ファニアは感情を封じ込めたまま、目の前の哀れな男を見み据すえるのみ。


    　そのとき、グレゴリオから離れた後部ハッチ付近で状況を見ていたヴィヴィが、ふと、開口部のむこうの夜空へと目を送った。


    　そして、気づく。


    「…………来る」


    　傍かたわら、アナスタシアも目線だけで応こたえる。


    「…………うむ。やるか」


    　ふたり、かすかな首肯を交わす。


    「動くなっ!!」


    　監視していた兵士が引き金トリガーに指をかけ──。


    「ぬおっ!?」


    　重く低い地響きが格納庫に伝い、艦体が傾いて、兵士たちがわずかにバランスを崩す。


    　突然、四つ──。


    　群青色の土管のようなものが後部ハッチの下縁にそろって並んでいた。


    　ぎぃぃ、っと奇妙な軋きしり。四つの土管が尺しやく取とり虫むしのように折れ曲がり、格納庫の床を這はう。


    「…………っ!?」


    　グレゴリオの戸惑った目線が後部ハッチへ移る。


    　いっぱいの星空がきらめいていた開口部──。


    　その下方から、巨大な兜かぶとがせり上がってくる。


    　しゅおお、となにかの排気音。吹き上がる水蒸気。格納庫内の温度が一瞬上がる。


    　現れたのは、巨大な機械兵の頭部だった。


    　四つの土管は右腕の指。群青色の機械兵が片手を後部ハッチの縁へ引っかけ、懸垂の要領でいままさに艦内へ上がり込もうとしている。


    　グレゴリオの口があんぐりとひらき、たたらを踏む。


    　ソヴィニオンと竜騎兵に気を取られていた隙すきに、もげた翼でなおも飛び、追いついたというのか。


    　ヴィヴィが叫ぶ。


    「来い、ルシフェル!!」


    　まさか、バルバロッサに乗り込むつもりか。ここはミカエルの出撃口、同型機のルシフェルは当然、ここから艦内へあがりこめる……！


    「う、撃てぇぇっ!!」


    　グレゴリオの号令一下、兵士たちが一斉に、銃撃をルシフェルの頭部へ見舞う。


    　炸裂弾さえ弾き返す炭素材装甲に、銃撃など効くはずがない。


    　ヴィヴィはこの好機を逃がすことなく、ルシフェルを銃撃する兵士の背に蹴けりを見舞う。


    「う、うわっ!?」


    　裏返った悲鳴と共に、蹴られた兵士が傾いた床を滑り落ち、後部ハッチから空へと投げ出される。


    「貴様……っ」


    　気づいたほかの兵士の耳元にアナスタシアはいきなり口を寄せ、いにしえの呪じゆ詛そを吹き込む。


    「!?」


    　兵士の両足が膝ひざから崩れる。アナスタシアはにやりと笑って兵士の銃器を奪い取り、


    「昨今の魔女は銃器も扱えぬと」


    　手慣れた動作でボルトを引いて五連挿弾子を装そう填てん、助手を囲んでいた兵士たちへ銃撃を見舞う。助手四名のうち、二名が敵兵士の死体から小銃を奪って物陰へ隠れ、もう二名は逃げようとしたものの別の兵士の銃撃を受け、哀れにも自みずからの血だまりに沈んだ。


    「やりやがったね、こんちくしょう……！」


    　倒れたふたりを傍はた目めに見やり、アナスタシアはボルトを引いて再装填。


    　資材箱の陰から片膝をついて、兵士たちを次々に銃撃で仕留めていく。魔女というより女狙撃手と呼ぶほうがふさわしい、アナスタシアの腕前だった。


    　そのむこう、ルシフェルのひじが後部ハッチ内へ突っ込まれた。飛行中に持っていた盾たてと剣は投げ捨てたらしい。しかし、近辺にしがみつける箇所がなく、どうしても指やひじが床を滑る。


    　格納庫内は大混乱となっていた。先ほどから見事な狙撃を見せるアナスタシアは、ファニアの両脇わきを掴つかんでいた二名の兵士の背中をも狙い撃つ。


    「!!」


    　血しぶきと断末魔が、ファニアの至近にあがる。


    　とっさにファニアは倒れた兵士の手から小銃を奪う。


    　目の前に、銃撃を避けようと、床に手足をついたグレゴリオがいた。小銃を握ったファニアは四つんばいのグレゴリオを見下ろす格好。


    　ファニアは唇を引き結び、両手で銃身を掴つかみ、銃床を高々と振り上げる。


    「この、無礼者！」


    　一喝と共に、グレゴリオの左のこめかみに横殴りの銃床がめりこむ。


    　どごっ。がんっ。


    　打たれたグレゴリオの右のこめかみが床に激突し、二度ほど鈍い音が立つ。


    　悲鳴をあげることすらできず、グレゴリオは口元から泡を吹き、横ざまに倒れ込んだまま爪つま先さきを痙けい攣れんさせる。


    「あなたは自分を躾しつけなさい!!」


    　溜め込んだ怒りが罵ば倒とうに変わる。返事の代わりか、グレゴリオの口の端はから垂れた舌が床を舐なめた。


    　死んだかもしれない。だが全然オーケー。そう思い、顔を上げたファニアへ、物陰に隠れて銃撃中のヴィヴィが叫ぶ。


    「ミカエルに乗れ、ファニア!!」


    　専用デッキでは、ミカエルの胸部ハッチがひらいたままだ。残った三名の魔女たちはおのおの、武器を手に格納庫のデッキや資材箱、積み上げたフレームの陰に隠れて、兵士の亡なき骸がらから弾だん盒ごうを奪い、銃撃戦を展開していた。黒の長ローブに身を包んだ魔女がボルトアクション式の小銃で発砲するさまは奇妙だったが、こういう事態に備えて日ごろから訓練していたのか、なかなかさまになっていた。


    　銃撃の狭はざ間まを、意を決してファニアは走った。


    　周囲で銃撃の火花が散る。身体のすぐ近くを銃弾が爆はぜる。王女時代であったなら、側近が腰を抜かしたことだろう。なんとかヴィヴィの背後へ滑り込んで、尋ねる。


    「ルシフェルはどうします？」


    　機内にはルカが乗っているはず。なんとか彼と合流したいが。


    「……補助席のヘルメットをかぶると神経接続される。暗闇に墜おちたのち、ルカの名を呼ぶのだ。恐怖に負けず、ルカを捜し求めてくれ。うまくいけば無意識下を通じて意思の疎通ができる。ミカエルとルシフェルが協力できれば、この場を脱することもできよう」


    「……わかりました。最善を尽くします」


    　ファニアはデッキの階段を駆け上がり、胸部ハッチから補助搭乗席へ飛び込んだ。遅れてヴィヴィもまた、うなじにある繭まゆ型の主搭乗席へ滑り込む。


    　ファニアは搭乗席にあったヘルメットをかぶる。ちくりとしたものが首筋に走り、特殊スーツ全体に軽い電流が走った。おそらくこれが神経接続だろう。なにも訓練をしていない自分がそんなことをして大丈夫なのか疑わしいが、この非常事態では悠長にもしていられない。


    　自みずからの手で胸部ハッチを閉めて、ファニアはミカエルの起動を待つ。自分はあくまで補佐役だ、メインのヴィヴィに操縦は委ゆだね、やることはひとつ。


    　──ルカの名を呼ぶこと。


    　その役目を、胸に刻む。


    　ヘルメットは顔の上半分を覆っているから、周囲は真の暗闇だ。計器盤の明かりもなにもない、ただの漆黒。


    　──ルカ。


    　──いま行きます。待っていて。


    　すぐそこで後部ハッチにすがりついているルシフェル。その機内にルカがいる。彼が無事なのかわからない。もしも苦しんでいるのなら、助けたい。そう祈りながら、ファニアはミカエルの意識の暗闇へと墜おちていく……。


    



    　主操縦席に座ってベルトを締め、決意を込めた唇を引き結び、ヴィヴィはヘルメットをかぶった。


    　首筋に神経接続の刺激が走る。アナスタシアいわく、ヴィヴィが最後にミカエルを操縦したのはいまから約十三年前。それから培養槽のなかで植物状態を過ごし、意識だけがアステル・エアハートに移し替えられて七年間の冒険を終え、いま再びヴィヴィ・レインとしてミカエルの搭乗席に戻ってきている。


    　つい先ほどのアナスタシアの言葉を思い出す。


    『アステルはおんしの半身、アステルの望んだことはおんしの望んだことでもある。おんしの意識の底には、七年もの年月ルカのために戦った経験が横たわり、おんしに変化をもたらしておる。その経験が、ミカエルを使役する際、おんしに有効に働くであろう』


    　ルカのことも、アステルのことも、ヴィヴィはなにも知らない。しかし十三年間、ただ眠っていたわけではない。そのことを肝に銘じた。


    　──今度こそ、ミカエルを制御する。


    　ヴィヴィの周囲の漆黒が、さらに深まる。神経接続によって、ミカエルの意識の内側へと墜ちているのだ。


    　──この先になにがあるのか、わたしは知っている……！


    　一度ここに呑のまれ、それから戻ってきた。


    　同じ失敗を繰り返してたまるか。


    　──行くぞ、ミカエル。


    　翡ひ翠すい色の瞳だけが、粘度のある闇に浮き立つ。


    　呼吸を落ち着け、それが来るのを待つ。


    　瞳の先、闇が破れる。


    　いきなり光でも闇でもないなにかが裂け目からあふれ、ヴィヴィを目がけ押し寄せる。


    　──来た。


    　ヘルメットの針からヴィヴィの神経細胞へ注ぎ込まれる、五千億超の熾天使セラフイム級ナノマシン。


    　ヴィヴィの脳を構成する一千五百億を超える神経細胞──視覚、味覚、聴覚、触覚、嗅覚及び、それらを連結する神経回路のすべてへ、ナノマシンが浸透していく。


    　──抗あらがうな。


    　──受け入れるな。


    　──見ずに通り過ぎよ。


    　刹せつ那な、この星に生まれ出たすべての人間の意識、累るい計けい一千億を超える人生の記憶が一マイクロ秒に圧縮されて、ヴィヴィの脳に叩き付けられる。


    　およそ四兆年超の人生を、ヴィヴィは一秒に満たない時間において体験する。


    　普通の人間なら、おのれの意識は人生の大海に呑のまれ、かたちを保つことができなくなる。ミカエルに「食われる」とは、すなわち集合的無意識の海へ意識そのものが溶けてしまい、個体としての在あり方を失うということだ。


    　だが、ヴィヴィは。


    　──我はミカエルの継承者。


    　ただ、おのれの名を呼ぶ。


    　──トリガーを引くもの。


    　一千億を超える人間の意識が溶け合いたゆたう集合的無意識下において、ヴィヴィはひとり、自分の名を呼ぶことで個体としての在り方を保つ。


    　──我が名は、ヴィヴィ・レイン。


    　体験させられた四兆年を超える他人の時間の集積を、抗うことなく、受け入れもせず、同じ次元に存在しないものとして受け流す。これを可能ならしめるのが、連綿と受け継がれたレイン家の血だ。これができるから、ヴィヴィは継承者なのだ。


    　──いま自分が体験しているあらゆる人生は仮かり初そめだ。


    　ミカエルの見せる夢に過ぎない。現実のように思えるが、現実ではない。


    　世界の正体は、無だ。


    　人間は、無から生じた泡に過ぎない。


    　ただ、わたしたちの意識だけが実存なのだ。


    　だから。


    　──世界の引き金ワールド・トリガー。ヴィヴィ・レイン……。


    　わたしはただ、わたしの名を呼べばいい。


    　他人は関係ない。わたしはわたしを生きていく。


    



    【なにゆえわたしを欲する、ヴィヴィ・レイン】


    



    　一千億の人生が通り過ぎたのち、いきなりそんな声がヴィヴィに届いた。


    　──出たな、ミカエル。


    　──やっと会えた。


    　初めてここまで辿たどり着いた。あとはミカエルをわたしに従わせるのみ。


    【断る】


    　なにゆえ。お前は機械であろう。機械なら人間に従え。


    【用途は】


    　用途？　それは……ワールド・トリガーの起動。


    【なにゆえトリガーを引く】


    　……この世界の変革のため。


    【なにゆえ変革を志す】


    　それがレイン家に生まれたものの使命だからだ。


    【なにゆえ使命を果たす】


    　子どもの嫌がらせか。くだらぬ話し合いに割く時間はない。お前こそ、ただの機械であろう、お前の使命を果たせ。


    【なにゆえ使命を果たす】【なにゆえ使命を果たす】【なにゆえ使命を果たす】……。


    　壊れたのか。その問いはいい。わたしの言うとおり動くのだ。


    【なにゆえ使命を果たす】【なにゆえ使命を果たす】【なにゆえ使命を果たす】……。


    　答えぬ限り動かぬつもりか。……わたしが使命を果たすのは……そう宿命づけられたからだ。生まれたときからそう決まっていた。天が与えた役割なのだ。


    【なにゆえ役割を果たす】


    　これは禅問答か？　なぜ機械と禅問答せねばならぬ。


    【なにゆえ役割を果たす】【なにゆえ役割を果たす】【なにゆえ役割を果たす】……。


    　やかましい！　わたしが役割を果たすのは……レイン家に生まれ……それが使命で……。


    【なにゆえ変革を志す】【なにゆえ使命を果たす】【なにゆえ役割を果たす】


    【なにゆえわたしを欲する、ヴィヴィ・レイン】……。


    



    　いつのまにか問答は最初の問いに戻ってしまった。ミカエルの問いかけに答えつづけると、ヴィヴィは最初の入り口に戻るしかない。


    　──なぜ、わたしはミカエルを欲するのだ？


    　──トリガーを引いて世界を変革するため？


    　──それがわたしの生きる意味だから？


    　──なぜ変革が生きる意味なのだ。それは誰に押しつけられたものだ。


    　──両親。祖父母。生まれた家、幼少期から与えられた教育……。


    　──だがそれは、本当にわたしが欲したことか？


    　──ミカエルを制御することが、わたしがこの世界に生まれ落ちた意味なのか？


    　ようやくここまで辿たどり着いたというのに、ヴィヴィはミカエルの仕掛ける問答から先へ進めない。


    　ミカエルに乗るために生まれたときからずっと努力をつづけてきた。いまようやくその目的を達しようとしている。しかし、ヴィヴィにはその先がない。


    　そのとき、先ほどファニアの部屋でアナスタシアに言われた言葉が響いた。


    『ヴィヴィがミカエルに心を食われた理由は、儂わしから見ればひとえに、ヴィヴィの内面の未熟さに原因がある』


    　アナスタシアが告げた未熟さとは、このことか。


    　自分に欠けているものは、なんだ。もしかして、あれか。


    　──理想が必要なのか。


    　──お前を操あやつり世界を変革すれば、戦争が終わるかもしれない。それで充分ではないか。


    【なにゆえ戦争を終わらせる】


    　また「なにゆえ」か。いつまでつづけるつもりだ。ええい、それは……ひとびとが平和に暮らすためだ。万人の幸福につながるからだ。


    【なにゆえ万人の幸福を望む】


    　いい加減にしろ!!　公共の利益を望んでなにが悪い、誰にも糾きゆう弾だんできぬ、絶対の正義ではないか!!


    【なにゆえ公共の利益を望む】


    　……に、人間は、そういうものを望むからだ！　幸福を望むのが人間の当たり前だ！


    【なにゆえ人間は幸福を望む】


    　哲学に興味はない！　そういうことは聖職者に聞け!!


    【なにゆえ人間は幸福を望む】


    　理由などない！　そういうふうにできているんだ、人間とは！


    



    　出口のない問答にヴィヴィは疲れ果てていた。なにをどう応こたえようと、ミカエルは「なにゆえ」を繰り返すだけの堂々巡り。そして最後は。


    【なにゆえわたしを欲する、ヴィヴィ・レイン】


    　入り口に戻る。


    　疲れ果て、泣きたくなる。しかし逃げ場はない。自分はここでミカエルに捉とらえられ、永遠にこの子どもの嫌がらせみたいな問答に付き合わねばならないのではないか。もしかすると外界ではとっくに自分は植物状態になって、また培養槽で眠っているかもしれない。


    　心がへし折れそうになった、そのとき──。


    《ウソだからだよ。ミカエルにウソは通用しない》


    　新しい声が、ヴィヴィの内面に響いた。


    《本当は、世界の平和とか、みんなの幸福とか、そんなこと考えてないのに。仕方ないからとりあえず心にもないこと言ってるだけ。だからミカエルは応こたえない》


    《正直な気持ちでいいじゃん。正直に応えたら、ミカエルに届くかもよ》


    　お前は誰だ。


    《知ってるくせに》


    　……アステル・エアハート。


    《こんにちは、ヴィヴィ。ていうか、あたしはあなたなんだけどさ》


    　……そうらしい。


    《これから、あたしの記憶と経験をあなたにあげるよ》


    　……………………。


    《いや？　知りたくない？》


    　…………グレイスランドで過ごした、七年間の記憶か。


    《うん》


    　……わたしがそれを知ってどうする。役に立つとも思えぬが。


    《ミカエルに届く言葉が、あなたのなかに生まれるかもよ》


    　……………………。


    　……しかし……それをやれば、あなたは永遠に消えるのでは。


    《消えないよ。あなたに還かえるだけ》


    　………………。


    《あたしはあなたになって、またルカに会うよ》


    　……ルカ・バルカ。……ファニアに話は聞いている。……それほど大切なのか。


    《うん。大好き。ずっと一緒にいるって約束したんだ》


    　……………………。


    《あたし、約束守りたい》


    　……………………。


    【なにゆえわたしを欲する、ヴィヴィ・レイン】


    　何度も繰り返されて、けれど答えることのできなかった問いの答えは。


    　使命を果たすためではなく、万人の幸福のためでもなく、その場しのぎの薄っぺらい理想でもなく。


    《ルカに、また会いたいから》


    　ただ、ちっぽけな恋のために。


    《その気持ちを、ミカエルに届けよう》


    　──これ以上ないほど、独りよがりな理由だな。


    《最高でしょ》


    　──……わたしのウソより、少しはマシかも。


    　万人の幸福とか、公共の利益とか、これまで考えもしなかったことより。


    　アステルの気持ちのほうがよほど純粋で力強い。


    　それならミカエルも重い腰をあげるかも。なにしろミカエルは女性だから。


    《んじゃ、行くよ、ヴィヴィ》


    　──あぁ。構わない。……アステル。


    《うん？》


    　──ルカに伝えたい言葉は？


    《はは。これから、あたしはあなただよ》


    　──わかっている。……ただ、なんとなく、なにかあればと思って。


    《優しいね。さすがあたし。言葉は特にないけど……歌かな》


    　──歌？


    



    　そばにいるよ


    　みえなくて　さわれなくても


    　かぜのなかに　あおいそらに　わたしは　いるよ


    



    　歌声と共にアステルは両手を広げ、ヴィヴィを抱きしめた。


    　透明なアステルの身体が、ヴィヴィと重なり、その内側へ溶けていく。


    



    　こころは　つながってる


    　こころは　つづいてく


    　あなたと　いきていくよ


    　あなたと　わらってるよ


    



    　同時にヴィヴィの五感に、アステルが過ごしたグレイスランドでの七年間が圧縮されて送り届けられる。


    　アステルが見たすべての景色、出会ったひとびと、くぐり抜けた戦場、そして抱きつづけた感情、あらゆるアステルの体験が、ヴィヴィの内側へ注ぎ込まれ、ヴィヴィのものになる。


    『腹に力入れて、本気で歌ってみろ。声、張り上げていいから』


    　アステルの歌でお金を稼ぐために、誰もいない原っぱでルカが告げた言葉が。


    『べ、別に！　こんなの普通だし！』


    『なに怒ってんだよ。なにも言ってねーよ』


    『怒ってないもん！　あたし、普通だし！　あんたなんかなんとも思ってないし！』


    『わかってるよ、わざわざ言うな。お、おれだってお前なんかなんとも思ってねえ』


    　夜、河原で焚たき火をしながらふたり、歌の練習をしていたときのことが。


    『金貨！』『え？』『もらった金貨、出して！』


    　歌を気に入った貴族に買われ、馬車に乗って……。馬車から飛び降り、ルカのもとへ駆けつけて、逃げたときのことが。


    『なにしてんの、お前？』『うっさい黙れ野蛮人。なにしようがあたしの自由でしょ』『……バカだろ、お前』


    　あのとき、ルカは呆あきれながらそう言った。お金はなくても、宿屋のベッドで眠れなくても、アステルはただ、ルカと一緒に旅したかった。


    『ありがと、ルカ』


    　野宿していて、どうしようもなく幸せな気持ちになって、眠るルカにそう告げた。


    『死なせねえぞ。絶対、死なせない。おれがどうなろうが、お前だけは助ける』


    　ウルキオラ暴動のとき、銃撃を受けて昏こん睡すい状態に陥おちいったアステルの手を握りしめて、ルカが告げた言葉が。


    　なにもかも、ヴィヴィの心に溶けていく。


    　景色は、ガス灯の照らし出す夜道になった。


    『おれがそういう、バカな貴族みたいなことしそうになったら、お前が教えてくれ。お前が一番、おれの近くにいるし。おれの変化は、お前が一番先に気づくと思う』


    　巡礼僧の格好をしたルカは、そんなふうにアステルに頼んだ。


    　今度は突然、流れの速い大きな川が現れた。


    　大きな狼おおかみにルカとアステルが前後にまたがり、散歩していた。


    『よし、旅立とう。あんたとあたしとバウワウの三人で。世界の謎を解き明かしに、てきとーにどっかへ』


    　ルカは「これからクサい台詞せりふを言うから、絶対茶化すな」と前置きして、不器用そうに、こんなことを言った。


    『お前がいたからここまで来れたと思ってる。だから、おれにできることはなんでもするから、隠しごともするな。話してくれたら、おれがなんとかする。つまり……お前は幸せになれ』


    　とても幸福な気持ちだった。クサい台詞を返す勇気もないから、同じ言葉をアンコールしてごまかした。


    　あのとき思った。わたしの幸せは、ルカと一緒にいることなんだと。


    『あたしたちの合い言葉。あたしが全然ちがうかたちになっても、あの歌が、あたしがあんたのそばにいるって教えてくれるよ』


    　ジェミニに敗れ、潰かい走そうするルカに寿命のことを告げて、ふたり、バウワウにまたがって星のしたを歩みながら、そんなことを言ったっけ。


    　そして──。


    『また、会える!!』


    　七年間の活動期間が終わる日。風と光を呼び込んで、マクシミリアノの兵士を吹き飛ばしながら、わたしはルカにそう言った。


    『わたしは、ヴィヴィ・レイン!!』


    『ヴィヴィ・レインを見つけて……っ!!』


    　あなたがわたしを見つけてくれたら。


    　わたしたちの合い言葉……あの歌を歌うよ。


    



    　光が溶けてゆく。暗闇が戻ってくる。すべての映像が、風が、匂いが、消えていく。


    



    　アステルがいなくなり、ヴィヴィは集合的無意識下でまたひとりになっていた。


    　涙が、止まらなかった。


    　涙の理由は、もうわかっていた。


    　胸が温かくて、切なくて、苦しくて、うれしくて。


    　ルカに会いたくて、どうしようもなくて。


    　痛みと喜びと切なさの混じり合った、この感情を恋と呼ぶのか。


    　ミカエルが、また同じ問いを繰り返す。


    【なにゆえわたしを欲する、ヴィヴィ・レイン】


    　ヴィヴィはくしゃくしゃに泣きながら、しっかりと顔を上げ、いま胸の奥深くからこみあげてくる純粋で強い気持ちを言葉に変えた。


    



    「また、ルカに会うために」


    



    　闇が破れた。


    　裂け目から、光があふれてきた。


    　光のむこうから、誰かの手が突き出された。


    　誰の手なのか、ヴィヴィにはもうわかっていた。


    　泣きながら、ヴィヴィは右手を差し伸べた。


    「約束、守ったよ」


    　ヴィヴィの右手を、闇から伸びてきた誰かの右手が、握り返す。


    　ヴィヴィは掴つかんだ右手に、力を込めた。


    　そして、そのひとの名前を呼んだ。


    「ルカ」


    　涙の皮膜のむこう、稲妻のように屈折した入れ墨。


    　ヴィヴィの手を強く握り、光の奔流と共に、闇から生まれ落ちたルカが目を見ひらく。


    『アステル……!?』


    　ヴィヴィは泣きながら微ほほ笑えむ。


    　そして、両手を広げる。


    「わたしは、ヴィヴィ・レイン」


    　ルカにしがみつき、頬ほおをすり寄せる。


    



    「はじめまして。また、会えたね」


    



    　あふれてくる涙をぬぐうことなく、ヴィヴィはいっぱいの笑顔を咲かせた。


    



    「ありがとう、わたしを見つけてくれて」


    



    　閃せん光こう──。
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    　いきなりヴィヴィの視覚が、三十に分割された。


    　通常の視界を三十の碁盤目に区切り、さらに視野を自分の周囲三百六十度に展開したかのような。


    「!?」


    　さらに、すさまじい音響がヴィヴィの耳に届く。


    　銃撃音。怒声。血だまりに沈んでいる兵士と魔女。


    　唐突な場面転換に、ヴィヴィは一瞬、面食らう。


    　区切られた細かな映像はいずれも、飛行戦艦バルバロッサ第一格納庫のそれだ。


    　誰かがこちらを見上げ、叫ぶ声も聞こえる。


    『起動したっ!!　行け、ヴィヴィ、儂わしらに構うな、行けぇっ!!』


    　アナスタシアが、ヴィヴィの遙はるか下方からそう怒鳴っている。声が異常に通りよく聞こえる。


    　アステルの記憶も、ルカも、集合的無意識の世界の光景は消えていた。目の前にあるのは格納庫で銃撃戦を繰り広げる魔女と兵士。さっきまでいた現実だ。


    　そして、この状態は、まさか。


    　ヴィヴィは足を一歩、前へ踏み出す。


    　白銀の炭素材装甲に守られた右足が、三十分割された視界の一部に映し出される。同時に、フロアの床ぎりぎりの視点から、物陰に隠れている敵兵士の顔が見える。


    　三十もの視点を、ヴィヴィは当然のように把握できる。視覚中枢の処理能力が桁けた違いに跳ね上がっているのだ。


    　──これはミカエルに取り付けられた、カメラ画面か。


    　試しに右手を突き出してみる。


    　全長十メートル近い長剣がのっそり、三十分割画面の一部に現れる。


    　これだけ細かく画面が区切られながらも、ヴィヴィの視神経はそれらの位置関係を精密に把握し、理解できる。


    　──熾天使セラフイム級ナノマシンの仕業だ。


    　──わたしの神経細胞が、ナノマシンにより活性化している……！


    　ヴィヴィは自分に起きていることを理解する。


    　──ミカエルを制御するとは、こういうことか！


    　思念だけで、ミカエルの手足を自在に動かせる……だけではない。


    　ミカエルに取り付けられたあらゆる電子機器から送られる情報を、脳に入り込んだ幾千億の神経細胞ナノマシンが解析し、ヴィヴィの五感として理解させているのだ。だから三十のカメラの画像を届けられても、混乱することなく同時に視認できるし、思念だけで画面を拡大縮小することもできる。


    　いまのヴィヴィは、ミカエルの搭載するすべての電子機器を思念で操作し、すべてを統括的に把握することができていた。


    　──ミカエルが、わたしになった……！


    　これなら、なんだってできる。


    　ミカエルとなったヴィヴィは格納庫内を見回し、コンテナの陰に隠れた敵兵を発見し、歩み寄る。迫り来る白銀の巨体に怯おびえながらも、兵士たちは果敢に七・九ミリ弾の銃撃を見舞う。


    　被弾箇所と損傷状況まで、ヴィヴィは感覚で理解する。装甲に守られているから痛みは感じないが、生命金属を通して外界の温度が伝わってくる。もしもミカエルで火の中に飛び込んだなら、相応にヴィヴィ本人も熱いだろう。


    　──蹴け散ちらせ。


    　そう決めて、ヴィヴィは思念だけでミカエルを走らせる。


    　通常のフットペダルと操縦桿かんで操縦する機械兵なら走行は至難の業だが、神経接続に成功してしまえば自分の足で走るのと同じだ。


    　走行する十八メートルの巨体を見て、兵士たちは呆気あつけなく撤退を決め、白目を剥むき、泡を吹いたままのグレゴリオの両脇わきを担かつぐと格納庫の出口へと走る。


    　ヴィヴィは追わない。


    　アナスタシアがこちらを見上げ、叫ぶ。その声を機外集音マイクが拾い上げる。


    『儂わしらは翼竜で逃げる！　おんしはルシフェルと共に逃げよ！』


    　普通の機械兵なら、手信号か、もしくは脚部の伝声管を通して地上員と会話するしかない。


    　しかしミカエルには、機外スピーカーが搭載されていた。ナノマシンが送り込んでくる情報によりそれを知覚しているヴィヴィは、スピーカーから返事する。


    「わかった。死ぬなよ」


    　思ったよりも大きい声が、スピーカーから魔女へ届いた。魔女もこの機能は知らなかったらしく、一瞬口をぽかんとあけて、それからいつもの口元だけの笑みを戻す。


    　ミカエルはいまだ後部ハッチに上体を載せたままのルシフェルを見やる。


    　先ほどまでは、這はい上がろうとあがいていたが、いまは全く動きが止まっている。かろうじてひじと床の摩擦でここに留まっている状態。


    　──ルカはまだ目覚めていない……。


    　先ほど確かに集合的無意識下でルカを闇から引きずり出した。だが一度かたちを失っていたルカの意識は、まだ眠ったままのようだ。一度、無に溶けてしまった個人の意識が、再度かたちを得ただけでも奇跡的だし、贅ぜい沢たくはいえまい。


    　ともかく、このままルシフェルを放っておけば、落下してしまう。


    　──ルシフェルを抱えて逃げる……！


    　決意して、ヴィヴィは背中の飛行ユニットを準備した。ここでひらいてしまうとハッチから外に出られないため、空中で展開するしかない。一か八かだ、だが必ずできる。


    　格納庫のコンクリート床を軋きしませ、一歩ごとに重い響きを立てながら、ミカエルは後部ハッチへと歩み寄った。


    　まず、持っていた剣と盾たてをその場に捨てた。せっかくの武器だが、両手がふさがっていてはルシフェルを助けられない。


    　そして片膝ひざをつき、伸ばした両手をルシフェルの両脇わきへ差し込む。生命金属だからこそ可能な柔らかな挙動。フレームとギアの組み合わせで動く通常の機械兵には不可能な、人間に遜そん色しよくのない動作を、いまのミカエルは達成している。


    　ルシフェルはぐったりとしていて、掴つかんでも反応が薄い。ルカは無事だろうか。以前のヴィヴィのような植物状態に陥おちいっていないといいが。


    「無事か。死んではいまいな」


    　ルシフェルの両脇に差し込んだ両手を、背中に回して組み合わせた。ミカエルがルシフェルを正面から抱きすくめるような格好。ルシフェルはされるがまま、死体のように両手両足をだらりと垂らして動かない。


    　飛び降りようとしたそのとき、不意にヴィヴィの耳元で声がした。


    『……ヴィヴィ。聞こえますか。……ファニアです』


    　補助操縦席に座っているファニアの声が、無線のように耳元へ届く。神経接続しているもの同士、電子機器を通じて会話ができるらしい。


    「聞こえる。無事か、ファニア。状況は見えているか」


    『はい。すべて見えます。操縦はできませんが』


    　脳内が熾天使セラフイム級ナノマシンに浸されたヴィヴィはすでに、ミカエルのすべての機能を理解している。だからいまファニアにできることも、わかる。


    『わたしが許諾すれば、ファニアに機能の一部を譲り渡すことが可能だ。スピーカーを通じてルカに語りかけてみてくれ』


    　ファニアは思念波を送り、外部スピーカーの機能をファニアへ譲渡した。


    　するとスピーカーから、増幅されたファニアの声が外界へ送り出される。


    『……ルカ。……聞こえますか？　起きてください、ルカ』


    　本当に人間同士のように、ルシフェルを抱きしめたミカエルがそう話しかけている。しかしルシフェルに反応はない。格納庫に残ったアナスタシアが声を張り上げる。


    「機能の確認はあとにせい！　早う逃げるのじゃ！」


    　と言いつつ自みずからは懐ふところからフクロウを取りだし、外へ放った。近隣を跳び回っている翼竜を呼びつけて逃げるつもりだ。


    　アナスタシアの言うとおり、さっさと逃げよう。ミカエルは顔を上げ、星空を見み据すえた。


    「行くぞ」


    　そして──。


    　二機の熾天使セラフイム級は抱き合ったまま、飛行戦艦の外へ身を投げた。


    　風を切って落下する、十八メートルの機体がふたつ。


    　高度わずか百二十メートル。


    　地上には、撤退するルナ・シエラ連合軍の灯ともし火びが橙だいだい色の川となって蛇行していた。


    　頭を下にむけ、ミカエルとルシフェルはまっしぐらに落ちていき──。


    　激突寸前、白銀の翼がひらいた。


    　──飛べ、ミカエル。


    　ヴィヴィの思念が青い翼膜となり、星の海に翻ひるがえる。


    　高度、わずか三十五メートル。


    　先ほどからずっと足を止め、星空で行われる飛行戦艦と竜騎兵の戦いに魅入られていた兵士たちは、いきなり落下してきた巨大な機械兵を呆ぼう然ぜんと見上げていた。


    　その上空すれすれを、蒼あおい翼を翻すミカエルが僚機を胸に抱いたまま航過していく。


    　たちまち、悲鳴と叫きよう喚かんが地上を包んだ。


    　この世のものとは思えない光景だった。


    「なんだありゃあ、機械兵が飛んでいる!!」「カルロビバリで見た、あれはミカエルだ、飛ぶのかあいつ!?」「二機もいるぞ、なんなんだあいつら、敵か!?」


    　恐れおののく悲鳴が、集音マイクを通してヴィヴィにまで伝わる。


    　混乱するのも無理はない。彼らにはきっと、創世神話において天界を追放された本物の堕天使のように見えるだろう。


    　高度を上げようとした矢先、ファニアから無線が入った。


    『ヴィヴィ、ほんの少し、この場に滞空することはできませんか？』


    　ヴィヴィはわずかに首を傾かしげる。


    「できる。が、なんのために」


    『……地上を歩む彼らは、かつてのわたしの王国の民です。敗戦により意気消沈しています。彼らを励まし、勇気づける役目を果たしたいと思います』


    　神経接続を通じて、ファニアの真しん摯しな感情がヴィヴィに流れ込んでくる。


    　いい格好をしたい、とか、彼らに崇められたい、とか、そういう卑しい気持ちから発せられた言葉でないことは、ミカエルを介して繋つながったファニアの意識から伝わってきた。この非常時にありながら、ファニアは心底、民を見捨てて逃げることができないのだ。


    　この切羽詰まった状況においてそんなことをしても、一文の得もないのに。それどころか自分の身が危うくなるかもしれないのに。ヴィヴィは呆あきれ、同時に、感心した。やはり王族というものは、普通の人間には理解できない感性を持つらしい。


    「すごいひとだな、あなたは」


    　素直な言葉を届けると、ファニアは若干戸惑った。


    『出過ぎた真ま似ねかもしれません。ですが、傷ついた民の前を素通りすることは、わたし自身を否定することに繋つながります』


    「……わかった。滞空する」


    『ありがとう、ヴィヴィ』


    　感謝して、ファニアは地上を見下ろした。


    　ファニアの網膜に、ミカエルのカメラが撮った映像が映し出される。


    　ファニアは疲れ果てた迷える民へ、口をひらいた。


    



    　高度三十メートルほどのところに滞空する機械兵を、ルナ・シエラ連合軍五千人ほどの兵士たちが怯おびえながら見上げていた。


    　満月を背景にして、ぐったりしたルシフェルを右手に抱き、飛翔していたはずの天使はいきなり空域の一点に留まり、兵士たちを見下ろしている。そのすがたは神々しくもあり、禍まが々まがしくもあった。天使なのか、それとも悪魔か。兵士たちは息を呑のみ、天空を見つめる。


    　なにをするつもりだ。裁定の炎でおれたちを焼き払うつもりか。すでに愛する国家は敗れ、疲れ果てて、どうなろうが構わない。そんな投げやりな気分さえ混ざり込んだ兵士たちの頭上へ、突然、場違いなくらい澄み切った女性の声が届けられた。


    『絶望してはなりません、偉大なルナ・シエラ共和国の市民たち』


    　おぉ……と兵士たちが一斉におののきの声をあげ、互いに顔を見合わせる。


    　不思議な声だった。無理やりに張り上げて発声しているわけでもなく、落ち着いた口調なのに、平原の隅にまで届きそうなほどの音量がある。


    　こんな声は聞いたことがない。もしかするとおれたちが見上げているこれは、本物の天使かもしれない。


    『自由と平等という概念をグレイスランド全土へ普及するべく、あなたがたは戦いをはじめました。その理念は尊く、子どもたちへ受け渡してゆく価値のあるものです。……いま不幸にして戦いに敗れ、故郷への遠い道を歩むみなさまに、どうか美しい理念を捨てぬようお願いしたいのです。あの革命に命を賭とし、散っていったひとびとのためにも』


    　切々とした感情のこもった声が、天使から送り届けられる。音の響きと共に、言葉の抑揚も洗練された音楽のようで、聞いているだけで心地がいい。


    　居合わせた兵士たちはいつのまにか、その場に膝ひざをつき、両手を天に掲げていた。涙を流して、感激を伝えるものもいる。長い撤退に疲れ切った心に、この天使の慈しみが深く沁しみていった。


    「あぁ、天使さま……っ!!」「我らをお救いください!!　我らの罪をお許しください!!」「どうか天使さま、共和国をお守りください!!　わたしたちの国をお救いください!!」


    　すがるような声が次々にあがる。


    　そしてそのなかに、こんな声が交じりはじめた。


    「もしやファニア殿下!?　ファニア殿下が乗っておられるのですか!?」


    「あなたの声を忘れるわけがありません!!　そこにおられるのならどうか仰おつしやってください!!」


    　声は、かつて王女付き近この衛え連隊に所属した兵士たちからあがっていた。常日頃からファニアと一緒に過ごしていた彼らには、なじんだ抑揚、懐かしい声質、なにより言葉から伝ってくる格調の高さ、すべてがファニアとしか思えなかった。


    　兵士の声は、集音マイクを通じてファニアにも伝わっていた。


    　一瞬、名乗ることに躊ちゆう躇ちよした。


    　しかし、思い直す。


    　──わたしのつとめを果たさねば。


    　決意を込めて、名乗った。


    『もはや殿下ではありません。王権が廃止されたいま、わたしは一市民、ファニアです。あなたがたがわたしの断罪を望むなら、処刑台にも立ちましょう。わたしの望みはひとつ、苦しみも喜びもすべて、あなたがたと共有することにあります』


    　おおお、と驚きよう愕がくのまなざしが地上に広がっていく。


    　この神々しい機械兵を操あやつっているのが「悲劇の王女」ファニアだというのか。過ぎ去りし王政時代、おれたちに君臨したあの美しい少女が天使の正体だったのか。
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    「断罪など望むわけがありません、市民ファニア!!」「おれたちと共に生きてください!!　あなたはいまや、おれたちの希望です!!」「革命の理念に賛同してくださるのですか!?　それなら反対するものなんていない、おれたちを導いてください市民ファニア!!」


    　歓呼が湧わき上がり、「市民ファニア」の呼び声が五千人によって唱和された。


    　疲れ果てた敗残兵のすがたは掻かき消え、喜びと感激に満ちた表情と手拍子が地上一帯を覆っていた。ファニアの胸にも、喜びがこみあげる。


    『いつか必ず、わたしはラランディアへ戻ります。これからの艱かん難なんをあなたがたと共に過ごすために。どうか、生き抜いてください。辛つらくても、悲しくても、みじめでも。もうなんの力も持たないわたしですが、許されるならせめて、あなたがたに寄り添いたい。遙はるかな理想を目指す苦しい旅路を、共に歩みたい。そう願ってやみません』


    　スピーカーが増幅するファニアの声はあまりに神々しくて、大天使そのものだった。


    　兵士たちは泣きながら、天に両手をあげてファニアの名前を呼んだ。おれたちを救ってくれるのはファニアしかいない。悲劇の王女が、天使となって帰ってきた。だからきっと大丈夫だ、自由と平等の夢はまだ、潰ついえていない。


    　涙を流し、笑顔をたたえ、空中に浮揚するミカエルへ五千人の兵士たちがそろって両手をあげ、歓呼はやむ気配もない。


    　これで彼らが元気を取り戻し、故郷への辛い道のりを越えていく力になれば。


    　ファニアは彼らの帰還を祈りながら、ヴィヴィに話しかけた。


    「ありがとう、ヴィヴィ。協力してくださったことに感謝します」


    　ヴィヴィも地上の様子を見渡しながら、返事する。


    「見事だ。あれだけ疲れ切っていた兵士たちが、これほど元気になるとは」


    「装置のおかげです。この機能は小さな声でも遠くまで響くので、とても良いですね」


    　スピーカーを知らない兵士たちには、ファニアの声が魔法のように響いたことだろう。地上に広がる感激の波は涛とうを生んだのは、演説というよりこの電子機器の力だとファニアは思った。


    　ヴィヴィは地上の兵士たちから、空中の飛行戦艦へと目を移した。


    　大きく傾いたバルバロッサには、いまだソヴィニオンが食らいついて損傷を与えていた。だが彼方かなたの空域に複数の標識灯が瞬またたいているのも見えた。ヴィヴィは思念だけでその空域に焦点を当て、拡大し、画像の解像度をあげ、視認する。


    「……飛行艦隊を呼び寄せた。竜騎兵も潮時だな」


    　バルバロッサの危機を察知し、近辺を遊ゆう弋よくしていた小型飛行艦艇が十数隻せき、掩えん護ごに駆けつけたようだ。近この衛え竜騎兵隊の頭数では、艦隊に対抗するのは難しかろう。


    「こちらも逃げねば」


    　ぐずぐずしていれば敵高速艦の追尾を受ける。動けないルシフェルを抱えている以上、さっさと離脱するのが最善だ。ルシフェルを片手に抱いたまま飛行ユニットを加速させると、ほどなくして戦艦の灯ともし火びは星ほし屑くずに埋もれた。


    　夜空を飛翔しながら、ヴィヴィは思案する。勢いに任せてバルバロッサから脱出してしまったが、事前にこの状況を全く想定していなかった。偶然の連続でこうなってしまったため、あとのことなどなにも考えていない。


    　──これから、どうすべきか。


    　エデンからは追われるだろう。ならばジュデッカへ戻るしかないか。だがヴィヴィとアナスタシアは十五年前、ジュデッカ宮廷の保守派と敵対してエデンへと逃げた身の上だ。ジュデッカへ戻ればヴィヴィはともかく、アナスタシアは殺されるだろう。なんだかんだであの魔女のおかげでミカエルに乗れたわけだし、見捨てるのも忍びない。


    　──行くあてがない……。


    　内面の嘆きに応こたえたのは、ミカエルだった。


    【ここへ】


    　同時にヴィヴィの三十分割画面の一部に、ミカエルの示す目標地点が表示される。


    　北エデン特区。聳そびえ立つ長大なエデンの壁の中腹。


    　高さ一千五百メートルほどの壁面に直接、なぜか八端十字の紋章が蒼あおく刻印されていた。


    　紋章の大きさは五、六メートルほど。これを視認できるのは鳥か翼竜か飛行艦艇の乗員だけだ。地上から見上げても、気づくものはいないだろう。


    　そして、瞬時に場所の意味を理解する。


    　ヴィヴィは目を見ひらく。


    



    「ワールド・トリガー」


    



    【起動するときが来た】


    　驚きよう愕がくするヴィヴィの脳裏に、ワールド・トリガーの正体が視覚情報となって送り込まれる。


    「………………っ!!」


    　想像を絶する、その正体、その役割、その意味。


    　世界の秘密を、ヴィヴィはいま知った。


    「こんなものを、起動したら……っ!!」


    　言葉が、つっかえる。喉のどが一瞬にして干上がってしまった。


    【幸せになれる】


    　ミカエルの言葉に、ヴィヴィは返す言葉がない。


    　ミカエルを制御するために生きてきた。ミカエルを従わせることができれば、伝説のワールド・トリガーを起動できると教えられた。しかし起動したあとのことは誰も知らなかった。ただ「世界を変革できる」、そんな曖あい昧まいな効果だけを知らされてきた。


    　その正体が──まさかこれほどとは。


    　同時に、同じ視覚情報を得たファニアもまた、ミカエルにむかい叫んだ。


    「起動してはなりません!!」


    　いつもの落ち着いた態度を放り出し、珍しくファニアが声を荒らげる。


    「グレイスランドが滅ほろびます!!」


    　ふたりに対し、ミカエルは冷たく告げる。


    【ルシフェルはルカを受け入れた】


    　ヴィヴィとファニアはふたりとも半ば口をひらき、ミカエルの言葉を待つ。


    【起動の条件は整った。選ぶのはお前たちだ】


    　言葉はそこで終わった。


    　ヴィヴィもファニアも思考が凍結したまま動かない。


    　ワールド・トリガー。


    　意味も知らず、ただレイン家に受け継がれた呪文として唱えつづけたその一語。ようやくその正体に辿たどり着き、戦慄を禁じ得ない。


    　だが、ともかく──ヴィヴィはミカエルに指定された場所へと飛びつづけた。


    　ミカエルは起動を強制してはいない。決断するのは二機の熾天使セラフイム級に乗り合わせた四人の操縦士──ヴィヴィ、ファニア、ミズキ、そしてルカだ。


    　──ルカの考えを聞こう。


    　──それから、決めればいい。


    



    　世界の秘密をこじあける鍵かぎを、自分たちは手中に収めた。


    　ひらくのか。閉じたままにしておくのか。


    　決めるのは機械ではない、わたしたちだ。

  


  
    



    



    三章　ワールド・トリガー


    



    



    　星空のした、北方を目指し、ミカエルは飛びつづける。


    　ミドルレイクを越え、エデン特区上空を瞬またたく間に航過して、眼下に北エデン特区のうっそうとした山岳地帯を見下ろした。


    　行く手では、漆黒を埋めてきらめく星たちが高度三千メートル以下のところで一斉に断絶していた。空の裾だけを黒の幔まん幕まくで覆い隠したような、不条理な光景。


    　幔幕の正体は東西を果てなく断絶する「エデンの壁」だ。


    　この上方は、エデン。グレイスランド人の誰も見たことのない、天上の世界。


    　ミカエルに指定された空域の周辺に、駐機できそうな場所は見当たらなかった。


    　ルシフェルの身体を抱いたまま、ミカエルは高度を落として山岳地帯上空をしばらくさまよい、渓けい谷こくを発見した。


    　星明かりを映し出す細い川面の直上を、高度四十メートルから遡そ上じようしていくと、沿岸の岩壁が大きく抉えぐれ、奥まっている場所があった。高度を落として覗のぞき込むと、象とキリンが雨宿りできそうなくらい広くて深くて天井が高い。ここなら、上空から発見されないだろう。


    　ずん……と重い音を立て、ミカエルの両足が砂じや利りを捉とらえる。岩壁の空洞へ入り込み、そして生物のような柔らかい動作で、ゆっくりとルシフェルを地面へ下ろす。


    　そろえた両膝ひざを地について、ルシフェルはがくりと前のめりになった。しゅうう……と蒸気のような音がして、ルシフェルの胸部ハッチがひらき、うなじから繭まゆ型搭乗席が半分だけ顔を出す。


    　ミカエルはその傍かたわら、片膝をついて駐機し、頭こうべを垂れる姿勢になる。


    　そのうなじからも繭型搭乗席が半分だけ飛び出し、胸部ハッチがひらいた。


    「すまない、ファニア。神経接続の影響により、わたしは二十四時間動けない。きみだけで降りてくれ」


    　無線で呼びかけると、ほどなくして搭乗席内へ星明かりが差し込み、ハッチのむこうに星空と、ファニアの笑みが現れた。


    「あなたを担かついで降ります」


    　ファニアはヴィヴィの傍らの狭い空間に降り立ち、安全ベルトを外し、上体を抱き起こした。


    「無理だ。きみにも神経接続の影響がある。ふたりとも落下する危険が大きい。わたしは二十四時間ここで休み、自力で降りる。ここは快適なベッドだから構わないよ」


    「……そうですか。実は、身体にあまり力が入りません」


    「補助とはいえ、神経接続の影響は残る。わたしに構わず、ルカとミズキを」


    「……わかりました」


    　ファニアはヴィヴィの上体を再び搭乗席へ横たえる。ヴィヴィの言うとおり、いまの自分の状態でヴィヴィを担かついでここから降りるのは危険だった。地面からの高さが十メートル近くあり、落下したら命にかかわる。それにここならシートのクッションがあるから、地面で寝るよりも休みやすい。ハッチのむこうの星空を鑑賞しながら眠ればいいだけだ。


    「なにかあったら呼んでください」


    「あぁ。ありがとう」


    　ヴィヴィを搭乗席内に残し、ファニアはひとり、月明かりを頼りにしてミカエルの背中を伝い、砂じや利りの地面に降り立った。


    　それからゆっくりと、正座してうなだれているルシフェルの胸部ハッチへ歩み寄る。補助搭乗席内を覗のぞき込むと、かつての王女付き近この衛え機械兵連隊のエースがぐったり、赤毛で顔を隠していた。


    「ミズキ。無事ですか。ミズキ」


    　呼びかけながらミズキの安全ベルトを外し、担いで機外へと下ろす。胸部ハッチは地面からそれほど高くなく、小柄なミズキを担ぎ出すのは可能だ。そして、特殊スーツを着込んだミズキの身体ははっきりと女性のそれだった。意外に思いながらも、細石の地面にミズキを寝かす。外傷はないし、失神しているだけだ。明日は動いてくれるといいが。


    　そしてファニアは息を整え、上方を見み据すえて、ルシフェルの首筋へと這はい上った。十メートルの高所まで、登るだけでも一苦労。息が切れて、油断すると手足から力がいきなり抜ける。ともかくルカの安否を確認せねば。


    　半分だけ外界へ突き出された繭まゆ型搭乗席。上向きのハッチの直前に膝ひざをついて、手でひらき、なかを覗き込む。


    　満月の蒼あおい光が、顔の上半分をヘルメットで覆い、肌に吸い付く特殊スーツを着込んだ男性を照らしていた。


    　その左頬ほおに、稲妻のように屈折した入れ墨。


    　両手を差し伸べ、ヘルメットを取り払う。


    　月光が、目を閉じたままのルカを照らし出した。


    　どくん。


    　ファニアの心臓が跳ねた。手を差し伸べ、ルカの胸に当ててみる。


    　心音が伝ってくる。大丈夫だ、生きている。


    　また、会えた。


    「ルカ」


    　反応はない。ファニアはさっきヴィヴィにしたように、自みずからの両足を搭乗席内へ差し入れてベルトを外し、ルカの上体を抱き起こした。


    　頬を赤らめ、至近からルカを見つめる。


    　すぐそこに、眠るルカの顔がある。


    　搭乗席内は狭い。ふたりの特殊スーツ同士が擦こすれあう。薄い生地のむこうに、確かな彼の鼓動、体温、弾力がある。


    　自みずからの鼓動も速くなる。彼は起きる気配がない。


    　ファニアは搭乗席内でルカの背中を右手で支え、名前を呼ぶ。


    「起きてください、ルカ」


    　蒼あおい月光を浴びたルカはしかし、目を閉じたまま起きる気配もない。


    　生きていることは確認できた。無理に起こす必要はないかも。


    　ファニアはそうっと搭乗席へ入り込み、ハッチから上体を出したまま、ルカの頭を自らの膝ひざに乗せた。かつてウルキオラ暴動のとき、傷ついた彼をこうして介護したことを思い出す。そして、しみじみとルカの寝顔を見下ろした。


    「……また、会えましたね」


    　感慨と共に、そう言った。あの革命の夜、ジェミニにさらわれてから、およそ一年半。奇妙な運命はいままた、このひととわたしを巡り合わせた。


    　──星の意志。


    　アナスタシアの言った言葉を反はん芻すうしてみる。人智を超えたなにかが、わたしとルカの運命を操あやつって、今日この場所に運んできた.。きららかな星彩のした、自然にそう思えた。


    　ファニアはそっと、ルカの髪に指を差し入れた。


    　このひとに会えたことに、心から感謝している。


    　そしてこれから、わたしたちはワールド・トリガーを前にして、世界の命運を決めなければならない。


    　どういう決断を、そのときルカがくだそうと。


    「あなたを愛しています」


    　眠るルカへ、そう告げた。


    　ファニアにはすでに、トリガー起動の鍵かぎを握ったルカがくだす決断は見えていた。そしてそれが、自分が歩くべき道とは相反するものであることも。


    「あなたを愛しつづけます」


    　そう告げて、ファニアは目を閉じた。身体から力が抜け落ちていく。今日はもう、このまま眠ってしまいたかった。


    



    　†††


    



    　虚無。永遠も無限も存在できない、圧倒的な無。


    　時間はない。空間もない。微生物も微粒子も、物質そのものの概念さえも存在しない無。


    　その無に──。


    『ルカ。返事しろよ。食われてねえだろうな。返事してくれ頼む！』


    　そんな声が響く。泣きながら、必死に叫んでいる誰かの声。


    『おいルシフェル!!　ルカを食うな、代わりにおれを食え!!　おれのほうが旨うまいぞ、ルカじゃなくておれを食え!!』


    　命を削るようにして、その誰かが叫んでいる。


    　その声へ、もうひとつ別の声が重なる。


    『ルカ。無事ですか。わたしです。ファニアです』


    　どこかで聞いた。懐かしい声。


    『わたしはミカエルに乗り込みました。聞こえていますか。ルカ。ルシフェルは起動できましたか』


    　このひとの名は──。


    　……歌が聞こえる。


    



    　そばにいるよ　みえなくて　さわれなくても


    　かぜのなかに　あおいそらに　わたしは　いるよ


    



    　……この歌……聴いたことがある。どこかで……誰かが……歌ってた。


    



    　こころは　つながってる　こころは　つづいてく


    　あなたと　いきていくよ　あなたと　わらってるよ


    



    　あぁ……そうだ。


    　アステル・エアハート。


    　シルフィにそっくりな、おれの大事な家族。


    　最初の声は……ミズキだ。次の声はファニア。


    　そしておれは……ルカ・バルカ。


    　……なにも見えない。……どこだここは。……暗い。……なんて寂しい……。


    　なにがどうなって、おれはこんなところにいる？


    「また、ルカに会うために」


    　なんだ。誰の声だ。


    　闇が破れた。右手が見える。声の主か。


    　おれも手を伸ばす。


    　誰かの右手を握り返す。


    「約束、守ったよ」


    　誰かの右手に力が籠こもる。


    　光が降り注いでくる。光のむこうに誰かいる。


    　眩まばゆい金色の髪。淡く発光する翡ひ翠すい色の瞳。美しい少女が、おれを見て泣きながら笑ってる。


    「ルカ」


    　この少女は……。


    「アステル……!?」


    　いや……似ているが違う。アステルだけど、アステルじゃない……。


    　少女は泣きながら微ほほ笑えみ、両手を広げる。


    「わたしは、ヴィヴィ・レイン」


    　しがみついた少女が、おれに頬ほおをすり寄せる。


    「はじめまして。また、会えたね」


    　すぐそこに、涙を流したままの笑顔がいっぱいに咲く。


    「ありがとう。わたしを見つけてくれて」


    



    　光があふれ、泣きながら笑うヴィヴィ・レインを掻かき消す。


    　それから光そのものでできあがった空間がおれを包み込む。


    　声が聞こえる。


    【三人に礼をいうのだな。一度消えたきみを呼び戻したのは彼女たちだ】


    　この声は──ルシフェル。


    【わたしもきみたちの物語に混ぜてくれ】


    　ルシフェルの声が消えて、光も消え、また暗闇がやってくる。


    　でも今度の暗闇はなんだかさっきまでと性質が違う。


    　草の湿った匂いがする。虫の音が聞こえる。ぬるい風が髪を梳すく。


    　そして、柔らかくて温かなものが、頭のうしろにある。


    　とても気持ちがいい。心が安らぐ。ずっとこのままでいたい。


    「あなたを愛しています」


    　そんな声が、至近から届く。


    「あなたを愛しつづけます」


    　この声は、まさか──。


    



    　ルカは目をひらいた。


    　最初に星空が見えた。


    　次に月明かりが、こちらを見下ろすようにして眠る美しい女性の顔立ちを照らし出した。


    　驚きよう愕がくで、目を見ひらいた。


    「ファ……っ!!」


    　出かけた声を、寸前で飲み干した。


    　白い特殊スーツに身を包んだファニア・ガルメンディアが、あろうことかルカに膝ひざ枕まくらしたまま、狭い搭乗席内で眠っていた。


    　お互いが着込んだ薄い生地越しにファニアを感じる。身体の起き伏ふくも露あらわな、まるで裸身に直接白と金の絵の具を塗ったような、王女らしからぬ出いで立ち。膝枕されたルカの視線は、くっきりと見事に突き出たふたつの高峰の狭はざ間まに、うつむいたファニアの寝顔を見上げるかたちだ。


    　なんだこれは。どういう状況だ。


    「ん…………」


    　声に気づいたのか、ファニアが一瞬表情を歪ゆがめ、それからゆっくりと目をひらいた。


    「…………………………」


    　ルカにできることは、顔を紅潮させたまま、至近の元王女を見上げることだけ。


    「あ…………」


    　葡ぶ萄どう色の瞳に、ルカの戸惑った顔が映し出される。


    「や、やあ。……久しぶり……」


    　声を掛けると、瞳がいっぱいに見ひらかれ、


    「……こ、これはっ!!　あのっ!!　やましいことはなにもなくっ!!」


    　裏返った声をあげて慌てて立ち上がり、搭乗席の外へ逃げ出す。柔らかくて温かいものが失われ、ルカは残念で仕方ない。


    　ファニアは真っ赤な顔をして、しばらく繭まゆ型搭乗席の表面に突っ立ち、決まり悪そうに視線を泳がせ、何度か咳せき払いをした。


    　気まずい沈黙を経て、ハッチの直前に膝をつき、上からルカを覗のぞき込む。


    「……あの……いつ起きました？」


    「え？　あ、さっきから……」


    「…………………………」


    　ファニアの真っ赤な顔が、ますます紅潮する。しばらく黙ってルカを見下ろし、


    「……なにか、聞こえました？」


    「あ……うん」


    「……なにが、聞こえました？」


    「……その……うん……」


    　言い淀よどむ、その沈黙が答えだった。ファニアの表情の赤が、だんだん濃くなっていく。表情は泣き出しそうだ。ルカは慰めるしかない。


    「い、いや、うれしいよ？　うん、全然うれしい。お、おれだって、きみのこと……そう思ってるし」


    「……………………」


    「……うん。……できれば、起きてるときに言ってほしいけど」


    　ふたり、しばらく沈黙を持てあました。決まり悪くなって互いに視線を外し、ファニアは真っ赤な顔のまま髪を梳すいたり、毛先をつまんだりしてから、突然ぎゅっと視線を硬くし、背筋を伸ばして、ルカを見下ろした。


    「空耳です」


    「…………あ、はい」


    「…………久しぶりですね。息災でしたか？」


    「……あぁ。……ずっときみを心配してた。……アナスタシアの話だと、きみはずっとエデン特区にいたって……」


    「……はい。ジェミニにさらわれた直後、グレゴリオ公爵が三界不可侵の協約を持ち出し、わたしをエデン特区に保護しました。それから一年半ほど、公爵の別邸に」


    　ファニアはかいつまんで、ここに至るまでの事情をルカに伝えた。


    　すべてを聞き終え、ルカは安あん堵どを言葉に映す。


    「……そっか。良かった……。ずっと、きみを心配してた。ジェミニにひどいことされてないか、そればっかり考えて……」


    　月明かりに照らされたファニアが微ほほ笑えむ。


    「……誰にも、なにもされていません。わたしの状況をあなたに伝える手段がなかったのが、とても心苦しかった。グレゴリオ公に、わたしの無事をあなたに伝えるよう何度も頼んだのですが、拒絶されるだけで……」


    「……そっか。……ともかく無事だったからなによりだけど……。ところで。頼みごと聞いてくれるかな」


    「はい？」


    「……膝ひざ枕まくら……もう一回」


    「………………」


    　ルカは決まり悪そうに視線を外す。ファニアも頬ほおを真っ赤に染めて、搭乗席から星空へ目を戻し、こほん。咳せき払いしてから再び、狭い搭乗席内へ足を踏み入れた。そしてルカの上体を抱き起こし、自分はシートの上に膝を流して座り、ルカの頭を元へ戻す。


    「幸せ……」


    　ファニアに膝枕されて、ルカはうれしそうに顔をほころばせる。


    　ふふ、とファニアも微笑む。


    「甘えん坊ですね」


    「身体動けば、もっと甘えたいけど」


    　ファニアの指が、ルカの髪に差し入れられた。母が子にするように、ファニアはルカの髪を指先で梳すき、頭を撫なでる。


    「……わたしは、あなたを好きにできます」


    「なにされんだろ」


    「……こういうこととか」


    　ファニアは指先で、ルカの右の頬ほおをつまんで引っぱる。


    「……こういうことも」


    　左の頬もつまんで引っぱり、楽しそうに笑う。


    「ふぁひあ」


    「はい」


    「ふぁひひへる」


    「え？」


    「ふぁひひへる」


    　頬をつままれたまま、ルカはそんな曖あい昧まいなことを言う。なにを言ったのかは、声の響きでわかる。さっきの空耳の返答だろう。ファニアは頬を引っぱるのをやめる。


    「ちゃんと言って」


    「いやだ。恥ずかしい」


    「言わないと、膝ひざ枕まくらしない」


    「それは辛つらい」


    「言って。早く」


    「……あいしてる」


    　んふー、とファニアは満足そうに笑む。


    「もっと言って」


    「……あいしてる」


    　ぱぁっ、と春の花が咲くみたいに、ファニアが笑った。王族の威厳もなにもかも放棄した、はじめて見せる無邪気な笑顔だった。


    「……わたしも。……あいしてる」


    　ルカの頭を撫でながら、照れくさそうにそう言う。ルカもたまらなく幸せな気持ちになる。


    　ふたりきりの夜だった。


    　ずっと会いたくて、お互いのことが心配で、けれど会えなかった。この一年半に降り積もった悲しみと苦しさが、ルシフェルの狭い搭乗席のなかで溶けて消えた。長く苦しんだ分だけ、幸せな気持ちが大きくなった。


    　──今夜だけは、こうしていたい。


    　幸福のうちにいて、ファニアは静かにそう思っていた。


    　夜が明けたなら、四人で決めなければならないことがある。


    　ルカが選ぶであろう道と、ファニアが選ばなければならない道は、正反対だ。同じ方向へ並んで歩く可能性は、恐らくない。


    　それがわかっているから、今夜だけは。


    　──普通のひととして、過ごしたい。


    　ほがらかに笑いながら、ファニアはルカとふたりだけの時間を楽しんだ。


    



    　名も知れぬ鳥が鳴き交わしながら、澄んだ空を飛びすぎていた。


    　暗かった視界がだんだん明るくなって、白銀の朝霧がゆっくりと黄金へ染まっていった。


    　朝日はもう出ているはずだが、峻しゆん険けんな渓けい谷こくに切り取られた青空があるだけで、日の光はまだ届かない。ルカたちが隠れている空洞へ、ひんやりした風が黄金の朝霧を運んでくる。


    　と、突然、霧が裂けた。


    　裂け目から翼竜が一匹現れ、空洞のなかへ降り立つ。


    　穏やかな顔つきの翼竜は、ひょいひょいと砂じや利りのうえを歩き、仰あお向むけに寝ているミズキの頬ほおをぺろぺろ舐なめた。


    「ん……え？」


    　辛つらそうに目をあけたミズキの瞳に、友達の顔が映る。


    「わっ、バスシバ！　あれ、なんだここ、どこだ!?　おれ、ルシフェルに乗ってたはずだけど……」


    　ミズキは飛び起きて、不審そうに周りを見ながら、バスシバの頭を撫なでる。きゅい、きゅい、とバスシバはうれしそうに尻尾しつぽを振って、再会を喜ぶ。


    「ミズキ、起きましたか。あら……その竜は……？」


    　と、岩陰から白いブラウスと紺のスカートに着替えたファニアが現れた。早起きして着替えていたらしい。


    「うわっ、殿下!?　あれ、なんでここに!?　おれたちいつ会ったっけ!?」


    「事情はのちほど説明します。……その竜はお友達ですか？」


    「はい、バスシバっていって、昔から知り合いで……」


    　ファニアはここに至った事情を手短にミズキに伝え、駐機するミカエルとルシフェル、そのうなじからそれぞれ突き出た繭まゆ型搭乗席を見上げた。神経接続の影響により身体が動かないヴィヴィとルカは一晩、あの搭乗席内で過ごしている。


    「さあ、ルカとヴィヴィをあそこから下ろします。手伝ってください」


    「え、おれ、右足折れてて……っ。あ、でも、バスシバが手伝ってくれます！」


    「……その竜が？」


    「すっげー頭いいんですよ、人間の言葉わかるし。な、バスシバ、手伝ってくれるよな？」


    　ミズキが問いかけると、バスシバは両翼を広げ、飛び立った。


    　そしてルカがいるルシフェルの繭まゆ型搭乗席に降り立ち、誘いざなうように首をひねる。


    「まあ……」


    　感心するファニアに、ミズキは笑いかけた。


    「ほら、すごいでしょ！」


    「とても頼もしいです」


    　うなずいて、ファニアはルシフェルの機体によじ上り、動けないルカを抱え上げた。


    「なんか、すまねえ……」「大きな力を使用した代だい償しようなのでしょう。仕方がないことです……」


    　ファニアは苦労しながらなんとかルカを搭乗席から引きずり出し、バスシバの背に乗せた。きゅいー、と鳴いて、バスシバは翼を広げ、ルカを地面まで運ぶ。ファニアが肩を支えて、河原の大きな岩に背中を預けさせた。落ちていた木の枝を杖つえにして、ミズキはなんとか立ち上がってファニアを励ます。


    「次、ヴィヴィ!!　懐かしいな、おれもヴィヴィに会うのけっこー久しぶりだ」


    「見かけはアステルと同じです。内面がかなり違うようですが……」


    　バスシバがまた先にミカエルの頭部に爪つめを立て、ファニアがひとり、ルシフェルの背中をよじ上っていく。


    　岩を背もたれにして、上体だけ起こして座る格好のルカは、突き出された繭型搭乗席へと視線をむけた。


    　──ヴィヴィ・レイン……。


    　──やっと会える……。


    　シルフィに頼まれ、ヴィヴィ・レインを捜し始めてから約十二年が経った。


    　気がついたら「災厄の魔王」と呼ばれ、グレイスランドの半分を支配するところまで上りつめて、転落し、なぜかこんな場所に流れ着いて、こうして巡り会おうとしている。


    　──ていうか、もう会ってるけどな。


    　集合的無意識と魔女が呼んでいたあの不思議な空間で、ルカははっきり、泣きながら笑顔で腕をひろげるヴィヴィ・レインと出会った。


    『はじめまして。また、会えたね』


    　矛盾の極みにあるようなその台詞せりふがすんなり、あのときルカの胸に収まった。


    　──ヴィヴィはアステルだから。


    　あの台詞は、間違っていない。初対面だけど再会だったんだ。


    　思いに沈んでいたルカの目の前へ、ヴィヴィを乗せたバスシバと、ファニアが戻ってくる。


    「ルカ。こちらがヴィヴィ・レイン」


    　バスシバの背から降ろされ、ファニアが肩を支えて、ヴィヴィ・レインは黙ってルカを見下ろしていた。


    　朝霧のなか、金色の髪が少し濡れていた。けがれない翡ひ翠すい色の瞳。顔立ちも背格好もなにもかも、アステルと同じだった。違うのは、表情がかなり硬く厳しいくらい。


    「やっと見つけたぜ、ヴィヴィ・レイン」


    　座ったまま、ルカはそう言って、にやりと笑った。


    「十二年、きみを捜してた」


    　ヴィヴィはしばらく黙って、脇わきを支えられたままルカを見下ろし、


    「集合的無意識下において、すでに会っている。その記憶はあるか」


    　冷たい口調でそう問う。アステルの言葉遣いとはまるで真逆、訓練された軍人の口調だった。


    「あるぜ。きみの矛盾した台詞せりふも覚えてる」


    　不敵な調子でそう告げると、ヴィヴィは気に入らなそうにしばらくルカを片目で見下ろし、視線を外して吐き捨てた。


    「……忘れろ。……ただの夢だ。……それにあれはわたしではない。アステルの意識の残ざん滓しが言ったこと。わたしの言葉では断じてない」


    　いくら夢のなかとはいえ、初対面の男に泣き笑いしながら抱きついてしまったことが決まり悪いらしい。目線を対岸へ据すえたまま、ヴィヴィはつづけた。


    「……用件を伝える。世界の命運に関わることだ。この四人で話しあい結論をくだそう。それが熾天使セラフイム級を継承したもののつとめだ」


    「へえ。世界の命運。スケールでけーな。いいぜ、四人で話そう」


    　ヴィヴィの話がなんなのか、ルカとミズキには見当もつかない。ルカの近くの岩に背中を預けて地面に下ろされ、ヴィヴィは目線をルカへ投げ、前置きもなく切り出す。


    「……ルシフェルは、ワールド・トリガーについてきみになにか伝えたか？」


    　ルカは記憶を探る。


    　一千億の人生に呑のみ込まれた際、そういう単語に関連するシーンが幾つか通り過ぎたように思える。だが頭のなかに靄もやがかかっていて、思い出せない。


    「……見た……かもしれない。うまく思い出せない。……とりあえず話してくれ」


    　ミズキとファニア、バスシバも近くの砂じや利りに腰を下ろして、四人と一匹は車座になる。ヴィヴィが話をつづける。


    「……正体については誰も知らなかった。ただ世界を変革するほどの力を持つ兵器だと伝承で語られていたのみ。……わたしが内実を知ったのは昨日、ミカエルの制御に成功した際だ。ファニアもわたしと同じものを神経接続を通じて体験している。問題は、あれをどう説明すべきなのか……」


    　ヴィヴィは言葉を探し、口をつぐんだ。


    「……なんだよ。もったいぶるな。さっさと教えろ」


    「その……なんといえばいいやら……ファニア？」


    　困ったように、ファニアに話を回す。ファニアはしばらく考えて、ルカへ顔をむける。


    「……古代……わたしたちの文明が誕生する以前に存在していた文明の映像でした。機械兵や空飛ぶ乗り物が当然のように存在した、遙はるかいにしえの世界……」


    「……あぁ。ジュデッカの皇帝が、そういう文明があったって言ってた。機械兵はそれの遺産だとか。まあ、あってもいいんじゃねーの、とは思うが」


    「……はい。……それでですね。その時代、三界は存在しませんでした。地面はどこまでも平らだったのです」


    「………うん。それもヒルデガルダが言ってた………」


    「そして……前文明を構成していた三つの民族は、ある日、内戦をはじめました。原因は、肌色が異なる他人種への無理解、不寛容、差別と偏見。政府が主導したわけではなく、一般の人間同士が日ごろから他人種へ対する不信感を募つのらせ、ついに暴動が起きたのです。暴動は紛争となり、もともと庶民の道具だった機械兵は誰でも手に入る兵器として使用され、テロが多発し、毒ガスが使用され……。なかでも脅威だったのが他民族にのみ有効な指向性ウイルスです。民族の遺伝子特性の違いを利用し、自民族は感染せず他民族にのみ伝染病に罹り患かんさせる恐ろしい生物兵器……。絶滅の危機に瀕した三民族は、混じり合って生活することをやめ、物理的な国境を求めました。長大なふたつの崖で隔てた三つの大地にそれぞれ移住し、通常手段での通行を不可能にしたならば、積極的に争うこともなくなるだろうと……。そのために生み落とされたのがワールド・トリガー。トリガーを起動するには、清せい廉れんな人格と強固な意志を持つ、選ばれたふたりの人間……そのふたりが操縦する二機の熾天使セラフイム級の協力が必要です」


    　ファニアは説明をつづけた。


    　古代のひとびとは地下の岩盤に虫のような超小型機械を無限に流し込み、掘削を行って、岩盤の下層に巨大な空洞を生み出し、その空洞へ「ソーマ」と呼ばれる特殊な気体を充みたした。これにより地下の岩盤が一斉に隆起、三千メートル隆起した岩盤は「グレイスランド」、その岩盤が割れてさらに三千メートル上方へ隆起した岩盤は「エデン」と呼ばれることとなった。


    「……ソーマはいまだ、エデンとグレイスランドを持ち上げつづけています。わたしたちが燃料として用いる『ソーマ』は、古代に注がれたこの気体が液状化したもの。ワールド・トリガーとは、この空洞にソーマを注入した装置。もう一度起動したなら、今度は岩盤を持ち上げている気体ソーマを抜き取ることができます」


    「……抜き取るって、つまり……」


    「……はい。エデンとグレイスランドが落下して、元々の大地であるジュデッカとひとつになります」


    　ルカは四度ほどまばたきを繰り返して、ファニアの話への相づちとした。


    　ふたつの壁が消え、三界が地つづきになる？


    　想像力が追いつかないが、ともかく話を前に進めてもらう。


    「……わたしとヴィヴィはふたつの崖が発生する場面を体験しました。……どう表現しても、あの光景を正確に伝えることは難しいのですが……。しかし実際に大地が果てしなく断裂し、そのまま隆起していったのです。地平線までつづく大地が天空を目指し屹きつ立りつしていく光景は……天地創造と呼ぶにふさわしいものでした。これを人間の科学が実現したとはとても思えない、神の御業としか言いようのない、神話世界の出来事のような……」


    　ファニアはなんとかたどたどしい言葉を並べ、自分の見たものを表現しようとするが、ルカの脳裏には全くその絵が浮かんでこない。しかしファニアに嘘偽りを言っている様子はない。ルシフェルと神経接続したルカは、熾天使セラフイム級が自みずからの記憶をそのまま搭乗者へ体験させることも知っている。


    「……うん。……とても信じられないが。……でも、きみは見たんだろうな……」


    「……はい。この目で見ました。……そして、改めてわたしたちの住んでいる世界のことを考えると、東西を果てなく断絶する壁がふたつ、高さもぴたりと三千メートルにそろって存在している……。この事実は奇妙ではあります。どこか人為的な匂いのするような」


    　ルカは昨夜、ヒルデガルダに謁えつ見けんした際、聞いた話を思い出した。


    『元々ひとつだった世界を三つに分けてまで自分たちを守ろうとしたのに、結局、憎しみはあふれ出しちまったのさ。どんなに文明が進歩したって、人間の中身が進歩しないなら、ただ危険が増すだけさね』


    　ファニアが見たものと、ヒルデガルダの知る伝承。異なる情報源から寄せられた情報の内容が一致している……。つまり信しん憑ぴよう性が高い。


    「……うーん。……真偽は置いといて、話つづけよう。んで、おれらはそのソーマの出し入れ装置を操作する権利を握ったと」


    　ルカはヴィヴィへ目を送り、問いかける。ヴィヴィは重くうなずく。


    「……この世界が三界に分かたれ、五万年が経過している。そしていま、五万年ぶりに、これまで数万人の継承候補者を拒絶しつづけたミカエルとルシフェルが二機そろって人間の制御下に置かれた。……未み曾ぞ有うの事態だ。……わたしときみにはいま、世界を分断するふたつの壁を消滅させる、神のごとき力が委ゆだねられている。そして、わたしたちの次にこの権利を掌しよう握あくするふたりは、五万年待っても出現しないかもしれない」


    　翡ひ翠すい色の瞳に宿る感情は至って真しん摯しだ。いまだルカは話のスケールが大きすぎて現実感が持てない。高さ三千メートル、東西果てることなくつづくエデンの壁とジュデッカの壁。三界を隔てるあの巨大な障壁が、消えてなくなる？


    「……いまにして思う。……きっとシルフィはこのことを知っていた。だからきみに、わたしを捜させたのだ。シルフィがどこまで未来を見通していたのか定かではないが、しかし恐らく、わたしときみが熾天使級の制御に成功することはわかっていたのではないか。でなければ身体が弱って凍死するまで、きみと過ごした意味がわからない……」


    　ヴィヴィの口からシルフィの名前を告げられて、ルカの胸が一瞬締めつけられた。そういえばヴィヴィとシルフィは双子だった。


    「……わたしたちがミカエルに体験させられた話は以上だ。……信じるか、ルカ・バルカ」


    　ヴィヴィが話を進めた。ルカは記憶を探るように虚こ空くうを見つめ、


    「……話聞いてる途中で、ルシフェルに見せられた光景の一部を思い出して……。たぶん、これのことかなあ、とは思った。機械兵が八端十字の紋章に手をかざしたら、目の前で大地が隆起していって、三つに分かれるところを俯ふ瞰かんで見てるみたいな……」


    「……それだ。わたしたちが昨夜、ミカエルに見せられた光景だ」


    「……なるほど。……確かに、あれが本当にあったんならとんでもねえな」


    　ルカはしばらく黙もつ考こうして、ヴィヴィへ顔を上げる。


    「……うん。まあ、おれがルシフェルを操縦してること自体、信じられない話だし。ついでにこっちも信じとく」


    「……うむ。……そうしてくれ」


    「ワールド・トリガーを起動したなら、ふたつの壁が消滅し、三界がひとつになる。その権利をおれとお前が握ってる。あとは、起動するか、しないか、選ぶだけ……。つまりはそういう話だな」


    「……あぁ。正確には、トリガーを起動したならエデンは六千メートル、グレイスランドは三千メートル、それぞれ沈降して元々の大地、ジュデッカと地つづきになる。……悠長にしている時間はない。エデンもジュデッカも、わたしたちの行方ゆくえを捜している。ミカエルとルシフェルの力を目まの当たりにした以上、彼らは武力を行使してでも自分のものにしようとするだろう。そうなる前に、ここにいるわたしたち四人で、起動するのか、しないのか、決めよう」


    　ルカ、ヴィヴィ、ミズキ、そしてファニア。


    　車座になったまま、四人はお互いを見回した。


    　おどおどしながら片手をあげて、最初に発言したのはミズキだった。


    「あ、あの、おれ、知ってると思うけど頭悪いから。難しいことわかんねーし……おれはどっちでもいい。ていうか、多いほうに賛成。……つーことで、三人でやってくれ」


    　うつむいて、早々に議論から撤退し、傍かたわらに行儀良く座るバスシバの鼻面づらを撫なでる。ミズキらしくはある。


    　ヴィヴィはミズキへ醒さめた片目を送り、


    「……相変わらずだな。今後数万年、世界に影響を及ぼす権利をその手に握っているというのに。機械兵の操縦と石けん以外、なにも興味を示さない」


    「う、うるせえ。なんで石けん好きなの知ってんだ。つーか、お前こそ変わりすぎだ。昔はおれとも口利かなかったくせに、べらべら喋しやべるようになっちゃって……」


    　そういえばヴィヴィとミズキは、子ども時代に同じ神殿で暮らしていた。久しぶりの再会のはずだが、それほど仲が良さそうには見えない。


    「……そうか？　……そんなに喋しやべっていなかったかな、昔のわたしは」


    「自分で気づけよ。お前と口利いたの初めてだよ。シルフィとは喋ってたけど……」


    「……アステルと融合した影響だろうか。それほど無口だった覚えはないのだが」


    「ていうか、おれのことどうこう言う前に、お前はどうしたいんだよ」


    「わたしか？　……あぁ。それなのだが……」


    　ヴィヴィは少しだけ考えて、一同を見やった。


    「わたしは幼い頃から、ミカエルを制御し、ワールド・トリガーを起動することが使命だと教えられ、そのための訓練を重ねてきた。だから当然、起動するべき立場なのだが……。先ほど過去の光景を体験し、いまは正直、戸惑っている。……アステルと融合した影響かもしれないが、起動することが絶対に正しいとは思えなくなった。……だから、ルカ、ファニア。きみたちの意見を聞きたい。ふたりとも、為政者としての経験があることだし。それを聞いてから、共感できる意見に賛成しよう」


    　慎重に、そんな言葉を紡つむぐ。


    　ルカとファニアは顔を見合わせる。となると実質、ルカとファニアの議論に、世界の運命が委ゆだねられたことになる。


    　先にファニアが口をひらいた。


    「……起動に反対します。このままにしておくべきです」


    　静かに自分の意志を表明する。


    　だろうな、とルカは思う。ファニアならそうする。


    「エデンは他界と対等の位置に降りることを拒絶するでしょう。先進兵器アークを用いて侵攻に乗り出す危険もあります。現状、他界に干渉しない主義のジュデッカも、壁が消えたなら対策を講じるはず。そうなれば、戦場になるのは両者に挟まれたグレイスランドです。壁の消滅は争いを呼ぶだけ。……なにもせず、このままに」


    　きっぱりと言い切って、ファニアはルカを見み据すえる。


    「なにより、急激すぎる変化の影響を蒙こうむるのはグレイスランドの庶民です。彼らが苦しむ決断を、わたしが支持することはありません」


    　毅き然ぜんとした口調の奥にあるファニアの真意を、ルカはすでに理解していた。


    「……なるほど。……ルカの意見は？」


    　ヴィヴィが返事を促うながす。


    「おれは起動したい。いまなにもしなかったら、グレイスランドはエデン人の観賞用の猿山のまま、あいつらの楽しみのためにだらだらと戦争をつづけることになる。あいつらを引きずり下ろす機会がいましかないなら、起動するべきだ。このくだらない戦争をここで終わらせるために」


    　躊ちゆう躇ちよなくそう返事して、ルカはファニアを見やる。


    　ファニアは驚いた様子もない。ルカの答えを当たり前のように受け止めている。


    　やっぱり、そうか。


    　昨夜、きみがあんなに優しかったのは……こうなることがわかっていたからか。


    「……意見が割れたな」


    　ヴィヴィはルカとファニアの表情を見比べて、まずルカに質問する。


    「トリガーを起動し、三界の高さが等しくなったなら、グレイスランドはエデンに勝てるのか？　地つづきになったがため、さらに過酷な支配がはじまるのでは？」


    「いいや。勝てる見込みが高まる」


    「その根拠は」


    「戦争の基本は、こっちの本当の情報は隠し、相手にはウソの情報を信じさせることだ。本当は大して強くないのに、うまく正体を隠すことで実際より強く見せかけ、戦うことなく相手を支配できれば最高だ。その考えに則のつとると……もしかすると『エデンの壁』はエデンの正体を隠すために利用されていたのかもしれない。おれたちはあの壁のうえが天上世界だと信じていたが、本当はあばら屋が建ち並んだスラムかも」


    「……………………」


    「空飛ぶ艦隊と、ＧＰグレイスポイント制度で投げ与えられる先進兵器群。あんなものを持っている軍隊と戦ったって、負けるに決まってる……。グレイスランドの国家元首は長年そう思い込まされて、戦うことそのものを放棄してた。だが、おれ自身が元首になって、ＧＰ関連の交渉でエデン大使や外交官とやりとりするうち、妙なことに気づいた。……グレイスランドに来てるエデン人は、全員、グレイスランド人とのハーフだ」


    「あ……」


    　ルカの言葉に反応したのは、ファニアだった。思わず前のめりになり、


    「……そうです。エデン特区でわたしもそのことに気づきました。グレゴリオ公爵の機嫌を取って、特別にエデン人の居住区を散策したことがあるのですが……銀髪のかたが大勢混じっているのです。飛行戦艦の遊覧デッキにいるエデン人の貴族たちは全員が金髪なのに……」


    　銀色の髪はグレイスランドにおける貴種の証あかしだ。髪の色というものは血統の証だから、貴族たちは銀髪以外のものとは婚姻関係を結ばない。エデン本国の貴族は金色の髪にこだわっているのに、エデン特区にいるエデン人は銀髪が混じる……。つまりグレイスランド人の血が混じっている。


    「しかもおれと直接会ったエデン人は、ほぼ全員が四十代未満だった。エデンが初めて地上に攻めてきたのは約六十年前、一七三三年。武力でリヴァノヴァを圧倒し、いまのエデン特区と北エデン特区を勝ち取ってから、いきなり三界不可侵の協約を結び、以降、エデンは武力侵攻は一切行ってない。その代わりにＧＰ制度を開始し、間接的にグレイスランドを支配している……。六十年っていう歳月から考えて、おれが会ったエデン人は最初の入植者の三代目くらいじゃないかな。髪に銀髪が混ざるのは、地上人とのハーフか、クォーターだからだ。では初代と二代目はどこでなにをしているのか」


    　ルカはファニアとヴィヴィに交互に目を送り、にやりと笑う。


    「体調に変調をきたし、本国に帰ったのかも。全部とはいわないが、ほとんどが。エデン人はもしかすると、グレイスランドの風土に適合できないのかもしれない。三千メートルの段差が育んだ風土の違いが、エデン人に侵攻をためらわせているとしたら……グレイスランドの大地そのものが、エデン人に対する武器になり得る」


    　ファニアの目が見ひらかれ、震える言葉が紡つむがれる。


    「……わたしたちが耐性を持つ風土病に、エデン人は感染してしまうと？」


    「その可能性がある。人間の血って、長い年月、何十世代も受け継がれる過程で、自然にその土地特有の病原菌への耐性を持ってるからな。いまこの土地に生きるおれたちの身体を流れてるのは、グレイスランドの風土を生きるために最適化された、先人の努力の結晶みたいな血だ。五万年も進化の過程が違ってたら、グレイスランド人はかからない風邪でも、エデン人はかかるかも」


    「……………………」


    「病原菌をキーワードにすると、これまでのエデン人の振る舞いも理屈がつく。いったん地上に侵攻しながら、すぐに撤退したのは兵隊に感染者が続出したから。エデン特区にいるのはほとんどが三代目なのは、グレイスランド人と血を混ぜることで、地上で生きられるようになったから……」


    　考えを口にしながら、ルカはファニアの様子を窺うかがった。


    　ファニアは動揺しながら、強く言う。


    「もしその仮定が正しいなら、わたしはますます、起動に反対します。高低差がなくなり、三界がひとつになれば、耐性を持たない病原菌に感染するのはグレイスランドもジュデッカも同じです。三界すべての住民に伝染病がはびこる暗黒の世界になってしまいます」


    「うん。でも、ジュデッカ人のミズキはグレイスランドでぴんぴんしてるし。翼竜や魔獣の往来があるから、ジュデッカの病原菌は昔からグレイスランドに紛まぎれ込んでるはず。ジュデッカの風土病は、グレイスランドで心配する必要はないかもよ」


    「わたしたちは良くても、エデン人が罹り患かんするではありませんか。戦争に関係のない一般人を苦しませる決定を、わたしは看過できません」


    　そうだよな、とルカはしみじみ思う。わかっている。絶対に自分とファニアの道は相あい容いれることはない。


    　──優しすぎるんだよ、このひと。


    　──味方だけじゃなく、敵にまで優しい。


    　だが。


    　──それだと、前に進めない。


    　ルカは自分の考えを口にする。


    「血を流さない変革はない。社会が次の段階に移行する際、大きな犠ぎ牲せいはつきものだ。悪いが、エデン人にはグレイスランドの風土病にかかってもらう。そうなれば、おれたちには有利だ」


    　ファニアは絶句し、さらに厳しくした目線をルカへ突き立てる。


    「……戦いに無関係な女、子ども、老人が伝染病で死ぬことになろうと、構わないと？」


    「あぁ。構わない」


    「……ルカ。……あなたは……」


    　厳しい言葉を投げようとした、そのとき。


    　不意にファニアは、初めてルカと出会った日のことを思い出した。


    



    　いまから約七年前、第七次テラノーラ戦役の際。


    　ガルメンディア王国軍の総司令官として執務室にいたファニアの耳に、隣接する応接間から、若い兵士の声が聞こえてきた。


    『命を懸けて戦って大勢の味方を救ったというのに、わたしを処刑するというのですか！』


    『閣下、戦争とスポーツの区別ついてます？　先方との協定違反？　これ、フェンシングの試合ですか？　戦争やってんのに、なんでルール守る必要あるんです？』


    　兵士が言い合っている相手は、あろうことか王女付き近この衛え連隊長イシドロ伯爵だった。貴族に対してこんな口の利き方をする兵士がいるのかと驚き、ファニアは耳を澄ませた。


    　若い兵士の言葉は、ますます鋭くなっていった。


    『ルール違反だ、って非難されたんなら、相手を二度と立てなくなるくらい殴りつけて、こっちに都合のいいルール、相手の口にねじこんでやりゃいいじゃないですか』


    『閣下、お願いですから真ま面じ目めに、真剣に、あらゆる手段使って戦争しましょう』


    『戦争って悪魔がすることだろ。指揮官も兵隊も王さまも、関わってる全員、殺人犯だよ。なにが文明人だ、善人面づらさげて戦争するほうがよっぽどタチ悪い』


    『なにが騎士道だ。聖人ぶってだらだら戦争つづけるくらいなら、魔王が出てきてなにもかもぶっ壊して戦争終わらせるほうがよっぽどいい。そんなこともわかんねーから、いつまで経ってもエデンの奴隷なんだよ、あんたら貴族は』


    　その言葉に興味をひかれ、ファニアは執務室を出て、処刑されるところだった二等兵ルカ・バルカを近衛連隊に採用した。もしあのときファニアが執務室を出なかったなら、その後のグレイスランドの歴史は大きく変わっていただろう。


    



    　そう。


    　初めて会ったときから、ルカはずっとそうだった。


    　目の前に立ちはだかるあらゆるものを破壊しながら、ここまで突き進んできたのだ。


    　王政を。階級制度を。社会制度を。戦争の方法を。


    　ルカはすべて破壊し、自みずからが魔王となって、グレイスランドの在あり方を大きく変えた。


    　──そんなルカだから、わたしは魅了されたのだ。


    　ルカという人間の中心は、あのときから変わっていない。


    　進歩のために犠ぎ牲せいを顧かえりみない。破壊の先に未来を見ている。だから世界中に嫌われることも厭いとわず、魔王になれる。


    　耳に心地よいお題目だけ唱え、なにもしないで現状を傍ぼう観かんする人間は、ルカの対極にある。


    　善人面づらをさげて、騎士道を振りかざし、聖人ぶりながらだらだらと戦争をつづける人間──そう、わたしははじめから、ルカの対極に存在していた。


    　けれどわたしは誇りを持って、わたしの道を行こう。


    　王道を、堂々と。


    　ファニアはルカにむかい告げた。


    「……ルカ。……あなたがトリガーを起動するであろうことは、わたしは予想していました。あなたの性格からして、エデンのくびきを逃れるために、現状の破壊を望むであろうと」


    「…………………………」


    「……しかし、わたしが予想していた以上に、あなたがやろうとしていることは破壊の規模が大き過ぎます。三界全体で数百万人、数千万人が病にかかることになりかねません。……それでも起動するというなら……わたしは……あなたを軽けい蔑べつします」


    　ファニアは本気だった。


    　ルカを愛している。けれど、ルカが歩もうとする道に寄り添うことは絶対にない。


    　その道を遮断し、道そのものを消滅させねば。


    　ルカはしばらくファニアを見つめ、言葉に真しん摯しさを込めた。


    「……それでいい。だがおれは、これからはじまるグレイスランドの地獄を傍観するつもりはない。なにもしなければ、地上はもっと悪くなる。きみもわかってるだろ？　ジェミニが統一したグレイスランドがどういう運命を辿たどるか」


    「……………………」


    　リヴァノヴァ帝国皇帝ジェミニの占領地運営方針は「不寛容」だ。征服された民にはなんの権利も認めない。土地を奪い、財産を奪い、奴隷としてエデンに売り払う。もうすでに五十万を超えるウェイステッドランドの人民が、ＧＰグレイスポイントと引き換えにエデンに運ばれた。ルカがジェミニに敗れたいま、同じ地獄がこれからグレイスランドでもはじまる。


    「壁をぶっ壊せば、リヴァノヴァも一緒にめちゃくちゃにできる。帝国軍はいまルナ・シエラ領に侵攻中だが、侵攻は中止するしかない。なにしろ距離的にエデンに近いのはリヴァノヴァだからな。大軍を反転させ、首都パグラチオンを守らないとどうしようもなくなる。それならまだ、ルナ・シエラにチャンスが残る」


    「……………………」


    「きみの言うとおり、壁をなくせばエデンの女子どもが大勢病気で死ぬかもしれない。だが壁が残ったままなら、グレイスランドの女子どもは奴隷にされてエデンに売られる。おれは壁を壊し、グレイスランドを守りたい。きみはエデンを守るために、グレイスランド人が売られる事態は静観するのか」


    　ルカの紅眼がファニアに突き立つ。


    　ファニアは一歩も引かない。


    「壁を壊さずとも、現状を改善する道はいくらでもあります。ジェミニを説得し、グレイスランドが結束してエデンに対抗するよう働きかけることもできましょう。回りくどく、歩みが遅すぎて、その過程でたくさんの理り不ふ尽じんに耐えねばならないかもしれません。しかし、進歩とは人間の意識の向上を伴わねばならぬもの。あなたの歩みは急すぎて、犠ぎ牲せいを多く伴い過ぎる。わたしには、あなたの歩き方が異常に思えてなりません」


    「おれが異常だと？　客エデンが投げるエサを猿山グレイスランドで奪い合ってる現状が、正常だと思ってるのか？　いま、客を猿山に引きずり込めるチャンスが来たんだ。おれたちは人間だとわからせて、おれたちを二度と観賞できないようにするチャンスが」


    「この世界に病原菌を撒まき散らしてでも？　蛮行に過ぎます。次代に禍か根こんを残すだけです。どれほど困難であろうと、人間は倫理と共に進歩せねば。戦争に勝つために倫理や美徳を捨てたなら、わたしたちは野蛮なまま、中身の伴わない空虚な進歩を遂げることになりましょう。それでは前文明と同じく、いつか自分で自分を焼くことになります」


    「倫理や美徳は勝ってから好きなだけ謳うたえばいい。踏まれっぱなしで謳う倫理にいったいどんな価値がある？　美徳があればスラムで飢え死にする子は救えるのか？　そんなもの謳ったって満腹にはなれない、おれはエデン人を皆殺しにしてでも、グレイスランドの飢えた子どもにパンを届けたい」


    「血まみれの手でこねたパンを子どもたちに？　そんなパンで育つのは悪魔だけです。硬くても、冷たくても、清潔な手でこねたパンを子どもたちに差し出すべきです。そのパンはきっと大勢の天使を育み、やがてこの世界を恒久平和へ導くでしょう」


    　ルカもファニアも正面から言葉を叩きつけていた。


    　ヴィヴィは黙って、ふたりの議論を聞いていた。


    　ルカとファニアの志向する道は、はじめから相反していることがヴィヴィにもわかった。


    　ルカはいまこの場で世界を破壊し、現状の急激な改善を望み。


    　ファニアはいまの世界の延長線上に、緩やかな進歩を望んでいる。


    　どちらも正しく、同時に、どちらも間違っている。ファニアの意見は一見すると善人に見えるが、しかし、現在のグレイスランドの苦しみから目を逸そらし、敵であるエデンの肩を持つものでもある。ルカの意見は完全に悪人のそれだが、成功したならグレイスランドにとっては福音となり、エデンに地獄をもたらすだろう。


    　善悪を基準にして判断することはできない。


    　未来の幸福のために、いまわたしたちがなにを犠ぎ牲せいにし、なにを諦あきらめ、なにを救い、次代へ伝えていくのか。その選択をしなければならない。


    　──わたしが立場を決めねば。


    　──それで、世界の命運は決まる。


    　ヴィヴィは口をひらいた。

  


  [image: ]


  
    「……わかった。これ以上、議論をつづけても進展はなかろう。……わたしが支持したほうが二対一で勝ちだ。ふたりとも、それでいいかな？」


    　ルカがうなずき、ファニアも少し遅れて、ゆっくりと首を縦に振った。


    　ヴィヴィは大きく息を吸い込んで、きっぱりと告げた。


    「……わたしは、ルカに賛成する」


    　ルカは特別反応を見せず、ファニアも黙って、その言葉を受け止めた。


    「……あの壁を次代へ伝えていくことは、問題を先延ばしにするだけだ。あの壁はエデンにとって都合の良い、正体隠しの緞どん帳ちようになっている。緞帳を取り払う機会はいましかなく、素通りするとこののち永久に、取り去る機会が失われる……」


    　風が吹き抜け、四人の間を爆はぜた。ヴィヴィは語りつづける。


    「……十五年前、魔女と共にジュデッカを逃げたわたしは、飛行艦艇で壁を飛び越え、ほんのひととき、狭い丸窓からこの目でエデンの大地を見下ろした。……文明レベルは確かに、グレイスランドより五、六十年ほど先へ進んでいる。しかし気候が非常に寒冷だった。大地は雪に覆われ、森に乏しく、耕作地も見当たらない……。エデンに着いてすぐにわたしはミカエルを起動するための施設に幽閉されたため、ひとびとの暮らしぶりや都市の様子などはわからないが、人口が多いとは思えなかった。人口が少ないということは、武力制圧はできても、その後の占領維持は苦手ということ……」


    　ルカはヴィヴィの意見に首肯で応こたえる。当たり前だが、動員できる兵士数は人口に比例する。兵士数が少なければ、戦いに勝ったとしても、勝ち取った土地を維持することが難しい。だからこそエデンは「戦っても勝てない」とグレイスランドに思い込ませ、ＧＰグレイスポイント制度という間接的統治策で地上の生産物を貢こう納のうさせているのではないか。実際に戦ったなら、地上を制圧できても、母国の兵士数が少なくて広大な占領地を維持できないから。


    「エデンと戦うとなると、問題は兵器、特に飛行艦隊だが……いまのわたしたちは熾天使セラフイム級機械兵で空飛ぶ敵を撃破できる」


    　ルカは再び、ヴィヴィの言葉にうなずく。ミカエルとルシフェルが飛べるのは大きい。エデンに勝てない最大の理由は、飛行艦隊に対する攻撃手段がないからだ。しかしルカとヴィヴィが熾天使級を制御できるいま、飛行艦隊は無敵ではない。


    「ヒルデガルダを説得すれば、竜騎兵隊を味方にできる。ジュデッカと組めれば、エデンと互角にやりあえるかもよ。あのおばはん、話せばわかる感じだったし」


    　ルカの言葉に、ヴィヴィも首を縦に振る。


    「……その通り。グレイスランドがひとつにまとまり、さらにジュデッカと連繋したならば、壁を失ったエデンに対抗するのは可能だ。三界の闘争に終止符を打てる機会を、わたしは見逃すべきではないと思う。……もちろんファニアの意見は人道的に正しい。エデンの一般人が病原菌に晒さらされる事態を看過したなら、わたしたちの文明は倫理を語る資格を失う。……だが、エデン特区のハーフたちがグレイスランドで生きているということは、彼らの血清から抗体を作ることが可能だ。エデンが風土病を恐れるならば、すでに抗体を作っている可能性も高い。もしかするとエデンが六十年間も地上侵攻をためらったのは、グレイスランドの風土病に耐性を持つ血を作るためだったのかもしれない……」


    　そう言って、ヴィヴィはファニアへ顔をむけ、語調を深くした。


    「……なにより、わたしたちがいま握っている鍵かぎはいましか使えず、人道を理由に手放すには巨大に過ぎる。だから……わたしは握った権利を行使すべきと思う」


    　ファニアは葡ぶ萄どう色の瞳にヴィヴィを映して、相づちを打つ。


    「……わかりました。……その決断を受け入れることはありませんが、あなたがたを止める力もいまのわたしにはありません」


    　そう告げて、ファニアはゆっくりと、ルカへ静かな視線を移した。


    「……あなたの身体が動くまで、わたしはここに残りましょう。ですが、世界を破壊する行為を傍ぼう観かんすることはできません。……あなたがたが健常な状態に戻ったなら、わたしはここを旅立ち、ジェミニのもとへ赴おもむきます。エデンへの貢こう納のうをやめさせ、グレイスランドが一体となってエデンへ対抗するよう呼びかけるために」


    「ジェミニ……!?」


    　絶句するルカへ、ファニアは静かに言葉をつづける。


    「ふたつの壁が消滅するなら、それが最善の手段でしょう。ジェミニを説得したのち、ジュデッカ皇帝のもとへ参ります。グレイスランドとジュデッカが結託したなら、エデンは話しあいに応じるかもしれません」


    　ルカは唖あ然ぜんとファニアを見つめて、諭すように首を左右に振る。


    「……やめてくれ。ジェミニはきみに執着している。きみがやつのところへ行けば、話しあいどころか、屈辱を受けることになりかねない」


    「そのときはこの命を絶つだけです。それに、わたしが星の意志のもとにあるというなら、きっとうまくいくでしょう」


    「命を粗末にするな。ジェミニに論理は通用しない、きみがなぶられるだけだ」


    「ならば起動をやめなさい。それであればわたしもジェミニのもとへ行く必要はなくなります」


    　ファニアの反論に、ルカは再び絶句する。ファニアの身は心配だが、トリガー起動と同列に並べる話ではない。


    「それとこれとは話が違う！」


    「同じ話です。壁が消えるなら、エデンへ奴隷を送る必要もなくなる。グレイスランドの諸勢力へジェミニが呼びかけ、地つづきのエデンへグレイスランド連合軍を以もつて立ち向かえば勝てるかもしれない。ＧＰグレイスポイント目当てにいつまでもエデンにへつらうのではなく、勇気を持って立ち向かう時期が来たのでは。そういう話をしに行くだけです」


    　ルカは言葉を荒らげて思いとどまらせようとするが、ファニアは頑として動かない。堂々巡りをつづけるふたりへ、ヴィヴィがため息とともに割って入った。


    「……グレイスランドの統治者がファニアに執着しているのなら好都合。ファニアが望むなら皇帝との謁えつ見けんが即座に叶うわけだ。余人には持てぬ特権を生かさぬ手はない。多少、危険は伴うようだが……」


    「多少じゃない！　絶対にあいつはまともな話しあいに応じない！　ファニア、頼む、きみはあいつを知らなすぎる……っ」


    　しかしルカの嘆願は、ヴィヴィとファニアに一蹴される。


    「グレイスランドの幸福のために、わたしは命を捧げます」


    「二対一だ、ルカ。トリガー起動後のことも考えて動かねば」


    　ぐぬぬぬ……、とルカは双そう眸ぼうを煮え立たせながら言葉を呑のみ込み、うつむいてしばらく黙もつ考こうし、厳しい表情を持ち上げる。


    「……いいだろう。だがひとりでは行かせない。トリガーを起動してから、おれとヴィヴィも一緒に行くぞ。熾天使セラフイム級が護衛していれば、あいつもきみに手出しできない」


    　ルカの言葉は即座にヴィヴィに否定される。


    「それはできない。ミカエルとルシフェルの所在が知られたなら、エデンもジュデッカも黙っていない。たちまち艦隊や竜騎兵隊が飛来して戦闘になる」


    　ルカは瞳の紅をたぎらせて、


    「上等じゃねーか。エデン艦隊はどのみち倒さなきゃいけない相手だ」


    「こちらの居場所が知られたなら、奴らはこちらを研究し、準備してから攻撃してくる。炸裂弾には強いが徹甲弾には弱いことはすでに知られた。熾天使級とて決して無敵ではない、現にルシフェルは砲撃によって損傷を受け、単独で飛行することもできぬ。……エデン艦隊との決戦は、必ずこちらの奇襲からはじめねばならない。準備した敵とは戦わず、準備していない敵とは積極的に戦うべし。軍学の基本をきみに教授するのも憚はばかられるが、もしや理解していないとは言うまいな？」


    　ぎりり、と音が鳴るほど、ルカの視線がヴィヴィに突き立つ。


    　ヴィヴィが正しい。ミカエルとルシフェルはエデン艦隊と戦うためにどうしても必要な機体だ。あの空飛ぶ艦隊を駆逐できるのはこの二機しかいない。決戦時まで居場所を秘ひ匿とくして、エデンの壁が消滅してから慌てて出てきたエデン艦隊にいきなりの奇襲を加えたい。その理屈はわかる。


    「トリガー起動後、わたしときみは再びここに隠れるのが最善だ。エデン艦隊が現れ、地上に攻撃を開始したそのとき、突如ここを飛び立ち奇襲を加え、飛行艦隊を壊かい滅めつさせる。そうなればあとは地上戦の勝負。ジェミニがグレイスランド連合軍を動かすならば、わずかな勝機も生まれよう。その説得をファニアに委ゆだねたい」


    　ぎぎぎ……と歯ぎしりしながら、ルカはうなだれる。


    　言っていることはわかる。ルカとヴィヴィがファニアに同行するのは、せっかく制御した熾天使級を自分から投げ捨てるに等しい。それはわかるけれど、ようやく取り戻したファニアがひとりでジェミニのもとへ行くなんて耐えられない。


    　せめて。


    「……ミズキ。ファニアに付いていってくれ。お前が一緒なら安心できる」


    　うなだれたまま、ルカは傍かたわらのミズキにそう頼んだ。ずっと憂ゆう鬱うつそうな顔をしていたミズキが、顔を上げる。


    「え、おれ？　ワールド・トリガーって、熾天使セラフイム級じゃないと起動できないだろ？　サブは必要ないってか？」


    　その言葉に、ヴィヴィがすげなく答えた。


    「サブはあくまで、メインが失敗したときの備えだ。すでにミカエルもルシフェルも、わたしたちを受け入れた。メインだけで完全に制御できるいま、もうサブは必要ない」


    　ミズキの表情がみるみる翳かげり、がっくりうなだれる。


    「必要ない、とかはっきり言うなよ、傷つくなあ……。おれ、機械兵の操縦しか取り柄ないのに……」


    「ファニアにはお前が必要だ。バスシバと一緒なら、旅路も楽になるだろ？　ヒルデガルダに顔も利くから、ファニアと会わせることもできるだろうし。必ずお前の腕が必要になるから、な？」


    　ルカが直接頼むと、ミズキはファニアへ顔を上げて、


    「……って言ってるけど……。おれ、殿下の邪魔じゃない？」


    　ファニアはにっこり笑って、


    「邪魔なわけがありませんよ。ジェミニを説得したあとはジュデッカ皇帝に会いに行きたいですし、ミズキとバスシバが一緒なら安心です」


    「ほんとに!?　ほんとに殿下がそう思ってるなら、おれ、うれしいよ……！　大役だけどがんばる！」


    　元々、ミズキは王女付き近この衛え連隊のエース操縦士だったから、ファニアに必要とされることはうれしい。元気のなかった表情に生気がみなぎり、バスシバの首を小脇わきに抱えて、ファニアに顔を近づけさせる。


    　きゅいー、と挨あい拶さつするようなバスシバの鳴き声に、ファニアは微ほほ笑えむ。ひんやりした鼻面づらを片手で撫なでて、ミズキへむかい、


    「もう殿下ではありません。ファニアでいいですよ」


    「えぇっ!?　いいの!?」


    「普通の言葉づかいで構いません。わたしはひとりの市民ですから」


    「ほんとに!?　ほんとにいいの、ファニア!?」


    「はい。道中よろしくお願いします」


    「うわー、すげえ！　ファニアと友達になっちゃうよ！」


    「はい。友達になってくださいね、ミズキ」


    　ファニアが微笑みかけると、ミズキは顔を真っ赤にして照れながら喜ぶ。


    「よーし、がんばるぞ！　おれとファニア、友達だもん！　ちょっとおれ、バスシバに乗って出かけてくるよ。近くに街か村があったら、旅に必要なもの手に入るかもしれないし！」


    「おう行け行け。ついでになんか食い物買ってきてくれ。ここ何日か、なにも食べてないから腹減って……」


    　はしゃぐミズキにルカは頼んだ。ファニアもヴィヴィも、目線を交わして微ほほ笑えんだ。


    　明日、ルカとヴィヴィの身体が動くようになったら、ファニアとミズキはバスシバに乗ってジェミニのもとへ。ルカとヴィヴィはトリガーを起動したのちこの隠れ家に戻り、エデン艦隊の出撃を待つ。


    　うまくいけば、ルカとヴィヴィが制した空のした、ファニアの説得に応じたジェミニ率いるグレイスランド連合軍が歓声をあげて地つづきのエデンへ攻め入ることになるだろう。うまくいけばの話だが、果たして。


    　ともかく──結論は出た。


    　ファニアと共に過ごす時間は、あと少ししかない。


    　悲しいことは充分に経験してきた。いまだけはせめて、楽しく過ごそう。ルカはそう思った。


    



    　渓けい谷こくの狭い空に、ようやく太陽が顔を出した。


    　動けないルカとヴィヴィを河原に残し、ファニアは少し離れた木陰で、ナップザックの中身を確認した。バルバロッサで無理やりに搭乗スーツを着せられたファニアが、アナスタシアの助手に懇こん願がんして、ミカエルの搭乗席に投げ込んでもらったものだ。


    　いま着ている白いブラウス、紺色のスカートのほかに、エデンの乗馬服と、自室で無理やり着せられたエデンの女子学生の制服が入っていた。適当に見繕ったにしては、まあ悪くない。


    　ためらうことなく乗馬服に着替える。ブラウスの上から仕立ての良い黒の上着を羽織り、白いタイツと黒い革靴を合わせる。


    　木陰を出て河原に戻ると、出かけていたミズキとバスシバが戻ってきた。その手にはパンやリンゴの入った紙袋。ミズキはさっきまで特殊スーツすがただったが、いまは農家の娘の格好になっていた。


    「ただいまーっ。すぐそこに小さい村があってさ！　おれのピチピチスーツ、みんなが珍しがって！　物々交換したら、ほら、これとか、鞍くらとか、手た綱づなもつけてくれて……！」


    　ミズキは破顔して、右手に杖つえをつきながら、食べ物でいっぱいの紙袋を左手で差し出す。傍かたわらのバスシバには、馬のものを改造した鞍と鐙あぶみ、胸元に手綱がつけてあった。


    　ルカが寝たまま喜んで、


    「おーっ、ナイス！　パン食わせろミズキ」


    　神経接続の影響により、まだ手足は思うように動かせず、自力で食事ができない。身体が動き出すのは、今日の真夜中くらいだろう。


    「おう！　いいけど、おれよりファニアに食わせてほしいだろ！」


    　ミズキの言葉に、ファニアもルカも、一瞬固まる。ミズキは気を利かせているつもりなのか、にっかり笑って、


    「おれ、ヴィヴィの面倒見るから、ファニアはルカの面倒見てよ！」


    　ファニアはうっすら頬ほおを染め、


    「あ、はい……。構いませんよ」


    「だってさ、良かったなルカ！　よしヴィヴィ、おれが面倒見てやっから安心しろ！　パン食えパン！」


    　ミズキは元気よく、仰あお向むけに横たわるヴィヴィの隣に腰を下ろすと、大雑把にちぎったパンをヴィヴィの口にいきなり突っ込む。


    「ぶふっ」


    「どうだ、うまいだろ!?」


    　ヴィヴィはぎゅっと目を閉じたまま左右に首を振り、苦しみながらもなんとか咀そ嚼しやくし、


    「いきなり突っ込むな！　もっと小さくちぎって優しく放り込め!!」


    「なんだよ食わせてもらってるくせに偉そうに、おら、これでいいのか？」


    「ぶふぇーっ」


    　またしても大ぶりなパンを口に突っ込まれ、ヴィヴィは両足をばたつかせながら、なんとかパンを喉のどに通し、


    「殺す気か！」


    「んだよ、文句ばっか言いやがって。ていうか、足動いてんじゃん。そんな元気なら立てるんじゃね？」


    「……ん？　本当だ。……微妙に、足が動く……」


    　神経接続を解除して、まだ二十四時間は経過していない。だが力を込めると、なんとか動かせないほどではない。


    「立てねーの？」


    「……それは無理だ。だが、いつもよりはずいぶんマシだな。制御に成功すると、影響も小さくなるものなのか……？」


    　ヴィヴィも合点がいかない様子。一方、ファニアは優しくルカに膝ひざ枕まくらをすると、小さくちぎったパンを小鳥にあげるように丁寧に口元へ持っていき、ルカの嚥えん下げを母のように見守ってから、次のひとつを口に入れる。さっきまでの激論をすっかり忘れて、ふたりとも笑顔の温かな食事風景を、ヴィヴィはうらやましそうに片目で見やる。


    「あの丁寧さが羨うらやまぶっふぇーっ」


    　言葉の途中で大ぶりなパンを突っ込まれ、再び足をばたつかせて苦しむ。食事を終えるのに三十分以上を要し、疲ひ弊へいしたヴィヴィはミズキを追い払って黙もつ考こうに沈み、一方のルカはファニアと談笑していた。


    「ミズキが見つけた村の場所、確認しとかないと。おれたち、しばらくここに隠れることになりそうだし。食料調達できるとこ、大事だし」


    「そうですね……。ミズキと一緒にバスシバで飛びますか？　鞍くらに乗るのを手伝いましょう」


    「おっけー。おいミズキー、悪いけどもう一回、おれ乗せて飛んでくれー。村の場所、確認すっから」


    　呼ばれたミズキは屈くつ託たくなく笑って、


    「どうせならファニアと飛べよ、ファニアも、旅に出るならバスシバの扱いかた知っといたほうがいいし！」


    　言われてファニアが怪け訝げんな顔になる。


    「バスシバは頭がいいから大丈夫！　村はあっち、歩いていける距離だよ。飛び立ったら小さい集落がすぐ見つかる」


    　ミズキは南東を指さしてそう言った。ファニアとルカは顔を見合わせ、口元を緩めた。


    



    「おっけー。行けそうだな」


    　バスシバの鞍にまたがり、ルカは鐙あぶみに足を通した。落ちないよう、ミズキが念のため、ルカの足首を鐙の金具に紐ひもでくくりつける。


    「乗り心地は悪くありませんね」


    　ファニアはルカの前にまたがり、手た綱づなを握った。ふたりで飛ぶことを想定して、ミズキは村人に鐙を二人分つけてもらっていた。足首が鐙に固定されたことを確認し、すぐ背後、ファニアを胸に抱く体勢のルカを振り向く。


    「…………以前に、こういうことがありましたね」


    「あぁ。懐かしいな」


    　ファニアが言っているのは、約七年前、青ひげに囚とらわれたファニアをルカが助け出したときのことだ。バウワウに乗ったルカは助けたファニアを鞍の前で胸に抱き、執しつ拗ような追跡を振り切った。胸が高鳴るのは、あのときもいまも変わらない。


    「ルカ、ファニアにしっかり抱きついとけよ！　下へ手たすると落ちるからな！」


    　ミズキがにやにやしながらからかう。ルカは決まり悪そうに、


    「わかってるよ！　悪いファニア、身体、力入らないから……」


    「しっかり掴つかまってくださいね」


    　ルカの両腕がファニアのおなかの前で組まれ、ファニアは後方へ笑いかけ、悪戯いたずらっぽくそう告げた。


    「よし飛べ、バスシバ！」


    　ミズキが号令をかけると、ふたりを乗せたバスシバが両翼を広げ、激しく上下させた。


    「きゃっ」「うぉっ」


    　ファニアが軽く悲鳴をあげ、ルカは楽しそうに歓声をあげた。


    　大人ふたりを乗せながら、バスシバは意に介す様子もなくぐんぐんと高度をあげていく。


    　眼下、空洞が見えなくなり、木立を突き抜けて蒼あおい小川の流れを見下ろし、やがて渓けい谷こく全体がルカの視野に収まった。


    「バスシバすっげー」


    「気持ちいい！」


    　ファニアも市し井せいの少女みたいに快かい哉さいをあげる。翼竜に乗って空を飛ぶのは、ファニアは初めての体験だった。手た綱づなを強く握りしめ、高度七十メートルほどから世界を見晴らす。


    「わあ……」


    　心地よい風を頬ほおに受けながら、両翼をぴんと張ったバスシバが空を斜めに滑空していた。


    　透明な青空のした、傾いた樹林の緑がいっぱいに広がって、湖面みたいに波打っていた。


    　どこまでも伸びやかな春の空を、ファニアとルカは泳ぎ抜けていく。
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    「こんなふうに空を飛ぶのは初めてです」


    「おれ、三回目。でも昼間はやっぱ気持ちいいな。景色もいいし……」


    「村、あれですね」


    　ファニアは前方斜め下方を指さした。ルカたちの隠れ家からそう遠くないところで、鬱うつ蒼そうとした森の緑がまん丸く削られ、小さな家屋が四世帯ほど炭焼きの煙をあげていた。


    「おっけー。近くて助かる。せっかくだし、もうちょい飛んでたい」


    「そうですね。ほかにも街や村があるかもしれませんし。空洞の周辺を少し飛んでみましょう」


    　ファニアが手た綱づなを引きつけると、バスシバがゆっくりと旋回した。景色がぐるりと回転し、ふたりの行く手、水平距離にして三十キロメートルほど彼方かなたに、エデンの壁が果てしなく聳そびえ立っていた。


    「……………………」


    　ファニアは無言で、その壁を見つめた。


    　ワールド・トリガーを起動したなら、あの壁が消失する。


    　いまだ信じられないが、かつてあの壁が屹きつ立りつするさまを体験したファニアは、あれが人為的なものだと知ってしまった。


    　エデンの壁だけではなく、ジュデッカの壁さえも消えてなくなる。


    　そうなれば、現行のグレイスランドの秩序は壊かい滅めつするだろう。


    　なにもかも、破壊の底に沈む。


    　いま、ファニアを後ろから抱きすくめている青年によって。


    　──どうしても、そうしなければならないのだろうか。


    　不意に、そんな気持ちが頭をもたげた。


    　──ルシフェルもトリガーも放り捨て、ふたりで逃げることだって……できるのでは。


    　つづけて、そんな考えも。


    　世界の運命なんて素通りして。そんなものは、ジェミニなり、グレゴリオなり、ヒルデガルダなりにすっかり任せて。


    　──わたしとルカが巻き込まれる必要など、どこにもない……。


    　ファニアはもう王女ではなく、ルカも第一執政ではない。


    　ふたりとも、いまは一介の市民だ。


    　世界の命運などという重いものを背負う必要は、ない。


    　──普通の幸せを求めても、いいのでは……？


    　そんなことを、いま、思ってしまった。


    　ファニアは後ろを振り返る。


    　星の意志など投げ捨ててしまえば、このひととこうやって、ずっと生きていけるかも。


    　危険を冒してジェミニのもとへ行くよりも、最愛のひとの傍かたわらにいるほうがずっと……。


    「ルカ」


    　知らず、名前を呼んでいた。


    　ルカの表情が、心なし強こわばった。もしかするとこのひとは、いまの呼びかけだけでわたしの内面のうごめきに気づいたかも。なんとなく、ファニアはそう思った。


    　──逃げよう。


    　そのひとことが、胸の奥底からせり上がってくる。


    　──言っては、ダメだ。


    　──それを言えば。


    　──わたしはルカに軽けい蔑べつされる……。


    　ファニアは一瞬にして、そう自戒する。


    　──ルカに幻滅されたくない……。


    　無言のまま、ファニアは自分の右手をルカの手に添えた。


    　厳しく自戒しているのに、自分勝手な祈りがまた、心の奥からこみあげてくる。


    　──でも、もしも、あなたがそう言ってくれたら。


    　──逃げよう、とあなたが言うなら、わたしは……。


    　自分の身勝手さに、ぞっとする。けれど、その独りよがりな祈りが、鳴りやまない。


    　瞳にすべての心情を込めた。ルカの手がわずかに動き、ファニアの手を握り返した。


    



    　ルカは黙ってファニアの瞳に映し出される自分を見つめ、ファニアの手を握り返した。


    　──ふたりで逃げたら、ダメなのか。


    　風のなかに、そんな言葉が響いていた。


    　トリガーを起動しなければ、ファニアがジェミニのもとへ赴おもむく必然性はなくなる。この大切なひとを危険な目に遭わせてまで、この手であの壁を消さなくてはならないだろうか。


    　──おれにはもう、世界情勢なんて関係ない。


    　ヴィヴィ・レインを見つけて。シルフィに託されたその願いを叶えるため、十二年間走りつづけ、今朝ついにヴィヴィを見つけた。


    　──シルフィの願いは、叶えた。


    　──あとは、おれの好きに生きられる。


    　そう思った。自分の生きたいように生きる。誰にも責められるいわれはない。


    　ファニアはもう王族ではない。ルカもすでに、第一執政ではない。


    　ふたりを隔てる身分の壁は、もう消滅してなくなった。ふたりとも世界情勢になんの責任もない、ただの市民だ。


    　トリガーを起動したって、自分には一文の得もない。だったらファニアと逃げたほうがよほどいい。世界の命運なんて耳を塞ふさいで、遠いところへ逃げ、ファニアとふたりでずっと楽しく暮らす。それのなにが悪い。


    　──ファニアを救うために。トリガーを起動せず逃げる。


    　──その選択だって、ありだろ。


    　そういう思考が脳裏をよぎった、刹せつ那な。


    『ルカ・バルカ！　ルカ・バルカ！』


    　感激に満ちあふれ、ルカの名を呼ぶ群衆のすがたが突然、脳裏に浮かび上がった。


    『おれたちの国を救ってくれ！』『貴族どもを追っ払え！』『王さまなんていらないよ、代わりにあんたがリーダーだ！』


    　ルカに希望を託した数万、いや数十万の市民たちが。


    『我らはルカと共に戦う！』『自由のため！　平等のため！　革命のときが来た、武器を取れ市民たち！』


    　命を投げ捨て、農具を片手に決起して、革命の歌を歌いながら街道を行く農民たちが。


    『死を恐れるな!!　魂を燃やし尽くせ!!　我らは自由のために戦う!!』『命尽きるまでルカの旗のもとに!!　戦え同志たち、我らの未来のために!!』


    　銃撃に倒れながら、仲間の屍しかばねを踏み越えて突進していく義勇兵、徴集兵たちが。


    　風のなかへ血しぶきを散らし、革命を夢見て死んでいった彼らの鯨げい波はが、行く手の青空にこだまする。


    『きみの描く未来はいかなるものだ。おれのすべてを託すに値する未来か』


    　騎兵メルヴィルが、その先の空に二重映しになる。


    　あのウルキオラ暴動において、いきなり野戦に打って出たルカの思惑を感じ取り、敵司令部を背後から奇襲した最高の騎兵。ドル・ドラム戦役ではジェミニを裏切り、なにも持っていないルカに従って、道なき道を行く覚悟を決めてくれた。


    『時代が進めば……戦争に関係のない女、子ども、老人が、何百万人も戦争で死ぬ。……ルカの動機はなんでもいい。……問題を子どもたちに引き継ぐほうが、よほど悪い』


    　歩兵隊長ガヴー。大切な家族をエデンに売られたガヴーは、ルカに自分の夢を託し、厳しい戦況を何度もひっくり返した。革命の趨すう勢せいを決したフィデル・ボカージュ会戦は、ガヴーのおかげで勝った戦いだ。ガヴーがいなければ、革命そのものが成り立たなかっただろう。


    『それでも我々は夢物語じみた理想を謳うたう必要があります。謳うことをやめたなら、革命そのものが意義を失ってしまう！』『いかなる理由があろうとも！　わたしは決して、あなたに賛同しない、ルカ!!』


    　第二執政カミーユ。孤児院あがりの弁護士。熱い理想と巧みな弁舌で民衆を煽あおり、革命の立役者になった男。ジェミニとの戦争に勝っていたら、その後の世界の統治はカミーユに任せるつもりだった。敗戦後、共和国が解体されても、あいつはきっと理想を捨てないと信じる。


    　シルフィに願いを託されて旅立ってから十二年。


    　何十人、何百人もの人間と出会い、論を交わし、同じ戦場を駆けてきた。はじめはヴィヴィ・レインを見つけたいだけだったのに、いつのまにかルカの内側には、大勢の人間との出会いと交流のなかで培われた自分だけの信念が育まれていた。


    　その信念に懸けて。


    　──壊すのか。


    　──逃げるのか。


    　──いま、ここで、決めろ。


    　ルカは行く手の空、世界を断絶するエデンの壁を睨にらみつける。


    　これまでに出会った幾百の仲間たちの表情が、紺こん碧ぺきの空に浮かんでいた。


    　シルフィ、メルヴィル、ジェミニ、ガヴー、カミーユ、ヴラドレン、ヒルデガルダ……敵味方、大勢の群雄たちの顔や言葉がもう一度、ルカの魂の奥に響く。


    　旅路の果てにくだすべき決断を、ルカはくだした。


    「ファニア」


    「……はい」


    「おれは、あの壁を壊す」


    　告げると、葡ぶ萄どう色の瞳がわずかにうるんだ。


    　反論はなかった。ただ風の音だけがふたりの間にあった。いまルカが感じている胸の軋きしみをファニアもまた感じていた。ふたりとも、同じくらい痛かった。同じくらい、手を取り合ってここから逃げたかった。苦しみ抜いた果てにやっと巡り会えたのだから、これからはずっと一緒にいて、お互いのためだけに時間を使いたかった。くだらない会話をして、同じものを食べて、同じ本を読んで感想を話し合ったり、街を歩いたりしてみたかった。たったそれだけの幸せが、ふたりにはひどく遠かった。


    　けれどルカは、これまでずっと同じ道を駆けてきた仲間たちの願いを捨てられない。より良い社会を夢見て戦場に倒れていった仲間たち、市民たちから託された願いがある。いなくなった彼らの祈りを一生涯背負って、彼らが夢見た社会へむかって駆けていきたいと思う。


    　だから。


    「三界まとめて破壊する」


    　逃げることはしない。おのれに課された使命を果たす。それが同じ道を走りつづけた仲間たちへの返礼だ。夢の途中で倒れていった仲間たちへの餞はなむけだ。


    　ルカの決意を受けて、ファニアの瞳に、新しい色合いが宿った。


    「ルカ」


    　いきなり、心の奥深いところからとても清浄で力強いなにかが突き上げてきて、ファニアは口をひらいた。


    「ならば、わたしが直します」


    　突き上げたなにかに背を押されるように、ためらいもなく、大それた言葉が紡つむがれた。


    



    「あなたが壊すこの世界を、わたしが築き直します」


    



    　あぁ、そうだったのか。


    　すとん、とファニアの胸の内で音が鳴った。


    　──それがわたしの本当の役目だったのか。


    　身分もない、住む家もない、家族も領地も使用人もいないいまの自分が紡つむぐには、明らかに身の丈を超えた言葉なのに。まるでそれが予定された未来であったかのように、ファニアは大きすぎる役割を当たり前のように受け入れていた。


    　──きっとそのために、わたしたちは出会った。


    　ルカと紡いだ不思議な縁は、はじめからここに帰結することが運命付けられていたのだろう。


    　ルカが破壊し、ファニアが再生させる。


    　──それが、星の意志だった。


    　人智を超えた大きな意志が、これからわたしたちふたりを通じて巨大な破壊と再生の物語を紡ごうとしている。非論理的なその考えを、ファニアはすんなりと受け入れていた。


    



    　理解すると同時に、ファニアはなぜか泣きたくなった。ここでルカとお別れなのだと、心の奥がささやいていた。


    「ルカ」


    「うん」


    「あなたに会えたことが、わたしの人生の誇りです」


    「……………………」


    「わたしに会えたことを、誇りに思ってくれますか？」


    　無理に微ほほ笑えみ、そう尋ねた。


    　ルカは黙ってファニアを見つめた。


    「……初めて会ったときから、そう思ってるよ」


    　正直に告げて、頬ほおを緩める。


    「きみがしてくれたことに、ふさわしくありたい。そう思って、ずっと、走ってきた」


    　もうすぐ、お別れなんだな。ルカもそう思った。


    「これからも、ずっと、そうやって走ってく」


    「……はい。……わたしも。……あなたのしてくれたことに、ふさわしくありたい」


    　星の意志のもとに出会ったふたりは、これから別の道を歩まねばならない。この星の未来を素晴らしいものにするために。


    「全力で、走ります」


    　言葉は、もういらなかった。ふたりはただ、お互いの思いを行為で伝えた。


    　掻かき乱されるファニアの髪の狭はざ間まに、きらきら光るなにかが紛まぎれた。


    　風の歌が優しかった。


    



    　翌朝──。


    



    　川の水で裸身を洗い、ファニアは乗馬服に身を包んだ。


    　朝霧がまだ、早朝の河原を流れていた。天頂に残っていた強い星も、これから朝の光にぬぐい去られる。


    　鞍くらをつけたバスシバが河原にお座りをして、旅支度を終えたふたりと、見送るふたりを見守っていた。


    「短い期間だった。名な残ごり惜しい。また会えると信じる」


    　ヴィヴィはそんな言葉をファニアへ送った。ファニアはヴィヴィに抱ほう擁ようし、


    「もっとお話をしたかった。あなたもお元気で、ヴィヴィ」


    　ヴィヴィも両手をファニアの背へ回し、それから農家の娘すがたのミズキへ目を移す。


    「ミズキも。無茶はするな」


    　ミズキは頭のうしろに両手を組んで、へへー、と笑う。


    「ヴィヴィ、ほんと変わったなー。おれの心配なんて、昔は絶対しなかったのに」


    「……うるさい。わたしだって少しは成長するさ」


    　その傍かたわら、ルカはミズキの頭を気安そうにぽんぽん叩く。


    「じゃあな。ファニアを頼む。しっかり護衛してくれよ、相棒」


    「おう！　任せとけ。これでお別れじゃないよな！　また会えるよな！」


    　ミズキはにっかり笑って、ルカに抱きついた。ルカも笑いながら、ミズキの背を叩く。


    　そしてルカはファニアへ目を送った。


    　渓流のせせらぎを背景にして、ぴしりと音が鳴りそうな乗馬服すがただった。長い銀髪が渓けい谷こくの風にそよぎ、彼女の輪りん郭かくに細かな光を散らしていた。


    　七年前、初めて会ったとき、ファニアの佇たたずまいに気け圧おされたことをルカは思い出した。叩けば壊れそうな、儚はかなくて脆もろい美しさだった。常に張りつめていて、余人を寄せ付けず、冷たくて無感情な王族特有の表情をしていた。


    　ファニアにとって、それからの七年は艱かん難なん辛苦に充みちたものだった。ルカとの醜しゆう聞ぶんによって王侯貴族や民衆から「淫売王女」と陰口を叩かれ、革命によって家も身分も家族も失い、グレゴリオ公爵の庇護下で半幽閉生活を送るしかなかった。ルカが貧民から共和国第一執政まで異常な速さで出世したのに対し、ファニアは王位継承権一位から宿無しの流民にまで転げ落ちてしまった。


    　けれどいまルカの目の前で微ほほ笑えんでいるファニアは、七年前には持っていなかった柔らかさとしなやかさを備えて、威厳と気品は以前よりずっと彼女になじんでいた。苦しみは彼女の魅力を削ぎ落とすどころか、より深化させるために作用したらしい。かつてどこかの国の王妃が言った「ひとは苦しみによって自分が何者であるか知るのです」という言葉が、ファニアの微笑みに透けていた。


    　きれいだな。大人になったんだな。これからもずっと、年齢を重ねるほどファニアは美しくなっていくのだろう。できればファニアの成長の傍かたわらにいたいけれど、行く道が正反対だ。


    「……気をつけて。本当はまだ、行ってほしくないけど」


    　そんな言葉を、なんとか絞り出した。


    「はい。大丈夫、星の意志がわたしたちと共にあります」


    　ファニアはルカを安心させるように、冗談めかしてそんなことを言う。


    　ファニアの両足をここに縫ぬい止めたい気持ちをこらえ、ルカは頼みごとを口にした。


    「……ジェミニへ伝言を託したい。『お前の夢を、おれはまだ覚えてる』。あいつにそう言えばわかる」


    　ファニアは少し不思議そうに、その伝言を受け取った。


    「お前の夢を、おれはまだ覚えてる……。わかりました。伝えます」


    「……どうか無事で。ずっと祈ってる」


    「……はい。わたしも、あなたの無事を祈ります」


    　ふたりは軽く抱ほう擁ようを交わした。また会おう、という言葉をルカは飲み込んだ。約束できない言葉を、簡単に使うことができなかった。


    　ファニアはバスシバの鞍くらにまたがり、ミズキがその後ろに腰掛けて、鐙あぶみに爪つま先さきを通す。


    　バスシバがのっそり上体を持ち上げ、翼を広げた。


    「それでは。お元気で」


    「じゃあな、ルカ！　エデン艦隊、ぎったぎたにしてやれよ！　あと、ヴィヴィと仲良く！」


    　別れの言葉を告げて、ファニアが手た綱づなを叩く。


    　バスシバの両翼が勢いよく羽ばたく。霧が蹴け立たてられ、巨体が浮遊する。川面から飛ひ沫まつをあげながら、バスシバはあっという間に、木立のむこうへ消えていった。


    　ルカとヴィヴィはふたり並んで、バスシバの消えていった空を見ていた。


    「……良いのか？　これで」


    　ヴィヴィは空を見上げながら、ぽつりと問いかけた。ルカは苦そうに笑む。


    「……さあな。もしかしたら悪かったのかもな。……いい結果になると信じるしかない」


    　そしてルシフェルへ目を移す。


    「さっさと行こうぜ。ぐずぐずしてると艦隊か竜騎兵に邪魔される。察知される前に、トリガーを起動しないと」


    「……そうだな。行こう」


    　目線を交わし、ヴィヴィはミカエルへ、ルカはルシフェルへ、それぞれ乗り込む。


    「世界を壊しに」


    　搭乗席に入り、ヘルメットをつけて、ルカはそう呟つぶやいた。


    　ぱりん、と特殊スーツ全体に刺激が走り、周囲が暗闇に覆われて──。


    「……っ!!」


    　いきなり、視界が三十に分割されて提示される。


    　そのすべてを把握できる。ルシフェルとの神経接続により、電子機器の性能がそのままルカの五感となって、思念だけで統合的に操作できる。


    「こりゃ、すげえな……」


    　事前にヴィヴィから説明を受けてはいるが、体験すると感心するしかない。歩け、と念じただけで十八メートルの巨体が歩く。


    「うはあ……やべえ。神さま気分」


    　感動して、試しに両手を振り上げ対岸の猿を威い嚇かくしたりしていると、不意に耳元から声がした。


    『聞こえるか、ルカ』


    「うわっ、なんだこれ。ヴィヴィの声が聞こえる」


    『無線というものだ。遠距離通信ができる。感度良好だな』


    「マジかよ、離れてるのに会話できるのか。すげー」


    『飛べるか？　飛行ユニットを展開してみろ』


    「おぉ、例のやつな。ほんとに飛ぶのかよ、こんなでかいのが……」


    　言いながら、ルカはルシフェルに「飛べ」と思念を送り届ける。


    　背中から屈折した飛行ユニットが生じて、展開する。三十分割画面でおのれの翼を確認するが、折れているように見える。


    『昨夜、バルバロッサの砲撃で破損したのだ。飛行ユニットは脆ぜい弱じやくらしい』


    「まあ、見るからに弱そうだしな、ただの骨組みだし」


    　本体に比べると、飛行ユニットは細長い黒の棒のようで頼りない。大口径砲の直撃を受ければ、破損して当たり前だ。


    『飛ぶのは難しそうだ。昨夜のように、わたしが抱きかかえて飛ぼう』


    「あぁ、頼む」


    　河原の砂じや利りを柔らかく踏みしめながらミカエルが歩み寄り、ルシフェルの右脇わきへ片手を回して、飛行ユニットを展開した。


    「行くぞ」


    　ミカエルはいきなり跳躍した。中空で蒼あおい翼膜に火が入り、ぐんぐんと空を駆けあがっていく。


    「すげ──っ」


    　ルカも感嘆するしかない。一機を片手に抱き上げて、この上昇力は半端ではない。


    「これなら飛行艦隊も相手じゃねーな」


    「昨夜、きみは損傷を受けたことを忘れるな。戦艦一艦ならともかく、陣形を組んだ艦隊が相手では昨夜のようにはいかない。エデンを舐なめれば恐ろしい目に遭う、きみの立場上、安易な言葉を口にすべきではない」


    　ヴィヴィに怒られ、ルカは余計な口をつぐんだ。確かにヴィヴィの言う通り、熾天使セラフイム級機械兵二機だけではエデンの全戦力に太た刀ち打ちできまい。それにルシフェルはもう飛べないようだし、ミカエル一機で艦隊相手はきついだろう。


    　気づいたら、視界が青に染まっていた。


    　ミカエルは水平飛行に移行していた。


    　思念をいろいろと送って機能を試してみる。画面の数を増やしたり減らしたり、縮小したり拡大したり、頭で思い浮かべるだけで操作できるのがとても楽しい。


    「おもしれー」


    『遊ぶな。……もうすぐ着くぞ』


    　ミカエルの速度がだんだんと落ちていき、やがて止まった。


    「ここが……ワールド・トリガー」


    　ルカの視界に、エデンの壁の中腹、およそ千五百メートルのところに、蒼あおく発光する八端十字の紋章が映し出された。


    「どうやって起動する？」


    『ミカエルに見せられた映像では、熾天使級がこうやって……』


    　ミカエルは紋章にむかって左手を差し出し、直接据すえ置いた。


    『きみも。右手を添えてくれ」


    　言われるまま、ルカも紋章にルシフェルの右手を添える。


    　そのまま待つ。が。


    「なにも起きねえ」


    『……さすがに五万年経つと、壊れているかも』


    「古代兵器って、時間に強そうだけどな」


    『ワールド・トリガーほどの規模になると、細かい不調が積もりに積もって……!?』


    　言葉尻じりに、いきなり光が覆い被さった。


    「…………っ!!」


    　壁面に刻まれた八端十字の紋章が、発光をはじめる。


    『来た……っ!!』


    「おいこれなんかヤバくねーか……!?」


    『動くな、このままだ……!!』


    　光がルカの視覚画面を覆い尽くす。三十の画面がすべて光に埋もれる。


    　なにも見えない。なにが起きているのかも理解できない。


    【起動した】


    　ルシフェルが話しかけてくる。だが、ルカにはなにも見えてこない。


    　ルシフェルの冷たい声だけが耳元に響く。


    



    【もう元には戻せない】


    【三界は永遠に、ひとつとなる】


    



    　†††


    



    「ファニア、なんか、壁から煙が……っ!!」


    　バスシバの背に乗り、ファニアの背中に抱きついたミズキが、彼方かなたに聳そびえ立つエデンの壁を望遠しながら裏返った声をあげた。


    　ファニアもまたバスシバの手た綱づなを両手で握り、左手へと目を凝こらす。


    　水平距離にして、二十キロメートルほどの彼方……。


    　青空の底を果てしなく切り取っているエデンの壁の足下から、もくもくと粉ふん塵じんが湧わき起こっていた。


    　高度百二十メートルほどを飛ぶバスシバのもとへ、細かな大気の振動が絶えず伝わってくる。


    「なんだろう。トリガーが起動したのかな」


    　眼下の樹林は静かだ。目立った変化はなく、鳥たちが飛び立ったりすることもない。


    　異様なのは、視界の果てまで聳える壁に沿って、その裾を洗うように、同じく視界の果てまで立ちこめる赤茶けた粉塵のみ。


    　耳を澄ますと、遠い鳴動が伝わってくる。だが創世神話に語られる天地開かい闢びやくのごとき、嵐が吹き荒れ、稲光が閃ひらめき、怒れる火山が溶岩を噴き出すようなすさまじさはない。


    　ただエデンの壁の足下に延々と粉塵が噴きあがっている、それだけ……。


    「あれって、沈んでるのかな!?　こっからじゃよくわからないけど……!!」


    　ファニアは壁を注視したまま、答える。


    「……わたしが見た光景は、壁が聳え立っていくところでした。二度目の起動で壁が消滅するということは、大地そのものが沈んでいるはずですが……」


    　ミカエルに見せられた光景は、下から巨人が持ち上げているかのように急激に大地が隆起していた。しかし、目の前のこれは、肉眼だけではなにが起きているのかよくわからない。小刻みな空気振動がずっとつづき、彼方からかすかな鳴動、それに粉塵が立ちこめるだけで、なにも知らなければ大地が沈んでいるとは気づかないような。


    「……ゆっくりと沈むようです。建物が壊れたり、人間が死傷するほどの速度ではありません。むしろ、沈降を体感できないくらいでは……」


    　ファニアはエデンの壁の反対側、南方の空へ目を送ってみる。


    　大きな異変は見受けられない。だが恐らくは、トリガー起動と同時にジュデッカの壁も沈降を開始したはず。エデンとグレイスランドは、ジュデッカを目指して落ちていく途中であるはずなのだが。


    　怖いくらいに静かだ。


    　もしかすると気体ソーマというものは、風船がしぼむようにゆっくりと岩盤の底から抜けていくのかもしれない。突然落下したら、岩盤の上で生活する人間は全員死ぬ。なにしろエデン人からしたら合計六千メートルも落下することになるわけで、沈降速度が速いほど生活への影響は甚大になる。そうならないよう、岩盤に乗っている人間が気づかないほど緩やかに下降する仕組みなのではないか。


    「いくらゆっくりでも、そのうち気づくっしょ!?　どのくらいゆっくりかによるけど、いつか絶対バレて、世界中パニックになる！」


    　ミズキの言うとおり。混乱は徐々に広がり、やがて国家元首は重大な国策の決定を余儀なくされる。沈降速度が遅いということは、それだけ戦争の準備をする時間的猶予が与えられるということ……。


    　ファニアは毅き然ぜんと顔を上げた。


    「急ぎましょう、ミズキ。ジェミニに会わなければ」


    　行き先は東南東、皇都パグラチオン。


    　ルカをくだし、事実上グレイスランドの支配者となった「褐色の皇帝」ジェミニのもとへ。


    



    　──楽園エデンが墜おちてくる。


    



    　バスシバが両翼を翻ひるがえし、みなを鼓こ舞ぶするように高く吠ほえる。


    　いななきのむこう、エデンの壁は裾にまとった粉ふん塵じんの色を濃くしながら、グレイスランドをめがけ崩れ落ちていく──。

  


  
    犬村小六


    Koroku Inumura


    



    ６巻です。７巻で完結します。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    やがて恋するヴィヴィ・レイン６
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